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はじめに

大阪外国語大学で，タイ語の表現論の授業を担当するようになってから，既

存の教科書に書かれているタイ語の言語表現だけでは学習者にとってまだまだ

足りないことが分かりました。タイ語で書かれている教材を使うときは，学習

者は読んで意味と内容がある程度理解できるようですが，自ずからそれらの表

現を使おうとすると，うまくゆかない，またタイの言語をより深く研究しよう

と思う学習者も非常に少ないです。そのような状況で，タイ語の実用性の高い

具体的な言語表現を日本語で説明する本があれば，その表現の使用と研究の助

けになるのではないかと思い始めました。本や雑誌からそれらの具体的な言語

表現を集め，その意味と用法を考え，そこで，そして， 1995年度以来，表現論

の授業にタイの映画を教材として使う試みをしてきました。映画の台詞で言語

表現を勉強するのには，口語が中心となるが，本や雑誌と比べると様々な利点

があります。まず，会話を交わす両者の人間関係においての年齢，属する社会，

心理状態，場面，状況が豊富かつ明瞭です。次に，人間関係の種類そしてそれ

ぞれの関係が行われる場面に多様性があるので，多様な言語表現があり，また，

言語表現のみならず映画に描かれているタイ人の生活，文化，ものの考え方な

どの非言語表現も学習者の言語理解や研究に大いに役に立つと思われます。そ

して，実用性が高いので，研究の資料としては興味深いものです。ここで，研

究資料とした映画は，地方の一般の庶民の生活や人の考え方，価値観を描く

“ 紅：：：W1'Uぅifl~1'l 知 ”と，都会の上中流社会の人の生活と信仰を描く

" L 弓 vt.1~~11 ''との 2本です。ここでは，様々な本，雑誌，そして映画から

今までに集めた資料の分析，考察の途中経過を報告しておきたいです。この本

がタイ語を学習する者にとって，言語表現の使用に少しでも役に立ち，また

より深い研究への入口となればまさに著者の願うところです。

1996年10月

著者
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1. 文法化現象が見られる表現 1 

I . 文法化現象が見られる表現

タイ語には，実質的な意味を持つ内容語が助動詞，前置詞，接続詞などのよ

うな機能語に転化する，いわゆる文法化 (grammaticali za ti on)現象が多く見

られる。ここでは，文法化現象が行われると思われる，またはそれに準ずる語

や句そして，それらの語や句が使用されている例文を研究資料から集めたり，

新たに作成したりし，それぞれの語や句がどの様な機能語に変化するか，また

それぞれの機能においての意味と用法を説明していきたい。

< fl~1 >

n約＝敢行する（動詞）

n約 (1~n約）を動詞の前に付けて，助動詞として使われると「～をする勇気
がある（ない）」，「よう～できる（ない）」という意味合になる。

I. 細OU直flぷu1血血辿如,AU直m
2. FIU哨加€01~ 恥~111~11叫 -1 I I fl J.JAO~fl~1V.J~ll1'1!t1 

v— 1附Jf1UAU1附j
ッ “ッ肉 q.113. fl1A血 Vl't.lN4lf1i1 1"う町Iffl1¥lLf1¥1 flflJl':::fl~1UOflL'll1 V13-J , — 1 
4. 砂 t!O呻：：：し叩frfl1i":::L珈Ul.J叩fl~術恥祈心貪ULか紅1¥'l,LUtl油耀u
1局
“ '&I  .., 皇9

5 . L~fl枷ぅ \lLLfl 1 J.Jfl~1U0f1fl1J 即llnfl'lo¥111i和 DUAU沢LLfl 叩 1:::碕泣
t~u沢 LLfl 1"1 fl恥和

この表現と同じような意味をもつものに，「(12J)(面）0村＋動詞」という

表現がある。しかし，「(12J)(加） 011'十動詞」は，「常識，習慣，規則に反

して何かをする勇気がある（ない）」，「よう～できる（ない）」という意味合に

なる。
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6 . p.J爪血'\101"L01L~'U'l.l狐 Vla1\13.J刊~Otl枷由洲,iurluLt.11恥f1'U'VI':iO f1 
＂ 

fl'l""'U 

7. L':111 加‘ヽ 01~泊恥1汎局iu~ouifu 叩1:: 枷LU岨O'J消ti1 f1'Ufl 113.J 
ッ

旧'Ufl11即和血O¥lflt.11附」が出ユ研I

8 . fl'Uわ呵~D1"aO'U11\l ぅ :;:L加佑'UO 令 u責 f1'j 訓l1':i1"

9. un恥!t1fl'U如恥如n 証逗曲函ふ如n貪'U~OL~l.11如0'1.1
n」1釘
"' 

10. L'll1U¥'I 01吋‘訊情,¥'I伽‘碕叫flJ"lfl I I 

＂ 
.., 1 t-lLL ,t¥'I磁O¥'ILLtill叫 1¥'11U

《fl南l》

n約＝帰る，返る，元に戻る，ひっくり返る（動詞）

動詞，形容詞，述語の前に付けて，「逆に～する」，「期待に反して～」，「～す

るどころかかえって～」という意味になる。

1. 釦畑如J.JOOflfl涸''lfl 1叫O~l\fl11叫1U LL~fl和恥恥uiuni1曲
'.  ● "'" 

LW"S1::"11'UJ.J1fl "11'U0::1ぅflOぅiut11tl'VI皿

2 . ~f)FIUL 紅 O'lfJOJわ tltJUL 珈 tl'UJ.J1fl 伽叩恥恥年叩印niu "" , fl~U 

祠ふ町加n,rt11叫 u細~flFIUし肉 niu 1 L01LL~L~tl1 fl釦叫析

屯 'Vl1加 J1it1紺 a恥
3 . 即咄初1出0術nりし直柘U1血ポl合が1曲Lfltl\JLL~::叶釦

●● "'● "'● ".  一
4. LL恥皿Jili合げ1',)::ff1tl fl和1J.Jff1m~ り

《（恥）加1~》

!IU10it =大きさ，太さ，長さ，重さ，寸法，体積，面積容積（名

詞）
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名詞，文，または述語の前に付けて，「～ほど」「～ぐらい」と，動作や状態

の程度を強調する比喩的な表現になる。「
..r 

加 1PlU (これほど）「
も

加1~UU (そ

れほど）の形で使うことも多い。色狂ど巴は文や述語の前に付ける。

..r 
1 . L~U叫細~\1~呵1~峰1砂1f1 釦1~恥~tii11'~~fl~\'JL弓沼¥1'lll.11Plt.1 
2 . fJ 皿 Pl\1~UL 潤1fl碍 o血~~韮nn ヽ訊 'llU1c;)L刊 ツ 4

Pl'J1U'll1り'llv¥'JW1flULv¥'J

‘‘ ~.~ 3. fJ 血~n1 討 R'U1 り 3,J1flfl \'I四丑肖狐Lか1 う潤tl1U1~和H対諏J~\1¥,tfl直vU，， .., ..r ,l' ・ツ
4. fl巧 LLtJ \1'li'U~~1」o~u~u Ru~u'l 籾1fl皿1雌1LL fl 1FlvlJ'lf v釦紐滋4
5. fl'J'Jげ暉1R'1lJ!IU1 Pl U1 ¥l ¥11訊術l.111.1均和

《'llffU》

叫伽＝勤勉に（修飾詞），勤勉に働く（動詞）

動詞の前に付けて，「よく～する」，「いつも～する」という意味合を持ち，

頻度や努力を表す。

1 . flU恥釦訊fl1H11l1tlOt11¥lflnJ此訊1ふ11¥l L和
-y-"ー、..,, " 

2 .'j :::tt:::uo1 t>1切邸炉り加u1加汎fl1釣 Lt111洲1゚：：：1'l紺'uAru'VI 11 iJ 
1叩
ッ.., II .., .., }1 ..., ""ッ...,

3. fl OJPlOl.ltltlt.1~1 ヽぅ O\l\l fl~iJ>-11\l1fl 1¥11'1.J ~UL'VllJLtl1~1\ll1fl1tJ 
, . "一9
.., "" ... q n ..., 1 ...'.., り ~I ッ

，ツ

4 . t,a.JUfl ¥l 1 tJ'j~1~1'VI t>如u~ 釘'jflt)¥l VIU\lOl.11 ヽ lW岬13-J~吋'¥]

《加》

加＝乞う，求める，頼む（動詞）

動詞の前に付けて，「～させてください」というように，願望を表す。「tlO

ニ四」，「加～此」の形もよく用いられる。
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ツッ f I 
I . t1 m "ll 1'VI o'J u1'Vl'U o r..i 

2 . 加即訓才fff13-11u1訊'VI3-1吋u
＂` ｀ヽ I I I 3. °llO訊 fl1JRru 1'Vlru'Vl'UO班l~,. , .., 

《
4ベ
引 f1t1"》

如⑲＝怠惰な（修飾詞）

動詞の前に付けて，「～するのが面倒である」という意味になる。
.., .., .., ツ <

1. ~1JVl~\'IVl1'V11.J1 L'll1'lJ'lJl'1可洒吋面'¥'Iい叫叫 LL胡I .., II 

＂ 
而 ¥1'WO¥'IVl1Vl'lJ1

2 . 和佃LO訂 n1曲 O(;lL'lJ和 O~':ifl 叩叶O\'IL和1 fl~L~tl1)0(;l1翫fl'lJ'lJ
3 . 1 Vil.I i 1 u峰升恥n1弓mo::: , 呻 麟tloti
4. 曲flり叫加直m和ふ恥tl\1LU~tl'lJ晶か

ー

≪
 
≫
 

~ 
加＝上がる，上げる，登る（動詞）

動詞の後ろに付けて，その動作が上昇または増大することを表すこともあれ

ば，「～し出した」という突然性，または「～し始めた」という開発性を表す

こともある。

1. fJ ru 弓寸叶1\l1U~~OfllL1~1 1如叫紺n~ou
丙u¥l ¥l 1'ULL恥

恥かも討1fi~~LL~:; 袖

ツ

＇ 2 . 旧1Wtl1匹囀1VI¥Jfl 250fl. fl. LLPltifl13-J和
3. Wuflfl'ifl"lfU峰1 L'tl1~flずU>-J1LL品恥叫憫n
"―`  ＇ 4. 汎伽細LPi!lU Lう叩叫)u¥1曲叫fl¥11 U!l'Ul1fl汀

!1 
マー，

5 . L !11訊町6tu恥切血11111 L'lJ1t)吋1釦即flu>-J~ 消g涌」~11輝m→』, ¥I 

V113-l11属
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-:.'~ 々 1ツ 1
6 . 曲 LW¥1Ufl'lltJ3-11 i;¥11 肉

も
糾Ofl~訂 W1fltJU1りL'ULL和瀦

..r I t "" 
7 . R3-J1 fl3-J'Ufl O ,i¥1加 H訂：：Vl11 ¥1 R\1fl'i13-JL~flflf \1~~0\1 

8. 叫'j;~和1恥心恥 1,..J臼 DU恥 iln1屯却崎也

形容詞，または副詞の後ろにつけて，「～になる」，「～するようになる」と，

状態の変化を表す。

.., t "'ッ
9. Vl~\'1~1f1~01JVlf13.J1fl'l\'IVIU\'ILL~1 叩1疇叫知1f)和

，， 1 
+ .,r 

10. 直t11'Ul1 加し~LLfl 1加面如恥1fl 1加直恥叫01.J曲 rlf) 1.J 
11. し珈直麟fltlO\'I 恥"lf1 訊~!'..11賛叫叫恥1UL Ul11直也し恥恥1，， 

U~tlO面~fl\'li>~珀わg

ある動詞の後ろに付けて，その動作をすることによりよい効果があるという

ことを表す。

11. tlV11: 恥釦げ11LL~\'I祈吋1 ti~:::'l 雑o::: ぅn
: ... rl I 

1~ 遥iツ 1

12. fl ru~).jtJ;i,J北f11':i'VI \'1!10\'lfltJ恥ごしりtJ~1':i1 青o 即狐fl1tl"5
,¥ 
曲u

. ¥I 

13. rl 
ッ a

1 LL f1fl1!1v ¥'If! fUtJ'jぅ'Vl1ぅ， 伽郎1¥'I碍¥'11aJむ
"' 

14. L叩即H~1加両直½fu'Vl'5 Of1 

< ~u >

恥＝抵抗する（動詞）

動詞の前に付けて，「無理に～する」と，現状，状況，習慣，規則に許され

ない，または常識に反して何かをすることを表す助動詞として用いられる。同

じ様な意味で使われるのには「珈＋動詞」と「 LLflU~::J.11 +動詞」がある。

しかし，恥～は「（気持ち，感情，趣味，というような精神的に）無理に～す

る」，そして， ufiu~~J.J1 ----は「能力的（経済的，知的，体力的）に不可能な

のに無理にする」ということを表す。

1 .'10¥.J伽叫'¥'11曲¥'11¥.J佑恥ふ¥'11¥.Jfl¥'I奇11J11l
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2 . 柘flru恥R1JU¥.1杓fl 01t.1fl ru i>::'. 和, v-, , , 

3 . (お腹がいっぱいだから）也壁ュ応o1,J w叩fl¥101L術m

4 
.., G1J I .,f "'"'&I .., 

. fl ru恥t!U'jflけ 10tl1\llJ~fl11Ji)かかrnfl IJ1'j 1 l> l>lJLL lJ 
＂ り

5. 柘1tJocf oti n1紺io汲lJl11lJlJ切I::'.

6. ゅ珈1ツ"' ~ .., ~1'1 ツ..,叩3-J04tl11Ltll..lVIU'l fl 3-J 翻'llJL~'l 1::13-in,X~L~ りLAl..lfl'l 引 ~flti " , 
7. 合卵切脳彎LLl'll..l稿o叩韮'li11 責 LLiJ耀1訊 ~u和11叫

《しが 》

し桁＝入る （動詞）

命令文において，動詞または副詞の後ろに付けて，行われている行動を早く

済ませるように，またはもっとたくさんするように催促する言い方になる。

1. fi雌 1u::: 百 n叫叩叩nif~:::1 曲6t~恥峰1
＂＇ 

2 . L~UL炉 LflO::: べ 1 I ツ I..,匹l1~1 曲1fl fl11皿 uぅn峰恥祁和rn:::cl¥'I 01~::: 
, " 

紅0這1\'I恥 L011 弓 ~,u麟峰碕u
3. 号⑱：：： flurlu1 lJflO~f-l ru疇如恥

4. 年u~叫1譴釉恥 ~1匹血迦出 flULj11年1L~01 ぅ ~1曲
LO\'l~:::,in 恥,iou伽，：：：1 訊叫o"'~ou

ある空間（場所，もの）において行われる行動がその空間（場所，物）の中

に入る，またはその空間の中心に寄るような状態を表す方向的な可能表現であ

る。

5 . iu3.J1 u~~rl1 局 ~1>.Ju1~Vl~Llヤ1Ju ぷlVIUf)ti'り討~Vlf)fiL~ f)1\'1Lf)\'ll'lf) 祈1'l~
々

討し桁伽¥'l'lfuLVl~VI皿

6 . 柘f-Jru陣恥りm 叫1t.101Vl1"5L Ufl狂加1¥)::L和 1VI紅 JflU和)1Vil "5 

匹 1f)四 Jl'l 1 U ¥) Ul'l 1叫ふ伽v叫ふ恥3-J1fl, し曲H01Vl1う砂↓

砂 01Vl1叫和証t.1¥llrl'¥I , 訓和1血 0 , f1U01VI叶和珈和1和」

面 LUlJ1洞f)tJ0'\11~fl 和：：l11U和1 属V1~1雌lJflU
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ぺも。 ビ ッ

1 . 6t ufl11即(;)u'U血 LVl'U'lf 1 fJ fl'U'UlJ直UL8ll1~1L'UlJ~"'
ツ 1 ツ

nむlJ1lJ ゅ1~f1~18ll訓

奇1 f1 奇1~::1 tl1~lJ ゜：：11L~1 111'l~'lf1fJflutru~n'l~vin1 廿渇g叶ou
., I .,L ッツ
8. 1'ULL'll'l'll'U fl~L'll13-J1 L':i1枷v所E)J-Jfi'UVIUfl 1曲ふ釦~1引此直叫暉fl

如和n叫 'Ufi'U蜘叩耀叫加」碕叫juvi1t111n和

他には，刊~1雌1 即Of!(~叫）1雌 1 叩~1雌1l-J 面ふ~fl 肉 u詞由

などある。

動詞の後ろに付けると，その行為により被害を受けたり，悪い立場や状態に

なることを表す。
I ツ 0ヽ I I I I 

9. WuWOLL>-1~ 旧1 fl ru fl 11 WOLL迅叫
-'I , ヽッ o

10. l11fl1':i 廿1U町~1 弓 u't u~u'JL弓 tlULUU貪v 引1>-ifl1 ぅ l11 ツn1u1,,1うりWlJL'll1 f1 

碕叫血ふ匹り印如1\)1遥吐2 丘叩fl~run1 a-i~ 

11. ~ 雌和」叫 n四釉」~1~lJ如畑JL恥瀾叩3心fl0\)':i1\)うし珈1>-i
.,f • .., ""ツ c:i. .., t II 

I"' 

1.11 U3-J1 UL'll 11和1iJ~UVl>-11 P11 VIU'J L'll 1 L'll 1 L~f1tllJ';i flL~ti 舒 'JLL P!UU 

ある場所に，複数の人，ものが集まってくることを表す。場合には「動詞＋

＋ふ」という形で使われることが多くある。

．叩 I~.., ツッ ッ
ッ <ツ

12 flWfl 釘fllJL8ll1tl1 \1~::Vl1Vlflfl1 Lu1 L 3-Jfl1lJ~u~ 炉訊~Ul8ll1L如g

LU釦恥 6tn恥釦u~1\1恥，m訊罪
13. L 1ッツ しツ

ッ

fl 11~1J 3-JLL VI ¥13-J巧 13-JflUL 8ll 1 fl"j ¥1珈 R1U LLR1Lu1L 潤~"創m

14.』。riuiLVIUl.l 1介llflUiLVIUり13-J1しl)tl 11Ul廿1 vl1'1 f1Uvl1 \1 府1~り 83-Jutlnl~U

孔1l.J Vlrl 、 01\1111~1 属しi!Ufl'U 討'\101Vl1 ぅ 弓 n~1l.J'Vlrl\1U0fl11l11U1 UU~ 

し和m

<fl1~>

n巧＝適当な（修飾詞）

動詞の前に付けて，「～するべき」とアドバイスする表現であり，1且江巨
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は「～するべきではない（ではなかった）」というように，アドバイスの表現

でもあり，過去のことなら非難する表現ともなる。

I. 碍吋ヽ¥):::刊1~fl1':iLL伽叫和11Al 1血謳如\1Lfl\l'll1 和~VI弓 o
fl';j :::1出v甜珈1fl
"" I 1 I I I 

2. 曲紐11紅ru 3-Jfl 1サll':i{) 1 ti LlAl':i 1::: 卵'uvi惰tlO~':ifl和 'IJ1fl
3. fl叫 fl1年。Ofltl1 fl ¥J 1 t.lf!Ot.1ifL~ り f!Ot.l恥 u四 J1fl四国細,. ,. 
峰1

4. l':i 11 >Jfl1ぅ11ヽ LLWt.111 ¥)::; 直t.ll11\l1曲oui1'l叫~ti tit.1~1un りJ\1tlO¥l栢
Lfl~ 。 \Jilt.113J1 青 LL~:;:討1Lfl~ 。 \lut.1和LlAl\lfl11Ufl~局1tl

也竺を使う表現に似ているが， ~ は「～するはずだ」と，話者の
推量や確信を表すこともあるし，「～したらよかったのに」と，非難や後悔を

表すこともある。．

5. ,ioutr-誼叫1\)バ姐tiuPio~o⑱fl1 
6 . fJ叫 1il~lJOfl如u和砥011url' ぷu叫恥fll..11ULL)11..11属iu

亭は「～するはずではない（ではなかった）」，「するんじゃなかっ

た」，「～しなかったらよかったのに」と，話者の確信の表現でもあれば，非難，

否認，判断，観測，希望または後悔の表現でもある。

7. L'll11 血1l'切1~1りしw, 1~L'll1 L iluf'lu,ii ¥1'10L 1~1 

s. L"J1iin11orj1¥1責袖伽1血1l)切呪立LlVl'J Ofl 
I I II ぷ

9 . L 賃 OU郎1即 ~'llU1仰
10. 11'11')p'J'j ¥1 rl'け出Vl1l.J ltl1'VIUU~ 

11. i曲知恥和訓1曲i旱叫1¥1 rl' 
12. 伽滋 f I ぷ

1 fl 3.JLL~:; 邸皿LLぅ¥10り1¥11.J NUむ年u~

13. fJfl.lfl¥1恥 1lli皿血fl1H11皿叫1i1加
14. fJ叫止闊吐nflorl渾加j



1. 文法化現象が見られる表現 ， 
'1 I <"9 .., I 15. VJ';i'j祠~\1 fl袖印11'1.JVJ'j 訊胡廿う切1利1~畑籾fl1ぅu 訊VIJ.JD'Ufl'U1討

U1 t1::1 U~1l..lf1U1~L~l..l 

16. A叫血11.f) Vlfl fl flJ Wu A flJ LL 3-Jfl flJ D~1叫ULc-ll..l

《r1ot1》

flOtl =待つ（動詞）

動詞の前に付けて，「いちいち～する」，「警戒して～する」というように警

戒的な行動を示す時に用いられる助動詞になる。
ッ

1. "a臼-¥1u: n叫1¥11血局。屯堕屯
.J' 

2. fl~UL u1釦'1叩 fl
ツ

細 ¥1flOE..lfl11(;¥

3.Lt11釦 L<j1~0 ヽ F1om'1ou
4.fl)J-1和 11'FIOE..IfUfl1~Fl11叫叫'Vl1tlu\1Uぅう和 11Jfl和fl1)

《付班l》

曲ti=(音が）小さい（修飾詞）

動詞+flOりまたは曲町＝「そうっと，軽く～する」。静かな行動を表す。

1. 懸四L.,u切：： L紅1叫 1u1枷恥
2. fl~flJ111\lflOtl_り叫111-s:;:闘 n
3. fltJ1 l'ltl~OUL知町叫u砂伽j り flU紅u恥和伽恥a碕u

~0\1直1flU1 l1tl0。わ1 出珈1~tl1l1

4. 虹迦恥1曲譴叩叩7:;:,l函珀釦叫厨1

緬または， fio町＋動詞＝「ゆっくり，気を付けて～する」。のんびり
した行動や状態，または慎重な行動を表す。

5. WO酬心11釦:1¥1iu1恥血口』珈呵u科LL(;l¥1 LL丘皿_,年
同伽:::i諏 0¥1Lll 
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6. 恥量紐曲」伽恥砲二□却如~n1m1"1 
7 . 也止1且四：：： L~O 奇u恥vin fl疇 u
8. 坐止りユ1晶0¥]和訳恥"1恥 EJO!:'.

.,f 

和卵＋形容詞（または動詞あるいは形容詞十副詞） + tl'Uまたはい＝「少

し～なった」。軽い変化を表す。

9 . ふu釦J~tJUtl1l11ULvi>-i 01111討Otl討u
I ツ 1 oti6l O "' 

10. ¥AIOLtl1 ぅ \1\Altl1'U1~ 'Ufl11討飢L~t!0\1\11 討 0 ~1f1ei\01'Vl1~LL~~00f1fl1 
, C:.<I ... I 

~'J fl 1 ti Otl1'J fl fl 1'n flflOtl HOJ.l~'J 

11. fl1tlLUi10¥1し月UJ.l1fl LL枷mil~青
/ I I .,f 

fllflOぅfluりOU門U

"'""~Cl> 12. L UOLL ti叩LVI~m nu枷ふ叶吋'u曲叫吋u叫叩

13. fltlJ~1 L~'lO ヽ L甘 1t16l 叫＂ャ10訊和国JO諏ヽ1'VIJ.Jfl和
しツ

:, V 

14. uwriou曲開uH直£.110 I LL n~'J fl0tltl'U~1~\1'VIUO り

如0町＋形容詞(+iu または ~\I) =「ゆっくり～なる」。穏やかな変
化を表す。

15. 柘n心峠恥111的屯牛り旦
16. 舒り 9述皿9国 'luti ru曲釉WOLL如…皿_,享
17. 濱旺幽ー~~1'U'VI叫ll'lu紐
18. VI的 nnifwo'l各i111 "地旦り』

ッ -=t I 

LL~1( い） n叩＋動詞＝「（～が終わってから），～する」。行動の順序を表

す。
ツ ツ

&I Ill I 

~ 
ツ 1 ツ

19. fl OJ tl::'.l'l1Utl11LL~1fl0tl01叫1 VI 001叫証~1fl0t.Jl'l1U門竹

20. 叫国1紐i'i11釉rlou LL恥恥枷」9L~nう証匹1 砂1叫
ぷ

ッ

21. 釦W1f1Uけ1祈0¥'ILL叫1riou LL恥恥AO糾011由~~fl~曲1訊

和卵＋動詞＋和Otl十動詞＝「少しずつ，またはぼちぼち～する」のんび



1. 文法化現象が見られる表現- 11 

りした行動や状態を表す。

22. 曲祖而叩が1t11叩u¥'I弓UL"S \'I 。：：：1 ぅ釦和1~1恥ふv1~1tlり
I 

23. Aum臼 OtlL所恥,,::: 1出1tl行fl'11tJfl ¥'I filJ'lJc;) R'U¥-1':i u fl 

24. L v1~fl巧 nl'~1¥'I , 枷枷曲呻u緬 1t1 恥 111出1高いぶ9
" .. J-'Ufl O 1 t) 1':::L f1約 11,↓伯冷u恥1計

1証叩＋動詞，形容詞，または副詞＝「あまり～ない」

25. (l~'t 1J1~"i°1-J 01n1R1 >-ifioFJ{ ou 1 >-ifiu1JV1u11 111ぎv肴

26. AU柚恥n恥6tt) 伽疇叫蜘1局Uu叫緬呻j

27. 叩叫3-J~111J1叩加」L~l..11 ¥l1lJfl1這枷」和1V1"iufl

《し位］ 》

L袖＝慣れる（動詞）

動詞の前に付けて，「～したことがある」と，経験を表す。

1. 釦釦1地匹麟1雌 u¥11叩

2 . しtlo¥'11l1叫'¥'11旱珈こ町n

3. VIU¥'I府
, 4 

OL~>-l'U fl OJLflrJ01'UVI 和ori"'¥'I

≫
 
In 
＂い≪
 

叶＝～まで，～だけ（修飾詞）

＇ LLR此＋動詞＝「～だけでも」，「～さえ」と，最小，最低の条件を強調す

る表現である。

l . LL命叫叫釦直1n~ 祁11..1 郎1加叫1..11 』~~

2 . LL命切咋叫1\l~fl1吋UR叫iu訊1属Vl':iufl
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3 . LL如叫和l和,VI恥r'\11年 i)~し01如 't.13-11L VI恥恥和直枷
,J 

Dtl1'¥I fl'UO'UL tl1 

《u枷9切 1》

u釦＝強いる，意に逆らってする

u如 ("~3-11) 十動詞＝「（能力的，意識的に）無理をして～する」。自身ま
たは人を非難するような表現である。

［恥～と珈～との違いは恥を参照してください］
ツ 1

I.'l11!10¥1lりUfl ti n 13J1 VI 1 LL恥恥叶trn~3-11tin 
2 . LL伽紺n'lt11 uii孔1詞 'UL~tl LL f'IU"切 1Vlfi¥).JOLf'IOii哨肴

3. L~'UL責 OU直 ou~~~1wuu1l1 LL RU"~3-11 wou'l n希U~~Lifi\LぼUU1l1
ツ I I "" 

4. じi1'J 11 L ti 1 LL fllJ'l-11 L'J 1::: 
＂ 

《¥)'U》

t>U =貧しい，乏しい（修飾詞）

時間を言い表す言葉の前に付けて，「～まで」という意味で員時間的な距離

を表す。

I. う叫ti:;かい直叩1加」涌Jum珈E.IU仰叩釉疇叩ふ些4術加
2. l11\'l(\'IVl1~LOllf1fl1如n碕m品和砂勅Ofl~flQ叩辛耀
31 恥叩袖 LW'51trnf1しィ。L'5Ao-157 t>t'5tlJ1~ 

3 . 討~Llfllfi~i>UL弓 tiu i> lJ1.J'V111 l1 E.11 it1ぷu1訊flt11 J-i~lJ 1 ti i) ¥J贔oゞlUVl1 VIJ.JOL~E.l 

砂fl111'~i)lJfl う ~l1'J i)lJ恥という形で使って，「（～から）～まで」とい
う意味で空間や時間を言い表す言葉を結ぶ接続詞である。

I 

\>Uf111\>~+動詞



1. 文法化現象が見られる表現

1''Ufl'l:::l1¥'I +名詞または文

，，u恥＋名詞

4. fl'U1疇 O¥'l'l01tl蝉年：：：1皐畑疇和加：：：t'11f'U年 1叫
,, ~\'I , 1 JJ6t 年瑾叫~:::印躙血l暉加叫函
＂ 5 . 即狐fl1 J.J,:,'Ufl 111'::: 中 6t,, 

6 . 四立L'l1t>:::1伽」麟n6tu紐 1¥'IVI耀 u頑虚
7 . 即1'::'.l1u\'IL~t11直枷」り四直一：：：13J訊仇~tl1
8. 贔油枷1Lti11 如Lfltlf1和1曲Vil 弓 l1tl涸詞flL~tl i>Ufl~::: 寸叩111計,j11
曲'U'll0¥'1Ltl1恥 1'UO桝'u I 

.., ;11995 恥1~nR'1J討1し茄福珈6t u g . WJ.Ju ufl 1 tlli1 ¥'11'UL u1ru訓 1''Uflぅ：：：l1 ¥'I 
ヽ
LJ.Ju¥'I 

10. ぅn1 w恥 ~fl1 utJ~1 tll11 ¥'I LL恥

J.J1tl~fl 

"'.』直, "' i ,:j ツ

¥), lJり¥1l.l \1'Vl~U 0~1'l.lfl ぅ ~l'l\1l.11 り ~fl1l.lL'll1

13 

~'IJ は「～ほど」 という意味で接続詞として使用されることもある。 この場

合は卵の先行する語または文は過度な動作や状態を表し，卯の後続語また

は文が表す行動や状態を招く。後続語は普通比喩的な表現である 'llU1例（～ほ

ど）とは違う。

I 1. i1o \'I曲恥J.l1f11'UJ.l0\'IO~1ぅ1JJL t1u 
12. 柘~ ~.J l'lfl~ IJ ... .., ツ 1'1ッツ1ヽ 11J U lJ~~,iO\'ILVIUfilJL討1~Ufl~1J1.J1U J.l i;¥ ,io¥'IU01J1.JU討1

U¥'IL U~fl1U 

13. 1J~ 酬叩flLL 心13J~o叫吋fl ヽ 11.JL珈 w釦叫囀1\'111J吋fl皿1J吋
flU祈O\'ILが1 ぅ \'I\Al~11J1~

《，，1fl》

1'1f1 =離れる （動詞）
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「から」という意味で場所の前置詞として使用されるのが普通であるが，時

の前置詞として使われる場合は討咄針と比べ，文語的，正式的な表現になる。

1 . tJ1'Ui-JJ.IOtlVl1 ¥1 t'1fl釦L和0\1~1袖1~ni1

2 . W雌ffl':itl1'U凹 Vlu1tlJ.IVl11l'ltl1~tll'lfl 1'U 

3. 討ヽ LL~L'll1~1Lヨ t>fl11flfl't;1t>1fl3-IVl1 町 l'lt」 1ruり廿LL~1 け113-!1属ti11fl'j110:: 
しッ『ふs

1 "!i ¥l1 fll'-1沼m~t.1 ,:, un ぅ ~l'l¥1 Pl'U'U即fl'UtJuf1 i 1 L'-11佑tf¥ltl1t1vi1l'n ur.i m迅

fl1 

4. f)";i";ii-lfl":il11 ¥11'UVIUf)四咋心伍f11'U LL~ か炉\l~w1mt111訂'U伽
し員l..l¥lUtltJUc;¥ 13-iL丙8 ヽ WO~il:;Llり環 Olfl'UL 弓 ~~1\10'U1flvt1 肴L~£J
5 .'tl'U1'UW1 叩~\):; fl tl£.Iりl'lti tl£j nm和1iJvi11-!fl'U'U~1tl~ 内,l>111l1~1 

lOU渭f11\lU恥L1~116U渭f11

《'Yf1l.J》

もり＝手伝う，助ける，救う（動詞）

文頭に付けて，「～してください」と，人に何かをしてもらうように願望や命

令を表す。普通は「吋1tl-VIUOtl」, 「 吋初～属1tl 」という形で用いられ

る。
蝙ヽ

、ツ 1

l . fl01Jfl~U 1f1£Jり ~Vl'U1fl1'J 属 1£.l'U切：：

2. 立がh, 辿 1訊叩和j 叫恥和'Ufl1'1!11叩J11~Vlrl'JL釉 OU
I t 
Ll111J'U 

、 "" 4貪肖 ... " 3 . c;'!O'UlJ 'U 1Vl3.JA~fl0f1LL~1 dlf1tl~'J3-J1 しう 1 , 旱 u::flうU

《哨011》

叩OU=好む（動詞）

動詞，形容詞，述語の前に付けて，「よく～」，「とかく～する傾向にある」
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と，人の好み，習慣性格，癖を表す。 arn~~"-' と同じであるが， 1l'n~~ は

叩m」より文語的，または正式な場面でよく使われる。

1. 加加刹u1袖伽Or..l'lfOULci叫 LUf1Ull111ぅ

2 . L 1'N1釦叫雌年1VIU引1ぅ加u四皿邪引
3 . At.11 l1r..l'lf OU炉 'l1U1 廿~f..lf)'l,I刊叩1五訊飢 3-JLA1 叩 L祠印L 1~1l11'l1U 

《釣》

曲＝引っ張る，引き抜く，引き出す（動詞）

動詞や形容詞の前に付けて，「～するようになった」，「～となる傾向になっ

た」と，新しい変化の出発点を表す。
しツ .., ,J ッ ッ

l. l11U'll11UOflU1Ul1f111J r,.J>-JdlfflLUuLLR1 ut.J1fll11l11UluぃJ1'JLL ,i1曲りR1
ヽッ 亀／ツ

2 . r;¥ flLL R 1 dlf fl'J 1'J fl RUU1 Ufl ULfl O:;: 
t ,,J~ ッ

3 . 釦珈flu訊tl1酎 'VIUヽ dlf113-Jヽ LLR1
.., ,J 
dlf flLJ↓ ut1t11 

月 ~L I 

.., I 

4. f'IOUL~L t.JU'V13-J 1 l1flflU円曲疇tlU LLf'I細DU的幽flU1Ju晶

《令Uv11tl》

祝v11tl=破滅する（動詞）

形容詞の後ろに付けて，「すごく」という意味になり，下品な口語である。
ぷ

1. 伶DU令1Jv11m~t1 i'uu 

2 . U1 \l~111 l1卵uif~1⑲lJ¥11叫り
3. 直m利和加南」v11t1 1)Jot11nv1詞：：：11呻
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《し詞 》

南1!=招待する（動詞）

文頭に付けて「どうぞ～」という意味になる。
"" er I 
1. L dlf印 \11\JUfl~
"' "" .., 

2 . L哨ru1"11 J.l~111 ii flう1J
"' 

"" "" I "" .., 

3. し dlfru~o'l <llf討 ~'VIUOり哨fl'l1J 
“、"

《肴1~ 》

蔚叩＝追加する動作または状態を示す修飾詞

動詞の後ろに付けて，「一緒に～する」というように，複数の人の同じ時に

おいての同じ動作や状態を表す。

1. ~ru和珈1111'11囀吋1J w叩 1ふ恥む臼叫1訊珈叫V

13-in約111晶 URU渇tl1LLiJ , 

2 . n1り1tlぅflL)↓~,t'j ヽ Ju 13J~Rurlu司uぅ uuti属 1りぷURヽ令~11 ぅ flVIJ.J飢Lぷ1LLiJ 
＂ 

1 
3. wかiff雌 Oflふ L"511如 fl::LL'UU局1研uu:;鯰

動詞形容詞，述語，文の後ろに付けて，「更に」，「～も」，というように追

加する動作または状態を表す。～局初～肴1tl という形もよく用いられる。

4. 曲此刊伽叫1LLR11' 如L~ti1UL l1':i曲甜m
.., .., .., ... 

5 . t!U'!i ::1¥'IVl'UOtJU::A'!iU恥 fliI¥11u属1tl
.JI 

6. LW~\'IULW'!i1:: A113-IVl3-11tl!I0\1Lifmw~ ヽ 碍局1tl

7 . 1消11.Jl'"l';i\1\113-13-lf)UUftULf)O~O'!i10tl 局 1tl f)fl計1tl
''.  "' 

8 . 紅叫祠U'U1\1~訂 1l1E.J~~1tl 属1tl~~1~責1tl, , 
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吋1tl......_,屈1tl (---してください）という文型または一般の命令文で用い

られるわりは，その願望や命令を和らげる機能を持つ。
ツ I ..rツ 1 ツ

9 . 四~UOfl~fl.ILt.JL fl巧堕U五頂':i,'3'UvlO'33-J1 lL vll'lf1 
＇ヽ

＂う枷師 V卵命碍疇u和約1蜻丘Uも10. 立111 "'.., 

ツ

'lf::~1りは文末に付けて，「更に」，と話者の感情を表す。

11. \l~1籾1fl~OJU~\l~1~LL油1 n ¥l'lf叶m
12. 旧U~fl~11U1 皿w~哨~~初

13. 8恥釉が1曲1811'1"i茄叫加J811'1"i紐咽叫約訊和i
亀ノ

所~~1り

呈は名詞の後ろに付けて，「同じ～同士」という意味になる。

14. A'U1 l'll.J属1t.lf1U1出わかiun""uw¥l
I 

15. Vl3-IO局田和 'U1"切 03-ltJOflfl111↓"~\li1Lilut 1f10::11 

属1iinuは動詞または形容詞の後ろに付けて．「同じように～」と，類似性

を表す。
ッ II

16. flUけ1',1flFIU祖JUOJVl1属1吋吋叫'u
, Qf 

17. 鑓 flM1)lflfl1J枷 J1fl1い直 1旱和和 1曲Lfl~Otl1fl~1 ¥'11'1J 

u和峰fl , 如如l¥'I LL~:L~ 叫Ot.l~fl , Vl'l Ofl 昨加」'l'lc;)11J印
II 11 

fl1¥'I, 紬 J1fl1 恥Flt.1~1 \'111.1如113-JR13-J1~n 責 1tlf1U和1\'IUU
ヽツ I II o., 

18. 3-J'IJMm':i1'10¥'ILLfl"'1tlflU',1f1fl'IJ 1 曲Lfl叫ju叫討しUUA'訂11J1 肴fl~f)"'
MぅOfl

皇I .., 

動詞十数量を表す言葉十 "'1tlfl1J=「全部で」，「合計で」

19. 出m叫 l1mL'LI ¥'I O O fl内U74-i¥'I吋'"';辿庄U
I ッ ぷ日も II .., 

20. "lfUfl~3-J1JutlLLflUU l1\'l'Vl3-J"110fl~ 以"lf1J"11tlfl1J,'  
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加 (L~) +動詞＋属初¥il'U=「（人）も～させてください」。許可を求め

る言い方である。

21. fJ ru " ::: し u1 ぅ n1曲~ufl::: せ~ru伽軋逍辿四1~1 加
22. 佑奇v り吋Pl1JO~叫n弓 o 匹（曲）吐~'U:::

属初は動詞の後ろに付けて，「相手にして～する」という意味で用いられ

る。
.... .., 
23. 1lUOtl1flW(;¥flUL門1 LL 烈 fl1i;\l11l11'31 紺ot1ot11n~::::血属1り,, ,, ,,~ 

24. W1flL':i11 加OUD1~1 ぅ tflurl'~'31~ot11m~t1u属 1tl
I ツ 1 ツ

, __  11  25. fl nJV13-J1~:::: 哨DUL~U~3-J1fl':i fl3-J1 fl LL P1~1 flUL~U~1り 3-J~

属初は前置詞として，名詞の前に付けて，「～で」という意味で，方法を

表したり，原因を表したりすることもあるし，「～で～する（なる）」と，物事

や場所の状態を強調することもある。

26. fJruu~-¥o'11 龍_::glfl11叫t16t~
27. 炉Uflt.11\'ltl呻如討1ヽわ叫和~\1 • cl' .., lL~L~tl1t.lU叫翫綱u«u
1.J111iu 

28. 叫靭咋 LLfl函恥述四f1L~\1Li1曲
29. flUUL U.f1~\lL町和屯!!~ULL~出如

《釦》

む＝移動させるために力を出して押す（動詞）

動詞の前に付けて，「無理に～する，すべきでないことをする」と，規則，

習慣状況が許されないのに，敢えて行動することを表す。和は小uと違って，

非難的な意味合がある。

1 . flうか1如和恥叫韮 fJru恥釦油が1叫 tl1~呻
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2 . が1.111~1ふふ些J l111~ 

3.L'll1~1 訊t111 廿ci1ifl1't UL'llvitru L否fliULtl1L廿 L~ti1~uりヽ uufltJ1 LL ¥il 1」

Pl1tl 

《月》

負＝よい（修飾詞）

「乳り」という反復語の形で，動詞の後ろに付けて， 「ちゃんと～しなさ

い」という命令の表現になる。

1. 呈りし肴tl1flf11J!:

2.l11¥'lr," L 貪 u~ り

3. 胚Lり甜1'\ 伽L~o::rno::

• 利＋文＝「～で幸い」，「～で助かった」，「～でよかった」

4. 伽碍1加1袖品柱如1~訊恥u~
5. LL NU恥u1Vl1~"j11f10U 墜ぅヽ v叫崎叫1が畑uo~1"j
6. ぷu環J.Jfl"j~l~1~,i1'l~1 弓~1J1U Ufl1 属,iou~~tfuぅ n1w 裏 ~u1t1~n1u'l 廿門〇

恥J.11f1 tl lJ 

計1晶 十文＝ 「ひょっとしたら～」， 「下手をすると～」。接続詞として使

用される。

7.'l'i'U1A囀証u;(11知討i惰い如n臼叫孤直乳恥n叫0t1S-I

~01tl'ul11 ヽ f11 うし~urluすt1~1m~u寸u討1 tJ ぅ ~~1~ut>~1 JJL01L~u1 u~1n 
ツ 0

'l'iU1fl1 ぅ LL~1'l'i'U1fl1 "i il~~1 lJ1 f1 

8. 1血叫渇0 L01LL~L~tl1珀紺割漏 ~ou,inu~
9. Lvf1~1"iW1f1if和洞3-11f) 柘印叫加如ijtiu 訊姐

i, 

f1~1\ll11\11 i;¥ 

01 tl tl:::V11り
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責Llf)+動詞＝「～しかしていない」，「～しかできない（他の能力がない）」。

非難的な表現である。

10. 和り乳LLflL~tl1 1如 tl¥'111.1叫 9暉 l
11. ff1ilぷu和LflflUll沿1 LL~tl~1Jfl1 う ~iru 1 i-iti ¥'111.1111 L iluvi≪n L iluLL vi~ ヽ

12. 亘り~LLflL1~1叫紐研廿3-l1~

13. 恥而1.1ff J.JU~L flずltJi'u i 13-l和i屯屯1111J.J1VI廿¥uo:;1"3 Vl"J on 
14. 街L~l1:;L~1:;nu 1此MUl11〇：：：1ぅ1釦ilutJぅ：：：L tl"lf~LL fl廿1ULiJ 〇 \'IL~り

≫
 

負＂＂≪
 

~=見る（動詞）

動詞の後ろに付けて「～してみる」という意味になる。「 ~oヽ＋動詞＋り」

という形も使う。

1. f-lOJL011直却囀n'Vlrl¥1L釉OU fl11曲nL~rn1追叫砕l
2. ~o-.J1l1i1,」皿虫狂滋碕u和勅釦1\11叩
3.0砥流弓t1Ufl11!t11l1tiU恥 iJ1~~~0\1l雌 1

., t 
¥゚1l'ltJli¥ffflfl'S \1U~ `•• 

形容詞の前に付けて，「～みたい」，「～ようにみえる」と，物事や人の様子，

格好，雰囲気を評価するような表現である。 Li~~-という形もよく使われる。

4. ゃ叫贔'o和恥ふり皿皿3-J1fl
5. ふu創 §tJUl1":i¥'I叫 viJJfJNLflln::: 狂山和Ufl11L知 nn
6 . 叩n和狂翌直'uu:::ゃ遭1叩叩0

7. 符nn1漏VI'Su f1 -~!1D ff ¥'I f1 ::: L如1LL~涸'n百澗

~l11 +文＝「～のようだ」。様子から判断する。 l11l'11¥1 ,.._,, と同じであ

る。しかし， }11\)~,.._, とは違う。 l11¥l::.....,は「～かもしれない」と，様子から

推測する表現である。たとえば，し門1,ciL裔ふVl~1t.l~和l11¥l::VIU113-11f1
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8. ~l111 血1叫fl呻 LLPl術1
ツ.., ., 

訊1~1 り flLL~1Vl'Ufl1'¥'I 
-v-— 
I ツ

9. ~l11L'lJ1~111WL~!JlJ切り A\'11'::L 1'和：：
•V , 

10. 狂叩紐緬加」L~0\'11l1叫11 うし加uuu1廿DU

1出hot_i
V 

＇ 血LL~:::A11.J";iflL加：：：， 

ヽ
飢加DU +文＝「～ ～  ようだ」，「 らしい」。話者は習慣または価値感のも

とである特定の様子や雰囲気を判断する表現である。

11. 和WALL~:;;11145fl'5 ::~1 tJ v ¥1L tl1 f;ll VI珈u1 出珈111-J~~\l't~
＂→ l 

12. lJ~f-1113-J'lJE)叫17—~illlli辿曲」四Ufl1 ぅ n ぅ：：佑 tio孤1雌1U

13. _皿遥叫曲,fl'l叫叫り叩1::滋vui'u如曲訓恥恥恥釉vU

恥13Jし和u飢 f1'53-l1~曲45L~ り

． 
《渇m‘“
 

． 
直t.11=しばらく， 間もなく

文頭に付けて，「もう少ししたら～する」，

ら～する」，「後で～する」，「この後すぐ～する」

, 1 ,J I'  ＊ V 

1 . fl OJ flOUU~fl~ 血J~U~か 1tJ1ti 

2. 屯山」しtlonu~an1和n1加ご
3. 府は滋~L~tl 血消訊1洲油
4 . 直tl11lU~~L01叫'\'I 府o ッツ

• 

刊和UVIO¥'Iff血 ~1tl， 
5. 直 J1 tli1 ti tin'll o \'I叫Ot!U~

6. L'll100fl1雌m 釉和 11J肖v¥'11-11¥'IVl'j Ofl 

（修飾詞）

「すぐ～する」，「しばらくたった

という意味がある。

名詞や文の前に付けて， 「～になると．．．」， 「～したら，．．．」 と，未来の時間

を表す。

7 .1 JJしilu1ぅVl':iOflfl和
+ I 

渇tl1W':i'3 ＇ - 』ゆ呻J3-J1L011M3-J閉恥iU
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8 . 渇m恥訓穴叩叫叫 ii'l..11'切狐訊訊n引
V V 

&、

9. 直m 1ヽlJ加伽ふ峰1 L':111出fti ¥I ¥), ~0 ¥111 U u :: 

接続詞として使う場合は，「（そんなことをしたら）～かもしれない」，また

は「さもないと」と，注意や警告を表す。
I 

1 I cl .., ~ti廿IO. l'l 1 uo:;: 1'tf:;:V1um1呼fl1U L 1 \Jfl1tl~:;: 恥OOULLO~\JU均和

11. ff'l1叫恥Vl10~叫叩碍疇UVl10f1
12. u恥而ふ直m⑪ f11'Ufl'Utl汎 1J1'U

13. O恥薗¥J6¥伽fl'U紐碕叩約u:;::屯2し加潤叩叩

濱tf1十動詞+fl DU (U~) は「まず～させてね」と，行われているこ
とまたは現状を一時的に中断するような言い方である。

14. し枷1薗叫叩11直ou1牙伽n1u
15. 直tl1i;¥110'U1汎fl'lJO和 ¥1L'UVI釉歯

'II ,. 

16. 麟砂也匝1¥:1訓和13-l1ti 

濱tl1+動詞（形容詞，副詞，名詞，述語）＋ し和r..11 +動詞（形容詞，

副詞，名詞，述語）＝「～したり．．． したりする（である）」。動作や状態の繰

り返しを強調し，話者の感情を表す。

17. 01fl1何直t11~0U直tl1'VIU1"諏厨if l116t珈fl'ULUU'VI和1託 8
18. ぅ：：v::if. ぷu科3-JLtlu肉 3-Jrl し ~Otl 滋 ti1fl1 ::L J1~v\1 ¥I各濱りっ員1L=rreil'VIU1

19. 1 刊~1\1甜加恥紅頂ti 出rnf1~::沼皿恥
20. 磁゜｀ずflう滋o孤'L~'U濱mふ直m桁 1>Ju tluou 
21. f-Jru~1 ぅ珈'Vl~~UOtl し恥直1匹知廿し韮狐恥和如叩 1>J
曲訊属3-J1し弓tl'U

直l..11! r1oii直い！ 直l..!1rlou! <ちょっと待って）は軽い命令になる。

濱g叫如（ほんの少しの時間だけ）は一瞬の時間を強調する言い方である。
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22. 1 u濱m直tJ1 LL 恥此弓Ufl~U
23. 和紅訊如滋"1姐m1~1呻

濱g弧（現在）は 』。riou (以前）との対照の言葉である。
I I 

24. 曲心叫叫叩孤紐か叩m疇 1-11n (し、函幽flt!)~, 
.J'I I 
渇tl11Jfl1J御..,,, 1 弓

'9 I .., ... a 

25. _~,u,i1~\1 和 ,i t11L t11 (L1-1onou,i1L~n ,i1L~n t11'l叫）

< 1~u >

1Plu =当たる，触れる（動詞）

動詞の前に付けて，被害を受けるような受身表現である。

1. 炉u1PllJlAl1孤'Pl~OEJ1'LIふ Vl~1EJ甑,\1
ピ 4
2 . 酎LL~1 li\Ut113.J雌1炉 1Jl3.JOU~ ッLL~1 

ツ
ツ

や 即13-iEJ O 3-J恥1J11J1廿1VllJ呻

3. ~. ~- 1J1 ヽ叫~1\}曲恥碩UlJ1Jt>1fl叫1 酌⑱ 1 1雌 1.W1tl
汎雌1ilfl如(;It)lJ枷 \1~1 OOflL~EJ 

< 1~ >

1~=得る、手に入る（動詞）である。

本動詞として使用される場合は次のような例がある。

1 . 13-l~ 切L~ 渇il1ぷun1 属 ~1n~t (;\iJ~1 う LL 各 1 utl吊111弓LVlu::

2. ,ju恥ふ釦1!_>.J1~1'i flL 舟恥'U~fl甜
1 ツ ~I~

3 . W>.Jltl \l 町 f)~'U>.J1flf)11 しWtl'U LW':i1::U¥lL碕伽

この場合は他動詞として，名詞の前に付けるのが普通である。しかし，1屈
十名詞という構造は慣用的な表現になることも多い。たとえば，

4. 伽砂出炒叫恥 （大変なことになった）
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5.Nu洲1u3-J1i 伽約 1~1~L~u¥l L~ti （だめ，使いものにならない， つまらな

い， くだらない）

6. flU飢勧炉釉紺-~fl1~flUし同 f.J1 （栄誉を得る，誉められる）

返事をするときに， 1計 を単独で使う場合は，相手が言ったとおりにする，
という同意を表す。

7. :W村fふぉ恥如g如訊flN1LL~噌匹W11ULO'J
.., I 

'iU~Ufl11 

“ ";jflfl~::: し行う9

せ＂

用と連続語として使われる机属，は，動詞や名詞の後ろに付けて「～しても

いい」，「～でもいい」と，選択的可能性を表したり，強制的可能性（不承不承

承諾する）を表したりする機能を持つ。

8 . 恥fl苅叶1UU出郎1ヽ 墾叫LL恥
9 . : 3-J1 肉恥a 由fta1~ 門u111計1班 It.JU::

： 四．
10. "~ 弓 u1111'Vlu~:: 111ぁ1V1u¥'I角o引廿1¥.Jじ,1n1属り
11. 釈u1l1MU~1曲O\'lflO涌1 計

12. 1詞 U1'j VI'j O flLL 3-J直m四 J, J.J1UOUn1局LL>Juomvio:; 

動詞の後ろに1属をつけて，「～することが出来る」という意味で，
現の一つになる。社会的な条件や状況による可能である。

13. iufl1哨此匹iouLt111恥 lJ)lm責OUVI弓叫釦
14. l-111吋uit翌皿立圧 vJot砂叩0
15. WO釦1 属 fl1m~t1u~

16. 0~1~0\'1"1~L~ 咽卓
17. ~11叫叫叫咄ふ吋皿叫青flOUif
18. LLU~flU~ 加1如丑直園l

可能表
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19. 叫紺1tl吐血皿0~1礼!'Vl'jO f1 

L邸と組合せて 1 属L~tl とし，動詞の前に付けて使うと「そのまま～するの

が可能である」，「すぐ～することが可能になる」，または「どうぞ遠慮なく～し

てください」という意味になる。

20. し令叫rutl1'.J'v1炉1枷暉j

21. WJ.Ji'.JL~Ltl1Lf丙 tl3.J01'v11-S1 弓u ぷ1 1 ,J打'.Jnu1~L~tl 
ッ ct ,...'ッツ
22. 1J1U訊油0'SUL~0'j¥Al'j O 3.J 旧10~1 ふ~ti

＂ ッ

23. LO惰釣lfl1'j1~ し~ti~u~:1 ふ恥豹n1-.J

~ は「～をすることができない」，「～をしてはいけない」という意味

で用いられ，社会的な制約や状況による不可能を表したり，「～してはだめ」

という強制や禁止を表したりする。

24. A'i胡 ~LLfl l'1 u13-i1~uo fl't 伽'n し弓 tlU~flA'U恥も" , 
II "'"' 25. U1打1仰：：：LL fl';i n,i1 u::: しし,iLLf1 ti ¥l ti u 3-1'i諏fl1W~\1A3-l~u\l\Al1fll';i11 J-i't 局
I ど
L l111JlJW ヽ~::

26. 如恥ilw証 11料和叫的詞Utlv ¥1和洞年6tu和 1fl'{i叫
... 
し行り1

27. LUU13-i1 属VI~£Jfl'V13-J0(;¥ LU廿i~LLf-i'VI 3-J OL町l
，， 1 

28. 1曲麟u::柘1曲UL滋祈'1~::Lv訊 ti 1LL う \1tJ1~1fl1VllJ
I I 

29. 枷13-i1 責 vti術hL恥 fl'I.I~!:，， 釦叫刹13-i1屈
一，，

此の後に続けて使用される，：：1属は接続詞である。「（～すれば，その結
果）～しえるだろう」と，何か一つの行動を行うことに伴って，もう一つの行

動が起こるまたはもう一つの状態になる，可能になる，という因果関係におい

ての可能または条件付きの可能を表す。 ，：：：1属 は結果を言い表す文または節
の動詞の前に付ける。

30. L令叫rッ ッツ
QI Utl 1 ¥I Vil.111即暉JLU狐 flUVIUOtl i):;:1属DU計， 

31. ¥):;'. し 01 し~uし負焔 fl1Vi砥：： i):;'.1 枷孤Ufl~1¥I 1U 
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32: 1nn1ぅ叫11'::'.3-l1 和出切1~111 渾\] vt~1紐fl1U

：術13-l~:;:

: m商此1肴1,J,i~1 伶属1tl~fl1UU丑
I 

33. 釦 1ぅ1属園」伽叫ふ麟fl1¥'ILL麟翅這訊韮詞fl1'1>1FlUa1tl
t 
FIUUU豹fl

“ 34. fHW':i1::::3fu13JL 泊;flLL~1U::::貪恥祈o ヽ ~\'I,:l'11'1>3:i'uu:::: 此1 計 ~16tci11111ぅこ
1'Vl~fl打釦洒1VIUFl1碕u1viu1年ぅ
35. vt1 叫 L証1~n~ 四叫曲

36. ~1U~ 漁直~u , L l> 
37 .•• 6t枷tl1tl1即 1し弓tlULW':i 1五1賃叩」峰1 出~L弓 l..lU, L恥 111

38. il 加 l'l~ ~1l>::::1割如バ曲
~ 

39: L恥nu責1諏切哨OtJ1'VI弓M紺1
~ べ
： "lfui-11哨

: fi~ 巧叫叫曲u直伽恥~1fl'l:i':i -s ;.i 
.J'ッ

40. :I-J1vt':i¥1Ul':i1 >.JUa11¥1VIU叩 l>::::1属l珈

41. 1 uo1utl1LU~l..lUしぎDW1L衰り riou l>::::1責印りuw旧UFIUL衰l..lVIUtll..l
V V 

印1¥'Iという質問詞と組み合わせて旦世吐3とし，動詞の後に付けて使う
と，「どうやって～できたかな」という単純な疑問を表す場合もあれば，「よく

～できたわね」というように相手の行動を非難したり，皮肉の意味合を持つ

場合もある。また，「～できるわけではない」というように，その行動，状態

が不可能であることを表す際にも用いられる。

4 2 . LO ••• ~u.11 靭'\11¥'11::: わ':ifll':i1曲 LL1J~fl和
4 3. 恥沿1しも1-111靭J¥11¥'lu

4 4. 加 1り月吋1.11鱈 110祁U
4 5. ぷutl:::しiJuuv¥14tlO¥'ILiu::: ~1~ 且~E) (;I 渇~1nun:::しi LLR1Li111Ltlu't 1>1 o直n
.. i 
L fl1Jflfl UUJ-11 flfl 11 ぷu1 紺~1¥1 

4 6 . fiUL炉1111 紺~1¥'11::: ~~flOLLfi 
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4 7 . ,r \'I~\11 ,J1靭'¥11\1~fl ,J~fl t)~1 ¥'I ;f 

4 8. 釦叫汎籾~1¥1 1曲Lfl~O祁11..1

4 9. し fl~ 。 \'I \)fl 汎褐tl~1討~LL~01l1(?)iJ~LL 各 1LL~1 \)~\111 属りヽ1 ¥'I 

1早という形で1曲という質問詞が後に続くと，許可，可能，願望を表
す。自分のことなら，「～してもいいですか」と，許可を求める意味になり，

相手のことなら，「～することができますか」と，可能性を聞いたりし，「～を

してくれませんか」と，願望を表す。第三者のことは場面や状況によって許可

を求めたり可能性を表したりする。
, 4 

50. W'S¥lt.l叫叩：：：： Aru11J如lrut11~11叫恥⑮t.lLL 1,1 t.l叫訊加
5 1 . W3-11':::: 滋ut.lVl~1叫1Vlt.l(;lfl1ぅuufl1憫暉d硯叫訊加

,l' , ~ ~ ―― 5 2 . fl叩面lf1 ti'1f m fl uヽ"n -s L r1 u ¥]'l VI >-i1局1Vl3-l 
,J 

5 3 • t1't~ 月 1 叫叫訊 VI~ 弓i't細珈'Ufl UL'll 1和：：：：
5 4. L'll¥l 1f1E.JVIUur..i1訊加

W は動詞の前につけて，「～をする機会を得る，または得た」という意味

合いで使われる助動詞の機能をはたす。
~ 

5 5 . L'lffl恥:_'.fl~囁噴1.JflU飢絲~ufl1鵡和U'll'U~\1— u り
5 6 . 炉机計出吋'u釦恥00113-11釣fl'S11ll1ば~lv\l

述丑は動詞の前につけて，「～をする機会を得なかった」，または「～を

しなかった」，「～をしていない」，という意味合いになる。

じり1 局し環oult1 LL viu'1 弓 fllL~1 しい叶HJ.JL3J1 局且~OUJ.J1~1ULL~15 7. りrl'1
5 8. J.J1Ll約13-11~L~ti1 
5 9 . ~\1 和\):::訊L~Ltlvi-s Ofl ふ~fl~1叫'u1r1u'1tl'fi-s::: 術丙,¥1

＂ 
60. 和礼迅即1ぅ姐tiUVI'l O fl 1uff 

＂ 6 1. 13J1局flflO::'.L'lVl'lOfl 
,J-'I 

'U・ — AUかか1研 1~u研1m国」u~:::
1'1ツ.., .., .., , 

6 2. LT.11 J.J i;¥l」¥1fl'UVl'UU切切J.J1(;l VIU~ 即 lう "1tlL0¥1紅
'U'U  
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6 3. 消面吐迅fuo出釦伽
6 4. 釦叫叫こ釦1迅卑¥'l¥1直
6 5. 面u1巫紐利珈恥 flt.I這 10面1叫

へぷ ッ
66. 哨11"lt.l~fll1れ」印 J.l1'U u FJ'l ~'迅生叫出u珈貪LL3-i ¥I , ~ 

「動詞+1責＋数量や単位を表す言葉」は「現在の時点まで～するのが．．．
（数量や単位）になる」ということを表す。

6 7 . fl細噸砂1知而釦這1
.., ~II ッ G .., II 

6 8. 01'W'Vl'W¥'IR01紅 0¥'I'Vl'W1 fl'Vl~lJLL~1 

動詞の後ろに~巳~ をつけて，「もう～する時間です」という習慣的な
ことを表したり，適時期を表したりする。また，＂「～をしてもいいよ」と，許

可を表すこともある。

6 9 .1廿祈仰.1吐旦1
.J 

70. 合が1~f1R11曲LUtlR3-.Jfl1ぅi):::和硝1砧 ou1属峰1
V 

7 I. U1詞 1c;lLi1oon1曲tJ1局峰1

72 ... Lt! 廿,,1 V13.J w1 1 ut属峰1

｀動詞の後ろに渇訊属が来ると，「～をしてしまえば～」という意味合いに

なる。

7 3. ~1訊符ti1 属碩此1 計邸'l¥1WO 
7 4. 01l.JT.IU1e;ti;1'LL~\1\11ULR 1ツ I , ... ッ,

｀ 
lJ (j¥lAI OLL 3.Jfl 1 (j¥ Vl1 ti VI 1 ¥1 

動詞や副詞の後ろに 1JJ旦iを付けると，「～をするべきではない，～して
はいけないことをした」，または「～する必要がないのに～をした」，という，

おおげさな行動，過度な行動を非難する意味となる。

7 5 .1 JJLO社1 合和1f11,J1屈

7 6 . 13-J L VI 1 ,J1属し1。¥1LL甜
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恥Wは接続詞である。因果関係の文において，結果の文，または節の動
詞の前に付けて，「～のような理由で，．．．をする」，というように現在の行為

を強調する際に用いる。

7 7 . 臼0¥10:::'.1jLVl':iO恥1訊1.1>.J1,ie uif 
（どんな道理で，こんな時にきたの。）

7 8. or.1111"~ 弓 11111'1~u汚 't>U~, 打ゞl 属 0~;110~1\lfl

動詞の後ろに世illを付ける，または即＋動詞+1占という表現は「ま
あまあ～できる」，「なんとか～できる」という意味合いになる。

79: Lt,u1111」~1LL 1~W\1\11Ll竹 0 LUUtJ¥11 ¥1 高1Vl3-I 
: fl~O 1紺切和
80. 恥伽鉗',iL U3-17l~~fl~O仇1 属

1~+ 哨~(または曲） +~1 VIU , または 1~+ 咋（または
曲＋曲1'j' は動詞の後ろにつけて，「～できるわけではない」または

「～をしてはいけない」という，社会的な基準や人間的な感情に反した行動を

非難する表現。

8 1. り ~1'j1tl恥肉直祠rnヰ禅1叫が局し恥釦泊：_,., 

＇ 戯軍8 2. 1SU1fl1'j佑叩~flfl10tl1\J
ど

8 3. U~OtlfltJLL 叶L~OclRU直tl10cl1\JU'U (;l 111~1 VIU 

《釘:i'l》

vl':i ¥1 =まっすぐな（修飾詞）

場所を示す言葉の前に付けて，「～に」，「～で」，「～あたり」と，場所の前

~ 置詞の一つである。 と同じであるが， vi~\1 は言及する場所の周り，前，後ろ，

側の場合は使うが，上，中，下は使わない。
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:, J'~ 
1. flflJU¥'110'11¥'IUU::: 0出1,J1'l-11.J w;,i":::1 ,J直 u'l-11Lt11~Lwmt.111,Jflotioti引
，＂  ＂ 恥

I ツ I"'"'I

2 . nru LL 1,) 11 ¥'I Ot!Fl~\'I Vl'U1 LL 和~unaua.i o ¥'I訊珈伍11,)'¥.Jl1吼和四
, a, V 

3. う叫~6\ ufl~\'lll11A11u1 \'I 引1 如…巴血!!VI~Ofl

< ~u >

即＝つなぐ，継ぎ足す，延長する（動詞）

名詞の前に付けて，「～に対して」という意味になる前置詞である。

1.';j呵 lぅ1叩呻j佃Ot.lL釦曲恥渇o』ばo恥uu't ,, ,, 如 1tl恥咆_W":i:;U1l1
“’ツ I""

行糾~\)\Alj~し¥l1Otl'Vl1 
V I I 

I ツ心 ツ

2 . PIO 8ll O "lf flfl 11-18ll O'3向かし1如 1ぅ1囀 1ti VI ¥111 j LL叫 1j 1¥l加尺｛
マ "
l11 U"H)'3 U1 tlf1森 3-JU胡1知OUわ．．．... 
3 炉'i111f11ぅ珈釦払山鳴U冷包lう切酋'UV1~1tl如fl1 ぅ

.J 
枷山0 十文＝～したとき，～のときになれば。条件の表現の一つである。

4. 磁疇叩Oufl1託血釦咄1u1叫 1
5 . L う 1\)~uuru1,iL~,rn百fl'.1-}1~1¥'l'll'111直1J.11 L 弓 tiu1 局n~m~oirn府n廿1tJtfuwA , ... ,. ,. 

し術tll.J LL~~Ei1un1M11 l1ti1属
... I 4 

6. 1flLJ.l~\)~\)0町1,im庄 0 fl ru,i~1 flUわ叶1れl"

《肖0¥1》

枷'J=当たる，的中する，触る，触れる（動詞）

動詞の前に付けて，「～しなければならない」と，必要性を表す。せせ込！

直）は「～しなくてもいい」，「～する必要がない」という意味になる。
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枷 ¥'11叶～は「～してはいけない」という強制的な意味合になる。
ッツッ .J C:,,:j , ッ 。ぷ

1. じi1~0\'lf1Ufl11Vl1l13-11 fl11討'V13-11tl u~~11in11 "lf'llO¥'lfl1U 

2. ~\ILL 1fl 引i1"'~1」1~肖u¥I l11 科 ufl1 ぅ 6t~廿 'j~'lf1 哨U'vlflfluil1 ufl1 N1属す1Jfl11 fffl 

四 r.i1¥'Iふ曲研u
• .J' 
3. 直V1U血竹l1t..11~"'vu1\'I皿竹l1t..11iv't um訊 f11 し廿 13-J1L珈 ~1'll1LUL珈v

1 l1り tl'n 月fl'l-}113-i肖o ヽ 1 廿ぼ vu引[m討弓 fl1 行1~

'l 

I I 

4. U直u¥l1l1曲わt.101叩遥廿t.13-11fl LL~fl う』lf\lL'U~1\lf\lVl1~A 叫 d枷\]
QI , , 

I I 

n奇吋1,, 叫出珈1Vl1':if訓'Ul11t.l
QI , 

5. W3.J~fl1'~111f1JflD\llJ. fl. L~3.JD11L-:i1 肖o\l1iJ渇tllJL吼ti1 VI~D~1 LL~ 磁1t1'l伶

w1訊乳tl1
ッツ 21 I ピ

m細V粕 'l.lD血抑~t.l叫81 t.11'1fll1\l~t)孤1 り 1 悩釦u和巧
¥I ¥I ¥I 

町 諏lLD¥l L<a11 曲恥籾‘面Jtl~A113.J袖1 時釦u

6. AU引斑it u 〇勺 ..J ..J 
-t.1~1t.l~At.l'l.lD\l -:i~~1 行UDtl1¥l L'l.11~1 U1 fl fl ¥l L VIUumLcヽ ~Ll」 0

¥I ... 

叫1\l1 ぅ砧狐1~LL~~\lfl11叫rlo り LL~均 11叫枷恥釧 ':i1fl~ 

枷ヽ＋動詞 (+LLU )=「きっと～」，「必ず～」。話者の確信を表す。

ッ 111. ~ q I ッツ

7 . fl1和 t1ufl111-14lf1皿~ut'1mt11 即紐11L'll1flu\1'lvi叩 1::'.L'll研lu

“‘  fl UL VIUL~flU~fl'llt」 1flぽ1-10

8 . ぅn枷、;ic;tiLLU , 恥"i100flt)1fl炉 U~1tl
! ~I ッ ッツ I .J' 
9 . fl 1-11-11 fl¥1 LL列4lf1 LL~:::01n1R<a uUu1Ju11ut11 ¥1U HU枷v町flllLl 

< ~ou· >

細 U=部分，章［本］（名詞）

時間を言い表す言葉の前に付けて，「～頃に」と，おおまかな時間を表すこ

ともあるし正確な時間を表すこともある。前置詞である。

1. 即€)'Ufl~1 fl "'1  u I ¥'I U~3-11Jfl\'l::W~\'11fl1Jfl~l'l切~PIOUfl R 1 ¥'11 UR J-ll1 ::L~\'I :;\Al~ 

¥'11 fll1::L叫1~iJfl ふ伽丙 fl VI叫~1恥枷\'luufl1 廿釦諏1Pltl'UflR1¥'I枷
&I ッ

LL~1fl~1J3-11 PIOUL~1 
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2. 曲恥釦枷む3-11,tOU~~0\1 llAl~1~1 靭 'UL符ti¥1 VI 3-1吋 1
I 

3 . L':i1U~L"ofl""u烈 Ot.ll 術 ti¥1 LL 奇 1~::oofl し貪 'Ul11¥1 fi'U,tO UU1 ti 
“”  

ツ

4 
.., 

. ,tOUL~f) .., -、~f)~1 V13-J1討1ft LVじi1 :;n n'Vl3-11 n~,t\'I~o ¥'I viu 
1 I ¥I 

5 . 旱肴叫恥曲叫料1tl0~1洲血細 oon1曲1ui111uonu1uu l'l1J~fl 

和即out! 責ツ
.., ~ ~1訊 ou,io叫加j和〕門訊 flfl , 3-J1佑叩UL0¥1紐 u，， 

6. 壁ど碕¥'I りLti11加叫加9紐 3-J1皿沿fl⑱

方向を示す言葉の前に付けて，「～に」，「～あたり」という場所の前置詞と

しても用いられる。

. LL叫‘れ I7 1~1-tll..li;lt.1~1tl0l.Jl11 ¥li;)Ot.lL v1珈tlO¥l廿北川阿1l1ti 1 v1~W1t.li;l0t.lfl~1\l 

加 ¥ltJぅ：：：L'VI fTLL約1 出~'30111 加
d 
8 . L3-Joriuu~u~ 沿1況)fl¥]t'I::: し祝101南tJO出11¥1即Ot.lL枷O¥l豹u

「～した（する）ときに～」という意味で接続詞として用いられることもあ

る。 PIOUは時間的な幅がより広い方で行われる行動や事情を言い表す節の前に

付けるのが普通である。 (L~O はその逆であり， L1~1 は「～するたびに～」，
「～するといつも～」という習慣性がある）

Iツ

9 fluUutiu1uf'I rut11l.J け1• V 
, 1 扉1Jl 弓 vu~uw1uviu廿1Ul'lfl1'U ， 

喜9

Uりう 1~U1U

紐tl1 り v~~叫1
, V 

10 .'ll 1 3-1 l.JL ti廿hu烈OUL"51€Wfl1洲1\111.JUOfl仔lUf1UVI血
11. 柘LLNU恥1l-11 即v'U'l-11-1孤1cf\1W1~~i)~~:::Ln籾：：：1"5~ 血：：：

≪ ふ ≫ 

~ 
酎＝立てる，立つ（動詞）

数字，容量を示す名詞の前に付けて，「～も」と，その数字や容量を強調す

る前置詞として使用される。
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ヽ， ~I

1 . i'uriouvJu町n直叩fl w叩flOtl'l叫疇vl¥]3釣恥
ti— 

2 . ~ 叫叩直疇叫伽M訊叩J1fl 1J1 ¥J flU~flううり西 7-8flU
~ 知囚国1如g如匹応~6tuし狐u
.JI'ッツ、週

枷的叩1~0UtJOflLL vlfl 1 
ti 

t>1fl~ 沿和~v¥J 叫訂1.Jfl1'l如匹t>1fl知 2-Jvrl吋 L符gり四J , 

3. fJfU~1\J1U1応叩疇硝和匹崎 AU叫加U~1¥11 u1 JJ1肴U1U
.JI 

t1U1~UVl'l0f'IU~ 

呈は場所や時間の前置詞として使われる。線的に表現するとき，，1fl

（から）より討、u;iを使うのが普通である。

~ 
も，

4. ぅ fl~~\lLL~ult-1~~.. ~ 
5. L~f)lJ1\lflU~1lJ1f)3-I咆辿§而
.., .JI 
6 . 11.Jl.Jf)奇叫hmわ伽;111 ~I 

u1uu1 LL~1 uuu~\l LL'1~u ¥l l13-I 

《fl13↓》

fl1>-J =後に付いていくまたはくる，追随する，従う（動詞）

名詞の前に付けて，「～によれば」，「～によると」という意味を持つ前置詞

である。

1 . fl1>-Jfl11>-J罪fl'llO'J fltJ1叩峰1 fltJ1 叩3fn~五研lJl'.l fltJ引13JLL~~'J柄 t11
マ

L fl1~\AltJUU uU和OUflfl~紐和1釦 'Jfl i 1 ,. , ,. 

2. 匹血!!flU~ 加か匹加州和和

3 . 四皿ゃ問直囀O-.Jiu叫 fl和紬nl.ll'.11fl疇 q叫属

fl13-I十名詞または m 洲＋文＝「～の通り．．．」。

4. 由1協1 う 1~伽 m 洲flOJ L~'U3-11 
ぷ ょツ

5 . W).11f LL l'.lヽ fl1).lfl11).IしUUl'.lヨ-.J'r1flu!i1ヽnぅi」1>J1属LflVlflVI 弓 oり ~\AIR 1LL~,J ぅ:;:

fl1 ぅ 61~
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6. L':i113-ia1J.J1直 1砂証可↓函叫門狐加曲叫恥直1町1期酋
丁

出：： a\l和o孤1tJVIU\l~\l,r-涌 01""::1uii翻 11叫ぅ：：a¥l和0¥]恥如g
Vln¥'11局

7. 和」譴0ヽヽ~~~汎L~01J'11 曲紬：：：1f1叫珈~O\'I
8. L ":i1佑巴甚1叫unu1 弓~nocl1\1u叩恥和

町1討は場所の前置詞として使われると，不特定，または複数の場所を示す。

（＂は特定の場所を示す）

9. 叫渇叫叫恥1~fl1叫1U叫＇｀府oi111J
10. ~ 

<I I 

訂1~~~r10~':in~1n1'l ruo~~~fffl1Ufl1\1 ~ 貪諏n沿

11. ふ両恥直漏1'l1~四

《証》

枷＝つながる，付着している（動詞）

枷はある動詞の後ろに付けて，（「～してその結果が残る」というように

その動作の可能性を表す。可能表現の一つと考えられる。

1. tl1血」｛曇Vl"50fl和」 0鑓叫厨1曲恥歯 1

2. L':111 曲fl11~, fl叫1¥'11¥'11113-i枷

3.fl11i>~ 氾也加(j¥1聞(j¥1ti贔釉」n和沿O¥'I

4し池和lvia-i(-'l和叫'¥'11l'uf-iuui11¥'I v~fuv雌'n叫uti． 

5. 釦麟l匹両~1'1;釦1年~ti
6. 柘叫紐立和和\'l'llli\LO惰~l111 弓し碩OOflL細研OU
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≪
 

0¥1 ≫
 

「～まで」
とツ 1

は fl\1LL~11

恥＝着く（動詞）

と，場所や時間の前置詞として使われる以外に，

「～しても（たとえ～であろうと）」の形で，

また， 恥また

という意味の接続詞

としても用いられる。

I n、'l.11tJ 1~O OflflL fllJ11L~~f) . -- り1111u1属

2 月'.JLL砂 n峠 J1):;'.,LVI珈:~U1"'1 VIU しし年1年叫n-.J6tfli．，  
"f I 

3. fl ヽ LL~tJか吋1lAl1 E.I ,>道1 fftl枷引 ~',J~曲 1珈伽

ベ tヽ

且（「～ほど．．．する」，「～までも．．．する」）は接続詞として，先行

語や文が言い表すことの状態を強調する。後続語や文が言い表すことは意外な

ことが多い。

4. ふ叫如峠nぅliLL飩辛'Zi'niJuoon囀 ¥'lt1"'u⑱

5 . 曲L3-JL VlflU'llU'lfl3-J1fl恥 rl'u1~oon

6 . fl ru Ufl 1 JJ~U1 t13-l1 flfl ¥l f1U枷 \lL~1L':i 潤t11U1~瀦り1沼Ofl和

"' fl\'11'~( 「～したからやっと．．．」，「～してそれで．．」，「～してそれでや

っと．．．」）は接続詞として使われる。恥此の後続語や文はその先行語や文の

結果を表す。 ~\'11'~ と同じであるが，恥立の方がより口語的である。
ッ 21 o., o., I -,j I "I -,j o., I ッ

7~fl1'1\'l~O\'I う 1 討~1fl'UO り 1¥'IL Vl'Utl 1 LL'U'U fl ¥'11'もlAIo 3-JlAI~\'I~o ぅ D¥'I fl1J'U1 ti 1'1 ¥'I 
• ¥I 

1局
_,. II .., .., 

8. f11うRf1'!;1fl1甘1vl0¥l01何t.lfl113-l"llt.lU
I G 

Lfl¥ll';i1 

., 
'lJ tl U¥AI (iii 
＂ 

..., I 

'lltl1J011J "llffUし術tl'U"' fl¥l l'.I~ 

9. fl1叫厨ふ甜叫‘肖oヽ1邸~u而1U恥~~wv珈杓
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《f;]fl》

卯＝当たる（動詞），正しい（修飾詞）

動詞の前に付けて，受身表現になる。

1. f-JflJL百 fl_Q四n~ 肖u'\11曲1VIJ.lufl~1渇fl

2. lAIUf)'\11'U~~1硝碕UL和fl{u'¥li-11LL訊洲J.lflfl1~uuf1VI訊..,_ 

動詞+Q~せ釘リ＿＝「ちゃんと～できる（できない），うまく～できる（で
きない）」。動作の結果を表す。

3.l11'3釦噌OUJ.J1fl吋TI叫訊山1tit曲0咽!l
4. ~J.J11on 1 aJn nわf¥OU伽刊ntl''11'1
"―"  

5.n1flru~ 切 1f1U直m 皿Q!l1叩吋u

《LLfl J.J》

LL flJ.J =おまけをつける，付け足す（動詞）

「LLfl 3-J (が3)+動詞（または形容詞， または述語） し恥恥（し街叫11!!) 」＝

「更に～する（である）」

1. ぅ0'UJ.J1fl LL fl珈 ¥1rl'\1叩~ofl属初, , 

2 .'j叫~L'Ufl和加面1'l LL~ 些延基和milu和 n叫詞n
3. LL HU恥tVl1和1fl丘1fl叫LL~1 些世~Lfi~L叩1'j 血和囀u~nl1r」
恥出flcf11叫
4. 知J.J1~糾叩1年叩ゃ柄 u恥 1J-11枷面細紬fl'UL1~1~ 吋 11..1

,,~\1 LL~L1」環 OflUOflfiLilU~ 、 ~flUし引urlo u LL fl~~iiuu ぷ 1rl'\1~1i 材令n 名 \10~
.ヽ..ぶ屯‘’‘“

1和 1¥l 0出渇fl属1tl
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《LLfl1》

LL fl1 =列，隊（名詞）

場所を言い表す言葉の前に付けて，「～あたり」，とその場所をおおまかに示

す前置詞である。 止旦ー1 という反復語の形もよく使われる。
ベ ＇刹＇1 . fl'Ut>UuりLLfl 1Ltl11 ぅ 1'li'LLP!fl'U'Uumlfl1~~3-11VI

¥I - • ... , ¥I , , 

2. ~ 爪靭U'"l1Llfl 沿恥，，~\'11 曲
3 . iJ1 Ufl ru o ri1 m'U'VI弓ofl-s""'U oriu n 11'Vlufl-:i"''U 

≫
 ̀v 

a
す＂≪
 

t 
,,.,¥1 =-中（前置詞）。場所や時間の前置詞。

も
動詞+,,.,, け名詞＝「～のままで．．．する」，「～ごと．．．する」。

1. 祁叫,u極退Q.!!1~1 肴
2. f-"1U1叫叫1砂和o叫h
3 . 紐。、国疇UflU1叩 u釦 0¥1和晶如」叫OE.I , 
4. L;flりL1J恥叫疇1 L"i1和疇ULAfl紐 m函釦n函 り

t 
動詞十 'r1 ¥1 十動詞＝「（～の状態）のままで～する」
t~.., ,,,: 

5 . fl1Wt.lt.lLU'Ufl1W'!I訊 Vlru¥1 FIUVIU叶1~\11\'IVI ビッ 4 .., il~n う吋Lti Iii'r1¥10 3-J~fl O tlL t.13-J 0 —V ,.,. ● " " '.  一＂一＂Ill 

6. 曲1 枷恥d疇~ ~OJ珈薗1.JLi!U~>-J 尋

もど
＂＼＋動詞（形容詞，名詞）＋ 和 (LL~::.l'l\1) +動詞（形容詞，名詞）

ー「～も．．．も」。
亀／

7. Lfi¥1間1LLl'IU~fl咋.., I 

t 
~l1\1WOl1\l~fl 

¥I・ 一
と も
8. l1\1fiULL~::uou 叩OUl'l\1~0\1ol.11 ¥1出ご

9. L'60LUU和i~3.JU臼叫油」う切1行U吋l'l'l513.J1f1 i\1~0和1u~~呵u釦LL恥
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も
l1¥1 ci~+動詞（形容詞，文）＝「～のに」，「～なのに」
10. L'll1~100f1"1f1\11U祈、, ~ 恥 n¥11u'tvi叫 1属

月
ツ I I 

.., I 

11. fltlJ1J'l'lVl1'l UtlU11"切諏fl1伽紐011url'uoni1"~ 和面恥, , —~-
釦知u,i弓1J1¥1 fl叫函... 

動詞＋紅＝「（久しぶりに，苦労して）せっかく～」

12. 1 ti和国和~u叫唄如両↓Liluo加v\1~u1l1函心l肴1tl
13-l'l 吋V13.Jfl 祈~wEiu vi'l un':i ¥'IL l'lv.11 

'II , 

ョ ッ ど引 “ツ、
13. 1'切~vfl~LLl1Ul1¥1 f)flv\1L~vfl~U 

.'II  
乳 i~u13-l知囁恥

14. fJ叩釦珈証lf) 叫如v\1~U桓碍on~mL如\1{Jf1 ,'l~ 

《 l'l...,U 》

伽＝間に合う，追いつく（修飾詞，動詞）

(tl'-.J)1訓加＋動詞（形容詞）＝「～するかせぬうちに．．．」。一つの事がま

だ完成していない間にもう一つの事が起こってしまった状態を表す。

1. 炉¥Jtl'-.J 1 訓加L而珈U3-11~U~u釦LUULLfl1 

2 . ~Utl'-.J1~l1UlJOfl し貪 flL 弓 l.lUL~l.l UflRflrl1~flfolU吊1.Ji111t1 ゜ \Jlfl弓ti3-!il1 fl奇unu

峠1

3. ぅn叫紐叫加」1¥1fl燒1細 nぅ恥1曲恥1門1和和叫h¥1L邸
... ツ

i flfl O OflLL~1 

、≫”r, .＂ ≪ 
i1 =姿勢（名詞）

l11t>::: +動詞（形容詞）＝「～ようだ」。態度，格好，雰囲気から推測す



1. 文法化現象が見られる表現

る表現である。
, ~I _, 

1 .'lf 1 ml fl AUUU~\) 1 fl fl 1 う LL~\1~1
＂ ッ

LL~ 丑~tl1J-11 ぅ tl1 l1 血四ilu狐珈~~

2 . VIU¥l和OVIU1釦炉佑Otlfl11叫1
鴫, "',<9 ... ... I I 

~1 VIU¥I tlv m~fl J-11 fl',11 ¥l:; v 1 Utl 1 fl 
... ッ

I O GI “ 3. LV11Jl11ULL~U1LL!l\l l11i>!:'. し v-l~J.J1fl

かl11i'~+ 動詞＝「～しそう」。態度，雰囲気から判断する。

4. 和n奇直吋1 WU~1 l11 i)~,tf)峰1

5 ゚
,,,., 

．う籾1~也四竺t!Ufl1恥~1flfl恥ふ
ッ

“ し。6 . L釘f)fllJU訊 1l11i'切訊心1'J約叫1¥1 LL~1 曲, f)';i~1..1, 1'~'3 
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,;j I I 

).1}1111十文＝ 「～しそうな気配である」。様子，雰囲気，態度から判断す

る。
勺べ I I 1 "I t "I ど .., a, 

7 • flぅ：：：：＂ぅ 1¥H叩1H1 J.ll'l 111 ":::: v Ufl 1う何flH1 tllJ O (+lJ.lflfl H1 l'l ¥1 VIJ.l (+l fl~1J し tl11-l1

叫6¥uf111訊LL~,i1J.JL知

8. 面恥11";皿曲fl1訊l.Jl'l1'111叫u曲恥fl{lH 麟叫~1叩g
q o., I "I ッ

9 . 1,1t11~mon-zi-u,i1 ¥1 , 珈吋1"::::tltJ1tlfl1沼flH11U fl¥l!IUU 

動詞+ l11L~tl1 =「～の一点ばり」。その動作を強調する。

10. L-irL~'Ul11L街 ti1 "lf 1 ti ¥11 t.l仔w貪
もッど
11. ~\1i-,'U1'1\1;}1 C;¥i-, が消8l11L和m 叫1¥'lrlu1tl叫 9，， 

< ~1 >

佑＝する，作る（動詞）

"" 1 ru ru 1胡
"'"' 

術はある動詞の前に付けると，その動詞を他動詞にする働きがある。
:' 

1. 伽訓1U1 Vlfl LL研訓1LL fl 1LL町fl

2.LFl'l\1廿~10l1fl
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面は形容詞の前に付けると，「～の状態にする」。そして， l11(LUU) は動

詞の前に付けると，「～ふりをする」，と意図や意識を表す。

3. 珈~flu術 ~ntl-sn 1曲,fl'S'lr初和~1fl11血~01印邸
●9 

4.'l叫む四1叫珈~fJflJ LL JJ,ju 
5 . fl flJ炉v胚配叫しい却ふ

《引》

引＝度，回（名詞，類別詞）

名詞の前に付けて，「～の番になったら」，「～の場合だったら」という意味

合を持つ前置詞である。

1.1釦ぷ和珈雌01J~f11U 01l)1~ 釦砂些」 1印珈↓~0\1ふ中
と、
t.lU 01\l1'S~lJOfl11\l~L 伽fl

2 . 直0111.JNt.11JJflfl 佑1叫麟1 胚亙~t.lflfl贔はり面
3. 釦1 し'll1 旧 1し枷 \'lfl~O~ 独~11 Lt111tlfl恥恥詔1

胆旦Jは動詞や形容詞の後ろに付けて，「全く～」と，程度を強調する表
現である。

4. 和疇叫峰m 叩 1叫疇1 u1fl1R{OULL~::LL~\l~L~r.11 

5. L't11匹加丸辺墾血，：：Vl1 L 1Jう1匹如疇油叩fill恥

6. "lf1¥1L'S ¥1L珈峰f'ILLR切NU叩noti1'1il直叩m

「文A十引1'j+文B+~~」＝「～すると，いつも（必ず）．．．する（である）」。

あること(A)が必然的に別のこと(B)を引き起こすような，必然性を表す表現で

ある。
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4 r I 
7 . l'1fl'l ¥1L l'1Wi c,.Ju,i11viu11 引1 ぅ U1l'1~〕囚 l'1fl引_, 

8. 01fl1flVl'U11見叫iluVI和n油nn_~~
嘔

9. U'Ul'11U01Vl1'lL和渭1ぅ佑0¥1渇til'1 fl引-, 

恥）が頭につく文の文末に，包ど凹竺りを付けたら，「～であろうと

も構わない」という意味になる。

10. 旧油J1tl1叫枷~'J1UuuflJ.J1R"枷即〕色1 曲,fl"j R'UL~ 呻紐訊

11. HJ.J~ 吋Vしが出~n1 "' n'J~ ~1~1 属ぅ 1 吋 1~0~1 うし~tJ而n訊

、”
ー
引

“、

引＝場所（名詞）

特定の場所の前置詞として使われる。 'tu(,,....,, の中）， U'U(-の上）， M釦（～の

前），l-1i¥1 (-の後ろ）， ~1\1 (-の側）ほど限定した場所を示してはいない。
1. L')1lJ~L~o«u伽碕
2. Wか年1,J和flOU滋洲LO'll'1fl1 

数字の前に付けて，「第～」と，順番を表す。
＇ .flU転u¥'I;, 
ツ 、巳

3 1洲 1¥1所1卵 u flう町'llti1JV1uuti

4.PlvU叫 l..lU細圧叫vvti疇疇叩珈麟¥.13-J1fl

「動詞,+~+文」は「以下に述べる」というような意味合を表す。
5 . 担吐叩J~01J直弓 l..l \.If)叫~v\'11..lufl1屈

6. 羞~rut年四n諏叩1UL"J11 属

(f11"j洲は文頭に付けると，既に起こったこと，または言ったことをもう一
, 9● 

度取り上げて言及することを表す。
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7 . 見討釦n1曲：： 1翻叩f1l11.¥]Vl':i vflU:: しし出和叩0枷3-J1flf111
8 . 引し'tl11Jvf11113-i孔し~utJ:: 1 >J6¥吋L'tl1り1fl',)UVIぅElflu:: LL fi寸LVIUtl 13-J1 flfl 11 
' 9 . 竺~ru1Jvf111flu1l1tiL-,, 裏 ~rufl ¥] 1 >J1属V13-J1tl0、flU1l1tl~flflUL i1 VltJfl:: 

也は接続詞で，期待が外れたことを表す表現である。

10.'t 曲珈細。~uni泣曲也叫§ 訊恥~ti
ッ.., ... 

11. J.JO\l'tl1\l'Vl~\l LV1Up,.JJ.Jt111 Ufl11Lilu~V1ru\l~1Vlu1 屈 1JJ1i，， Q/ 

12. VI砂濶叩和J1l11 l'l遥 vu1tiu~i;ri"11 WL "J1~ 也叫§ ふ 1

峰詞u和初

「名詞十 ~1叩 (L'll1) +動詞または形容詞和」 .J 
または「名詞+VI 1'VIU和

＋動詞または形容詞」＝「～するのはありえない」，「～するわけではない」。

不自然な物事を否定するような表現である。

13. 祖疇1'VIULtl1fil..lf1U晶暉on
I 

14. LR':i 蒻引1'Vl'U和1 出和~u

15. 碍漣迦血1紐 N
16. 心1洲1Vil.I佃U叫

《ll'i1 》

出＝等しい（修飾詞）

名詞の前に付けて，「～と同じぐらい」，「～ほど」と，具体的，または抽象

的に比較する表現である。

1. 刹UfJOJ',:,~'V11詞恥mL~~onし訊1ULLfl1如1 属峰1
＂ 

2. LW~ 韓枷'lvi)J1 訊wう 1~Ll11LW~憫枷riou
1 ィ一

3. w~nuu1紐叫沼n訓H
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出iは文頭に付けて，「～限りは」という意味になる。
＇ ＇引

I I 

4 L l11~3-Jl1'J 11.J fltJruiJtJ酎紐叫如u'J'Uuflf1Uい1VI期和. .., . 
I I 

5. 直渭しツ.., 1 1 I , 引QtJぅt)flflU l1tl~1 訊n訊 t)u fl':i W~f11 甘1

＂＂  
咽u1局恥呵雌1tJ呻

ッ

01tJVltJ¥l vL tl1fl諏叩13-11~nR沢引 a狐~1 ¥ltJ1詞叫缶叫洲6 . 中~I .., 府 rl "" I 

祁

動詞十 Ll1孔ぅn+文＝「いくら～しても．．．」
7.f1Uu~1\1ぷuot11111恥Aぅ恥晶贔~u出1袖恥1伽J 6t勧訊

I .,r 
8 . 叫碍u\1U~Uf1J.11f1 Pl山 1ぅ閉絲。_v 

9 . flt'lJ~1 し門UflU1J.14lfu'Uf11ぅtAIUU WJ.JtlL~L'lJ 1 し~u,J1~\1 L f1~L+ii11 1 L ti 1府13J頃u

《'tu》

LU=-の中に（前置詞）
,J 

未来や期間を示す時間を表す言葉の前置詞として用いられる。 L3-J8 との対

照になる。

1. ぷ1.Jfl~牙l1L U8U1flflflUfl'l叩 1¥Alj叫曲81fl1 flU麻l'liVl1l.JL~呻
2. LUぅ：： Vl')1\'I伽 1 靭UL符り切暉t11U1~LL~::'lfl釦峰\'ILLciu~1u1 廿VI~1l.J 
希u

3 . L fl'l叩i)flfl伽~1fl 6t U'll ru:: 釦譴鑓n匹1叫面13-J1fl3-J1 tJ恥叩
¥'11U13J1局

《1J1¥1》

1J1ヽ ＝薄い（修飾詞）

名詞または類別詞の前に付けて，「若干の」，「ある～」，「～もいる（ある）」
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という意味を持ち，人やものごとの一部を示す。

I . flU1 l1血 1¥1 flU記'll11 1J1¥1flU釦か
I I 

2. fluruu 
QI , 
U1J1 ¥1 flU¥11 UU~1 貪1J13-i1 局

3. 引fl和加叫l1fl剌四甜u1>J珈扇
.., II 

4. 叫叩n皿虹J'i11Utl11枷知
.., ッ ツ 1ツ

5. Ufl ぅ 0\11J1\1fl1.J'VIU1Pl1~LLPl':i0\lLW~\11tJ1 属L~0\1暉j

皿竺は「ひょっとすると」，「あるいは」，「時々」という慣用的な意味があ

る。

6. 皿 Lt11 ui¥)¥)t討｛和1ぅ1如1。¥1?n~W11l祝1 肴
7. 1J1¥1術tl'u碩t.Jcf J.J 1 弓'tu~n1洲'Vl~Ot.1111..1

《廿汎 》

廿1¥1=若干（修飾詞）

はい，またはいいえの返事を求める質問詞以外の質問詞の後ろに付けると，

複数の返事を求める質問になる。

l.fJfi.111¥'I和1VIU炉ヽ

2. f'lfi.!Otl1fl~ 叫'\'IL~0\1 o~1如 v
V'  

3. 呈辛i疇~Ul'l1U1~1 局
4.f'IU引 Otl1fl~~L弓 t1Ufl1M礼皿飢竺

動詞の後ろに付けて，「少し～する」，「若干～する」，「たまに～する」，「～す

るときもある」という意味合になる。 u1'11叩 (u1¥1vi弓o旦Kl_) であれば
「少しでも～していますか」，「たまに～していますか」という現状を尋ねる質

問である。

5. lti11 直畑1戦j~1 \1和~1(;) 11':iぅtl1Lt111叫恥j匹11.JL'fiu1雌8叩
炉vぃ,1出fot1un
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6 .'l碕即」峰1 fJ叫＂譴函 ¥'I'VI恥歯..,、．
7 . f1叫 M弁 lWl11由nFIruwoFI ruLL3-i術l1¥'lf¥'l'V11冷仔汎1加

8. ~1\'I枷~ti1>-J1 fl叫直恥加耀疇n戸
＂ 

＋動詞＋炉v 「（人）にも～させてよ」。願望を表す。"llO + (人）
「"llo-----属1tl」と同じである。文末に 1訊加 を付けると，許可を求める表

現になる。
ッ，tJOUO波u頃u炉¥11局1加• — 
とツ 亀ヽ C

10. tlO加訊叩1\]'lJ~ ~f1~1.J'l.11 引
- , 

fl +動詞＋廿1¥1 =「（人が～しているのを見て）．．．も同じように～する」

11. L~ 雌OUり如恥和知伽却u証 J1fl知饂内, . 

12. 珈1uL~tlt.l旅M和 u\1Uufl uumRt11廿炉v

「動詞（形容詞）＋仔内＋動詞（形容詞） + 1J1¥1 」=「～したり．．．した

りする」，「～もあれば，．．．もある」。動作や状態の繰り返しを表したり，人や

物事の一部の状態を表したりする。主観的で感情的な意味合がある「し和tl1--

直tl1...」と違って，「～廿l¥'I ... U1 ¥'I」は客観的な意味合がある。
13. L 1~1fl麟叫而醗U'U1\1'Uu'U廿1\1~も吋'u1晶囀1e:::1-:i 

':ifl~ ツ I ... , ツ 4
14. ":i11.Jtl1tl':iflLfl1 >.J VIL~ufl>.J1fl>.J1tl'V1~1訊LUU flfl1J1 ¥1 LL V,l¥11J1 ¥'I LL恥

lL "1 nfl 1 V,l';i fl 

そして，りwは代名詞としても使われる。言及する人や物事の一部を示す。
..,.., ~i ., ッビッ .., ~ 

15. Ufl何fl1'1 U¥lutl'UVI0¥1'U'U 1J1¥ll11Utl11 1J1\1~VIU\lnu 

16. Aunf出u 廿1¥11和和)fl1R'U1V,ll1'fi廿1¥11和和頂1nt.11fl ヨ mぷ LL~tfゞ13-i し烈8
0/ , , 

1靭ui頂AU曲釉fl1R'U10n~11-I 
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《漏叩》

廿~oり＝話す，釈放する

渾叩6t~+文＝「放っておく」，「自由に～させる」，「～に任せる」。無関心

や無関与を表したりする一方で，たとえば子供の場合，親は心配ではあっても，

その子のために信用して，干渉せずにまかせてみるなどの場合にも用いる。

,,J 41 Iツ I ti'L ツ n ッ~..,
1. LぅO'il'U 諏)O'iJ'Vl1'il ~Otl VIL 'UVl'U1 'lJO'il¥lt.lLflO:; ¥l'U¥l:; ず町 n1'j6t~

2 . Wa-Jわ漏叩6t~L'l'iuutioti1'ilw面l'ili1V " ',  1tluti¥):; 青fl11吋lJ

3. flflJ\)叫蜘6t~~flfl ru1呻JOOR1~'U1如叫和
4. uti世辿狂珈卯1f1f)罰贔恥細J1加叩u:;他 L計t11ll:;fn,;1和

1J1fl 

《しiJu》

し珈＝「～は～である」，生きる（動詞）

動詞の後ろに付けて，「～できる」という可能表現の一つである。技術的に，

訓練次第でできることを表す。
.., 

1. W3.J!JlJ-Sfll11¥1'-1111JJLU1Jfl和 ni13.J1n
■''●● 

ッ .,,I'~ 
2. lJ1U~1J可 Olfl O \1細曲1L'10和甘~n'0\1面fO¥'I翻0¥1釦1杯呵1.Jl'lf)flU
峰1 iu恥1机詞叩ti ' 

3. ぷuot11n祈~u!mo\'ILiluf \'IL~tl ocl1 ¥1 uoti~:::1 粕u 仇肴0~1't 材奇'1Lu ゞl 肴

動詞十 LUU 十容量の単位＝「～の単位で．．．する」，「すごく～」。行動の規

定を表したり，おおげさにその行動や状態を表現したりする。

4. 叫恥nifL111虹叫函1l'lJ1 m ilu研a
5 . 叫恥血li.,u1a-J1 n肖u'¥IL如肛迦琴

,f 
6. し和flflU'Udlfu1J令UUa-Ja-J1fl伽引旧u貪m
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「動詞十 L珈＋名詞」＝「～の形で．．．する」。その動作の方法や到達後

の状態を表す。
.., "" 
7. 1Jflflf11'1fi涸'¥]ll U~ 可VltJ沿W'U和0¥]吋11甜lun1N11加

8 . L 1~1l術 ~'I.J\)l,ll町訊U'Ufl1N洞 uuぷu肖0¥]渇m1~1>.J1n ~,-
9. VI0¥1W呵如U\)::Lu11廿梱叩疇u,n岬紐JLl~::Lrt恥如釦~'U り

1屈
10. 和而如恥釦h~鴫如心1咄'm恥枷晶珈1曲飼1':i廿

《 し出~1 》

L'LIか＝空，そのものだけで他のものを加えていない状態（修飾詞）

辿旦t,)は動詞や形容詞の後ろに付けて，「無駄に～する（である）だけ」。

空しい行為や状態を表す表現である。
t I 

1. VI~ 晶しい叫H叩 'Vl":i0f1珀叫暉曲L1R1匹曲心歯 q

2.~ 恥和1恥n和釦直面剌り LUf11-SU和ぅ仰18加和n~

i計而迅恥fl1 如叩 fl~O\l C11~ 渾叫潤叶湘01~~判涌渾両

釉恥叫1 , 恥jL1l.tJ , VI~ 噂 LU伽叫加わ呵1叫

3. Lrl'eu匹」0int 3Joon'Vl-s un L符m 1R1LLR~L細恥」~1,

《1,J》

同＝行く（動詞）

動詞の後ろに 111nou を付けると，「～をしておいて（その内に）．．．する」

という意味合になる。,.._, riou (先に～をする）と違い，,,.._, 1由fou は一

方の行動が進行している間に，他方が後からその行動に参加する，または何か

別の行動を行う，という意味合で使われる。
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I tiヽ 亀心 ツ " .., 

1. 函が1UflOUflLL~1fl1J1Jもし1£1tf fli;-}0 ¥j 1 うlJJ.J::吋11V u ． " 2 . fJ叫 u1uI " " flOU直m血 ltl1 VIO叫1LL各1t)臼1Ji;-}1>-J1u 
3. L'51枷¥JOOflふ小」f1OU LL恥 tl1t)切 1もg青UL洲砥J¥j． 
4. ~\j1並辿LVIO~ し同tl1fJi;"l叫 d

話者の現在いる場所以外で過去に行った動作について，または，未来におい

て行われる動作について話す場合に，動詞の前に付けて用いられる。つまり，

話している時点と場所が話の中の時点と場所に一致しない場合には動詞の前に

付けるのが普通で，どちらかが一致すれば使えない。

5. 1 aJ祈oゞ tUL01 OflL01L ">l'UUflVIぅomi濱り13l'UfllVI~ 、哨：：：n ぅ Ofl
6. 1 fl'fi':i':i礼迅~：゚：：1':iJ-11u::: 的
7.tl出陣恥印U¥113.J1Of\11吋'n"o叫~OJ.ILL tJtJlTUVIUO訊~ti
8. 釦：：：LilUりO¥'ltlO¥'ILi峰頑迅迦込1聞 mn u "fl如nnn11ぷu1属伽
1 ¥1 
9. utl仇細JL紐叫1.JVltfom~叫1 詞：：：1うLilU肖u¥'IOufl-s"'1.JLL加Uv料oti

文末に付けて，「早く行きなさい」と言う意味合で，催促を表す。この場合

は，たいていpaiと高く発音する。話者がいる場所から早く離れていくよう催

促する表現である。
” 

10. L麟 1直 no守凶
ツ 1

11. 1DL'll'-l 1廿
~ 

12. 1訓恥晶恥比f101JLfl゚::1~ 

13. L百'-l~O'Jf'IUU:: 1,J叫'lu1ぅ¥jti泣紅hurieu1,J 
14. 叫加面臼~1 1,J 

言及する場所は現場から離れたところであれば，主動詞の前に111を付けて
表現することが普通である。

15. 訊同t11U~ し紅屯幽W
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16. 渇v11tl
邑I &I 

-zr1 り哨 03-J01t.1~1tll.Jもし 1 り
べ＇ッ
17. 出o::11 1曲1汎u1uu::

18. 細OU伽a訊 1如 J1tl1曲」が孤01.Jl'l'i01囀九1Vll.J峰和JLfl恥如叩
6t i1限J1tl 13.J3-J1し弓tJU
’‘‘ツ19. 町fl~\JtAIOLO\J しり 1l)::flO'I.JLL l)¥Jfl113.J 1恥':i':i3-J1tlfl':i1U'l.lO加酋：：

"" I 

20. 3-J¥] 1 tiし恥u引1VIU 
,J' 

21. Pl0Ut.lfi1f¥J雌和両'l.l11u 1n1i':i':iJ暉頑屯丑生和恥~vu::
22. 13-i肖O¥J 1曲0吐辿皿>l'u-

修飾詞の後ろに付けて，過度を表す。
IJ 

23. f-l'U和l14\ 叫り ~u和珈匹」rl'~::: i'u和u'4沼和」叫叩
24. 柘和祖柑消苅碍~u111

動詞の後ろに付けて，「～していく」，または「～していった」という，距離

や時間が離れたところへ行動が進んでいくという方向助動詞として使う場合も

あるし，「～してしまった」という無意識の行動を示すこともある。1,Jの代わ
りに ~\l1湛を使うと，「～をしてしまった」，とすべきではないことをしてしま
ったというようにその行為を非難したり，後悔している様を表現する。

~ 

25. Vl'UH~LO\l Vl'Ul"l13-JLtl11 tJLO¥l企ご

26. 恥1 細Oll~1'ULl約1叫~~fifl\l"叩q叫細j和~rno111tlLO¥lll VI~~ 

27. ふ刊ふ1,J如V諏;i01'j>.Jい崎u丘 l府011~mが1,..11属
28. Li"Ju~>-i1 ,Ju約1o li'j'j 3-J 
29. 0訂しi"Juo~1 ぅ 1,Ju吋fl

30. {u1哨和曲O'Uf1'U 1 哨而叫ぅ~\11,J 
31. ~fl祈o ヽ fl 介」面 0L l1't;LL孤心恥1か紅Kふl

動詞の後ろに LV.J科u1uを付けると，主に楽しいことや気持ちのいいことで
はあるがそれが過ぎたために困ったことになることを表現する言い方である。
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32.'UO'Ul¥AI恥討曲咋恥加叫わ
.r ti Q.I 

33. 哨Ol¥AI恥1廿 ヽf111~~'j~1~~1\1面枷」Vl3-J~f1'j~l出
＂ 

動詞の後ろにし堕工を付けると，「（ある人が～すれば，

（もう一人も自動的に，ついでに）同じように～する，またはされる」

またはされると），

という

意味合になる。

34. ¥>::: がu:::1碕：：：n't廿un蝕噸叩碕1'-Jlflu:::渇叫：：：Jl'u1叩 1疇
面o:::1'l 伽9丑D'-J~1WRD討iJfl'j'j叫廿属m

"" 35. Wuf1tJVltJ'-l1J~\>1f1 1-1urlu稿u'-JlJ~\>11-11 廿属初

よっと～になった」

1 ,Jは形容詞の後ろに付けると，「今までと違って，～ようになった」，「ち

と，変化を表す。普通はマイナス的な変化の場合に使われ

る。

36. 1 lii:i'l叫加叫曲釉歯が炉註＿り上」u~
... ・,r ..,.J'..,..,、

37. l'.l~Lviu11~~uuu fl11畑皿叩切11'¥IWOLL>Jnu~fl珈J~tiu1,J 

'V11tJ1111叩は，探しているものが見つからない，

しばらく会わない場合に，そのもの，

または，よく会う人に

またはその人のことを表現する言い方で

ある。

3 8 . f1印LL1'VI訊叫匹
, 6J 

3 9. ふ伽V11ti 1111 Vil.JU~ 

r
 

\)~1 u ＋述語＋ 0バぅ 」は「～ない」 という表現を強調する言い方であ
る。

4 ッ
し 3-JOU1 打1~1JJii柑'\1 ぅ n恥而1廿和町13-J

＂ 
40. ¥l日加1flL和uo::1'51::1O'l:i'i'5>-J 

un~... 
“ ＂ 41. 皿 L'51vtl1¥'I伽
＂ 

t>~1消ふ\10叫ぅ
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現在から将来に向かって行動を続ける場合の表現は，動詞または副詞の後ろ

に1tJを付けて表現することがある。
4 2 . 01細01Jvin叫枷m 枷碍四TuR::屯直翫函恥術和加

1 Vl~~\11 廿丙 orii

4 3. 珈：：1ぅ甜叩り旱

1廿和1叫は「・えらいことになる」という意味で用いられる慣用的な表現
である。
， q .., ッ ッツ

4 4. uり1LW'-l Vlfl c;¥13-JW':i 1 c;l 1訊tl1L~tl 曲訊 u'-l 伽，，：：：同和LVlru'U::: 
QI 

4 5. L;U':i11'-lfl1 叫：：：ぅifl'l-111~布'u袖1tl Llvlfl~ 牙i廿'u,,試IULL~('I~茄1卯：：：
:rr ,, ::: 同和1叫

草乳直1は文頭につけて，「（話者は）～という結果には簡単にさせな
い（話者は絶対そういう結果にならないと自信がある）」という場合に使われ

る慣用的な表現である。

4 6. n1抱H直~,,~L01伽11-i叫
4 7 6t 伽'u罰出廿'ut1~L01-zfU~が1局

• V 

動詞や副詞の後ろに 1,J1局を付けると，「～をするべきではない，または

してはいけないことをした」または，「～までする必要がないのに～をした」，

という，おおげさな行動，過度な行動を非難する表現。

4 8 .13-lw1出術~3.J1fl1111 局

4 g. wo o::1 ":i1:: し〇：：o::11t..111t..11 ,J1属

50. LL~U恥1VlllL Ail fl~..,11 ,J1~ 
ピ

5 1. 濱uflUflしが1111局炉m訊1i'1 L 3-JL Vlf~LL uuuu 

形容詞や副詞の後ろに しi孔憫fl を付けると，「よけい～になる」という

望ましくない結果を強調する表現になる。



52 

5 2 . l符tiflUflしが1111属炉m 訊1約13-JL¥JILL uu伽北叫紐訓1皿 tl'n立1
辛 VI"5 ti fl 

..r .. 
5 3. 即0'ULL'ifl PIO lJfl~1 ¥1青u渇t.J¥1-a nu-a-; l'lfHL~t.111-J1 ULL o 1u11viu1111-1>.J1 nwooti 

峰1 WtlL'i¥l¥11lJLfl1t.J1Pl¥1£1¥1VllJ1flVIL佑1,J恥
,,v'"''一

動詞+1 tJ, +動詞+ 111 =「～しながらする」複数の動作が同時に行わ

れる。

5 4 . fillJ曲lJ1fuU~和曲1Utl11同 I 1 LLPlfillJ l'lt.l"l5tl1Jl11Utl11 "', 1,J如 U
5 5 . Uflflfl't;1U1 ¥lfil'Ul弓t.JU叫'¥l紬1洲1¥11'UVl1し和1,J

5 6 . Pltl'Uし舟1 し "511~~tlt.J 月し 1~1 祈tl¥ll11Utl11L舟11Utl1'UVIU\l 表o負討~1,J 

形容詞または状態を表す動詞の後ろにつけて，その状態が広がって行くとい

うことを表す。

57. 訊叩3-JU1~ ぷunnn~~f和1ti伽釦

58.L伽恥ゎ01¥1ifLL恥珈和細1品両
5 9. LLn函 1曲仕叫1碕嗚n血

ど
60. 諏甘趾賃l.J1~1l.J LVlflu1曲 \1~叶IO¥1 

ど
6 1. 紬和1tll1\1111\111~fl~11111UUU~1tl

62.1碕 u¥1わいか心狛和釦叩OU吋

刊は反復語の動詞の後ろに付けて，「～している内に（何かの変化が起こ

る）」と，動作の継続または繰り返しを強調する表現である。

6 3. 細OU囀如'1V1JJり曲罰祠11LFltl1応叫ヽfl1 JJ細 j加」出1':i
111u , 111 ""' ぅ ~flu ぅ 0~

6 4. L~orlouぷu13Jnn4lf:::か和恥面\lFIUifL~tl FIU 同恥朽1Ltl1しりUFIU出,. "'_,_,. 
':i fl J-11 fl 

65. 伽如釦m、LL如 1¥lUt t!U 己且細001""t:Vl~AOvfl臼1n 属- , 1 
動詞+111 +動詞十 J.J1 =「～いったり，～きたりする」，「いろいろ～する」，

「～している内に」。繰り返す動作を強調する。
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66. 合 c;i1 浪Cil~1 ぷu1J-i1'ULL恥a迅111

6 7 . 旧Uv~1'l し和1 廿a ~I II 

L U'-l1~\1 LL~L t'1 

68 員t'1iJAUUU訊fl~U
.., <!I <!I 

¥I -ti 
t .., 1'Ufl~ 叫 1 し吋vflv 1 J-i1 屈

6 9. 即vU恥n'lv1>-i i 1年m~ii 1呈直紐ーV!伽珈譴u戸叩J1fl

且,~りは文頭に付けて，「（いろいろしていたが）結局～」と，物事
の決着を表す。

70. 凶ーり旱1

7 1. 且ーり旱1

m 和浴l.13-17LL外'J'J1'Uf11JLL vJ'UA'ULL':i fl 

＂うiW細爛＇閲噂猜 u-.Jt11卯轟1廿1蜘如1
7 2 . 且ー1旱1 和」1贔fl~\1いか叩叫匹攣fill 加 \1VI鑓IQ心 fl1

《由n》

如f1=あづける，あづかる（動詞）

動詞の前に付けて，直接にはその行動を行わず，または出来ないので，人に

してもらったりこれからしてもらいたいという願望を表す。

1. 珈心fl~叫~o\11)ltJ和如hn釦9叫fl 如 N付加—1)1呻呻1 訊 VIJ.J
2 . 血fl加属1砂 L1~畑砂flU哨如恥疇OU~ふ '!IO¥]恥1UL'!1113J 

ツ1ツ` 直l 1' ~L~ru~ り 3-JlJuflLt11~1\111u1 

3. Fl'U~1 ヽ 'U1U し~fll11 ヽ 1UOtlfl1 ぅ 1r1 ぅ iv.ii LL3-iL~tlH1fl し t1111J~1tlfl1Ll-1':iflWi 
'Liuり 1

《和u 》

［恥を参照して下さい］
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≪
 

Wu ≫
 

Wu 

即＝十分である，足りる

＋動詞+1属(1J1'.J)=「まあまあ～できる」，「ある程度～できる」，「何

「若干できる」。能力の評価を表す。自分の事なら，謙遜する

（動詞）

とか～できる」，

場合にも用いられる。

1 . V¥1-11f11 f1曲U W1-I¥AI叫 u1lLL訊血泊泊」, .., , 

2.flru訊怜11Ju祁f)'J1 l1tJU1U ltl1\AlfJL~Ufl!:f) 佑 o1 籾w
ッ

ツ 0 .., ... 

3. fl1U11-11Jtl1~LLfl~U f)fl'J\AlfJ~!:L 舟wcf-.;i-.;i1 u~1 nu a-.;i o惰鴫しl1U1翻w

畑十文（または形容詞，動詞） + n +文（または形容詞，動詞）＝「～す
ると，（自動的に）．．．する（なる）」。即が頭に来る文が言い表すことは↑の

文が言い表すことを自動的に引き起こす。ものごとの習慣を表す。行の代わり

に此を使うと，「～すると，．．．するつもりである」，「～すると，．．．

という意味があり，物事の自然確実性，予定，予測を表す表現であ

きっと

～する」

る。

4. fl~\'ILl'l的匹WU叩崎も正13-J~も五↓ ぅn竺枷
2 ツ
... I 

5. 11~\'ILl'l記迎t.Juvin'Vlun u111l11tJ囮 t.11l'l 1).Jぅflfi袖

6 wvuvu;fl tl::: も¥'IWvi1¥'ltl叫1¥'l'VlillWvtl'¥'IVlilltl:::L弓l.Jl.J叫'¥'I府01出
・ ―--- - - - V 
d 
じjc)¥'I

7 . WO'UO'U和酎1¥'I v.ioi1\'lfltl'\'IV1~"'1J 

8 . 四叫hf)~L1J1枷各

9. 皿桁qが1J1枷貪
I 

10.~ が叫知rn_~1 UL~u\1'Uufl 

11. 血が1し紐uu~:::同L~O ヽ 'Uufl

匹U疇 I亙弓ttu1畢 u¥'I
~u1fl祖QU~ufl1 伽：：'U11.J

皿01n1吋u~on1~]1J1u
,,J ,I' 

叩消1些如flしWOU哨暉O¥'l)lfl引
O Oil ,¥ 

和(;\1叫1fl 哨 Otlu\'I~囁
~ 

I 

01fl1Rt):'.0U ー，
Ga I 

01fl1RflOU ー，

畑此十文＝「～し始めようとすると，（突然別の事が起こる）」
II I 
I亀'..,

12.'juu~fl\11£111-1\1 1>lし恥Ul~11"1 WO此fl和利引Ul~1直U~\1i)1fl う n1w
＂ 
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13. 皿'll1が出洲ifl匹皿~ti廿1\l'lll廿麟fl L~ 叫u1~1 詞Ul1~1
U1U 

14. WOfll "ll11洲ぅュ加9咋ヽ U
I""... ~ 
LL W'U~'Ufl 1 Vl1'll'U1-11恥

迎りは文頭または文末に付けて，「ちょうど～」，「たまたま～」，と正確さ

を表したり，偶然性を表したりする。（時刻や時間に関する表現以外で）正確

さを表す場合は文末に付けることが多い。
II I~I 、4

15. "lu\lll11r1uuV1~1叫 ,J LL~fltJL~1 枷頑
I 

<ッ..., GO .cl ..., II 

16 Wu~ ぅ n1曲訊LL~1 L う 1L~tJU\lLL l1fl'b'fl~1J1J1'U ． 
：：： 

17. f11u1Vl1'jl1¥l加仰恥WU1J1l11曲1Ufl'U炉f-l'U LL U\lfl..,'UODflf-l'U~::~ 訊

佑 Otll」 1加f)~

畑 nは形容詞や副詞の後ろに付けて，「かなり～」，「そうとう～」という
" 

評価を表す表現の一つである。
I I I 

ッ e

18. 1切切11'l1'1 f1'U1'lJfl'l 1';i'l月tiu1n~v.io~ 術ff1'!itl1'lJL和m1~1viu, 対'11J.J'l
ッ..,

19. viu'l'!iunuu1uv.io(j¥n11 I 1加碍milu釦
... 

20. l'll1v.l(jlL'!i1v.ltl(jl L'!i1'W 1 
I I o., 

'l J.JAOtll1U 
＂＂ 

ユ1和（和）は形容詞や副詞の後ろに付けて，「同じ～」，「～には一
緒である」，「～には変わらない」，複数の人や物事を比較することにより得た

結果を表す表現である。

21. tJ1t.l吋‘秤UPI弓 flt.Ii!~柑l.Jf11Jf'tt.lf10t.l f'lt.11'Vlt.11J~'Vl1叫m叩1ふ吋碕'u

一匹1位
22. VI釦Vlt.111 南1¥1'1V13JV1t.11迦Li血 JO'b'1fl1 
ヽ ～、

23. lAl~t.11t.lf1 う討t!0\101~11 り l11 tJ1fl~fl1J"llD\101~1';i り EJ1>-l1~~う1f't1

｀ 

LL lAI ¥'I lAI 0 

-~ 血
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《 ,rn》

ifl =好む（動詞）

~fl 1'!: は動詞，形容詞，述語の前に付けて，「とかく～しがちだ」，「よく

～する」と，習慣，性格を表す表現である。叡OU "'と同じであるが， dlfOU

の方がより口語的である。

1 . ~eu~\1fl"i1硝叫疇~ljl11 \1ふ討廿1叫tJfl~\1Ll1W1 年：：：n麟1\.1
市町ru
2. ~ 副 u 出u~⑲：：：町fl'UOtlLtJも \'ILiJ科 m.J~"', ti ¥I 
3. PlOtJi1~Ll10J.JVI釦 ~OtJ J.J1哨1Lo:::ifl1':::L~ 血 1¥11曲1J.Jfl 1 f1~1 ¥1 ,'ll訊
直v¥11研l

≫
 
ー
寸
c≪
 

如＝くもった，かすんだ，もうろうとした（修飾詞）

動詞の前に付けると，「やたらと～してばかりいる」，「～に熱中している」

という非難的な意味合を持つ。

1. VI邸叫hu1叫1和面和n~'!~'l'VIJJ 1JJ珈~\'111.J0::1 洲わ両⑱
叩1~Fl'UL'Uv.J"j守lうi~lJ1R釦 LL枷叩1~11'U... 
"'V  I 

2. 1'U り m直1\11U炉 ULL~:;L恥9りげが11~flfl1tJUDflLU恥1叩
1 Vl'ULL恥

3. vJou)J~1LL~l11 ¥11u 13Jfioり1 責Lfl~令~~fl 1)J苓 11~fl月UqJV11D~1 ぅ

《 3-J1 》

討1=来る（動詞）
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動詞の後ろに付けて，その動作が過去から現在まで，または他の所から話者

がいるところまで寄ってきたり，継続的に行われたりすることを表す。

1 . flU1'V1訊弓LIUfl1甘11l1tiiJ1贔直恥 U1¥'lf1UlJ¥'I L~tJUW~LNtl 

2 . 恥向江皿1難面珈恥
3. ~ 叫匡~1f1R'fl1恥 fl1 vJ 

同じように，動詞の後ろに付けて使うが，完了を表すこともある。

4. 叩Jl11Utl11fl~1\J"l油nvi~叫,¥]

5 . fJ t'IJLL~\J直丘LLfl 1如旦 1J0fli1叩 1tl'VI伽
6 . tl'u匹晶恥111,加 1伽砂n1曲道1¥J1Uいか如i¥J1t1i~ 

L百 fl~枷¥]fl訂

命令文において，動詞の後ろに付けて，その動作が話者の方に向かって行わ

れるように指示する表現である。

7. 飢fl丘7 占1り
8. 1 tl ,:j ヽしt11Ll」 8 ぅ 1-11tl1~'li'

9. l1枷由nn11-11i伽uott1訊叩

《t.103-1》

tivtJ =同意する，承知する，承諾する，従う（動詞）

動詞の前に付けて，「（指示された通り）～する」，「～抵抗せずに～する」と

いう意味を持ち，逆にその動詞の前に来るのがり也四であれば，「（指示され

たことに対し抵抗して）～しない」という抵抗感を表す。
1 I ,.,..,,¥ ツ 1

. w c)り0tJ Vl¥l U'll'fl';i nLL~1~:; LL~ti"'\11 枷o爪洲u1雌ti1 p¥1 \1~\1 vii'~nu 
..ii 
しWtlt.l , 

2 . 引引fl~゜`げヤu衰mL?41 LL刹Ll-itl'-.:, 11Jりc)J.J哨DLVI~ 
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3. L~'ll」 ~t.l'fit.11年吼汀和珈釦由碕」
m詞‘＼述四別~oti和恥

4. 壁旦曲L~'U LL~ 叫屯堕L紐Lfitlぅ合

..r I I 

~1'51'1'\AIり 1!11t-1Lfl~ り fl~〇J.JLL li'I 

≪
 

恥 ≫
 

付けたら，

恥＝存続する，

「まだ～している」動詞の前に付けて，

「まだ～しない」

もたらす，維持する，いる（動詞）

という意味となり，りヽ1~ であれば，

という現状を表したり意志を表したりする。文末に術flVI弓0を

いったいなぜ）まだ～しないの」「（したはずなのに， と，非難的な

訳13-i{¥1":i Oflわ A11叫1tl1 fl!! 狐 AU細u

声狂囀o恥和
~'313-iL~ 引弱fl'VI弓o

表現となる。

1. fJ両研lu叫訊U和 nu叫
曲LL出出:Li1Utl'¥1L¥1 

2 . W叫直社炉U'Vl':iO fl柑U LW':11::tl'\11~ 珈h.J

3. f-Jfl.!tl'¥1l11¥11U哨 n和鴫心f-Jrun麟 1叫和1叫 1
ヽ

4. ,,~1 廿 OLJ.J~n1o 1 l1f'ltt V1u1 oclu~1 tl'\11~,, o \1 合'1Lfl~0¥1UU弓flVI~0 l110~ 

1ぅocl
u 
ッヽ

5 . 0惰即VIU1t):;~O'ULL恥

6 . \4Jゃ伽心Jf'l~\1LL恥

郎1~1~+動詞＝

だ～していない」。文末に

話者の関心を強調する表現となる。
も，ツ

7. ¥11Utl¥13-11fl l"l¥1LL烈4lf1 W叫;¥11JJ1 局 l11Uが 1L~tl
ど，

1ッツ 1ツ ii 

8. vt¥1LLl"ll.11訊'll13-110 l.lU1 UL Vl~U 
＂ 

叩 1¥)サ和11.J直'uu1ui叫固n引
討 03-1 rntttf\11~1 局佑祈渭

9. L;Ufl03-11Vl~1tl1ULL恥恥1~1 訊曲1Vl3-JOL~tl

「（する機会がない，

恥n弓0 を付けると，

または出来る状態にないから）ま

「まだ～していないの」と，

LL fi13J 
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10. 含ULJ-J ¥l LL~1 EJ ¥l 13-l1属l11t.1廿11弓flVI弓fJ Vl1LL ciinfl:; 

11. ~ む叩n和百ふ1叩和砕」 gヽ 詞lんが恥flVI恥珀」
12. f 01 ftJ-J1ふ RD叫~Dt.lflわ峰1 l tl1恥13-l1紅lJ恥沼0

≫
 

q
u
 
'G 
≪
 

恥＝もっと，さらに（修飾詞）
’’  恥＋述語＋恥＋述語＝「～すれば～するほど」

1. 叫,¥'I恥曲砒砂恥un

― `  
I 

2. utJ~n~ ヽ 恥紐A1虹恥鱗n
I .,: I 

3. T.lu¥1U1¥'lut.J1¥ltt¥1Lか恥記1¥-l沿

恥＋述語+LVlru=「よけい～する（である）」
“ 

4. 釦和曲叫靭t.lO~LL恥 flt.lRtJfit.I曲叩

5.~ 叩咄和tl'fl 01f1~ 訂L~硝\1l~~~\1L叫
6. wu即崎血叫虹

＇ L~tl恥13-i1 槌uいni.., 

恥＋述語十 vti属初 ＝「元々～から，よけい」
ッ I息9

7.11ぅ':itJ1ltl1LLl1\1~fl LT.11L恥L~3-11 fl 恥し門18tl1fl和~fl8tlf!\1tl
＂ ＂一 U, .,r 

8. l-118tl1¥1U Lrfm1~1~1 
I I -=! I Iヽ

¥1 3-lflutl3-IL 1~1 utlf!¥ 1tl 
＂ ..r . 、 ,t も＇

9. ぅ：：v::uし同り11l1うl'lflUし表ti L~r..11 肖L~U13JL貪 u 肖8\1Li~~1\Jfll1\1UU ~\11JJ 

即叫訊Uv叔1tl_,. 
10. AtlJW1L'l.111如直mn:: L'l.11叫 1如 n 恥'l.11加」58\ILW~\J叫1りー,,
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I 

《し和 》

し和＝始まる，始める

動詞の前に付けて，「～し始める」という意味となる。

1. f-Jruu11on ふ面un1~11叩n1翻贔恥
ピ、

2 . a~f'lぅ t)~ し ~3-1LL cl fi¥ ¥1 P'l ¥1 LL P'l cl O ¥1 l'l J.J 
● "'● " I , . 

3. 即OUL'j11潤v 旧1L~J.Jl'11Uか吋~ULL恥

動詞または形容詞の前に付けて，「～ない状態から～ある状態に変わる」と

いう変化を表すこともある。

4. 01fl1冦如ULL恥

5. 紬v\1'Vl1L~討i.J~1 ぅ f11WLL恥
a, I 

6 . V,I叫1L~3.JLL fil ¥1 fol tu和枷和派v\1~\11tl1属

《LL"S f1》

LL~11 =最初の，最初に，初め（修飾詞，名詞）

動詞の前に付けて，「初めて～したとき」という経験を表す。

I. 尋直flv1U釦~o¥1 ,i'u和叩 v!.11n~'11 tlv叫碕1¥1

2. !U丑？枷 i'l .., lJflぅ¥1L l1 t.41 j 11~1~11Ll'l1 ULL !I 

3 . 旱Ji1o品紺加 13J狂fl1'S~:;1訓'ui1u11如 '11i1u 
＂ 

《 n¥l 》

aヽ ＝降りる，下がる（動詞）
形容詞や副詞の後ろに付けて，その状態の量的，質的な下降変化を表す（主
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観的な判断の場合もある）
々

。～加の対照になる。

1 . i'urlou恥1wit1'-l"i1U iuLtiv直OU , L fl"i り研砂~D梱V, . 
2 . 弧fo'T"i~~fit)ptflが ~\1fl耀 i峰叩fl ¥11Ul疇い位nnitd
3. 即り 1晶 'tut1 ru曲枷曲韮年1曲n和

動詞の後ろにつけて，その動作が下に向かうことを表す。

4. 釦」DflL~屯 1~LiL珈む
5 . fJ 血tJemilu1 ぅ r11~妬1'1¥'I lJ1\'I引恥り叫fl~1\'ILL~~研 'Uc>l囚迎翌
6. ふ1\.1~~1nn し T.11命 \11 漏~':i1lJ炉 v命 v

. " ~... ッふ ..#1 
7 11\l~\'1~1\lUUfl1~fl和 L~t.11"-l卵:;w1tiu1山D¥'I. 

8 . flぅ叫1 ぅ n亘~1~t.1~1 屯立1'1fl1fl

動詞の後ろに付けて，「（抵抗感があっても，常識に反しても）～できる」，

塞という打ち消し形であれば，「（抵抗感があるので，常識に反するので）

～できない」，という意味合がある可能表現の一つである。

なお， 111..1~\'I または。 nu1JJ~\'I は体の具合が原因であることもある。
ッ . J'G di ツ

9. tll..13-1~11..IU LL3.J訊和細訊即 L'VIULL~1l11U1~~\'I
"'rl'tJ ti 10. L3.J011'U 1~l1 ゜ \'I l11U0::1ぅ1>-J~\'IL~tl 

11. 和~1ouoni1wo1咽u~n1w~i11ut10\'I 哨1till fifllJ如ふ和1~~\'I
＇ど12. ↓門1tl1flOUOOflOtl1¥'IUU fl turJ\'IL 弓 tlfl和渇ti'Vl1 諏、 VI~0

訊1~+述語＝「～する機会を得たら，（～を徹底的にするまたは最後ま
でする）」。

13. ~\11 肴 l11U峰1叫 l'i\1JJ1属
14. ~\11 属 0Ofl~1 fl'U1 ULL約13-Jfiul.ll.JO~fl和

15. ~\11 属恥叫1LL恥肖0\1伽~UL~1~fl 引
16. ~\11 局 ~..,tl\11 U 属 1uifLL記 fi0tl1fl~~~1~U和和
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< ~D\'I >

a狐＝試みる（動詞）

動詞の前に付けて，「～してみる」という意味になる。その後ろに月を付

けることが多い。
ぷ 4 .., "" 

1. r1":i11u~:::~v'llrnufllAl":i':ifl訊袖U叫8
•一.II

..,.J'"" "".J ...i .., 

2. 1UU~O\l'lJU':iflLL~fl 哨flUL(;l ti 1 fl~1 LL~tJLL ti 

3. 凹直叫ilun1,;11叩凸：：： LL恥釦：：：u閉紐如

< L~り》

し邸＝超える，過ぎる（動詞）

動詞の後ろに付けて，「（一つの行動を行うため）ついでに，またはそのまま

～（もう一つの行動を）する」という意味合になる。
..., ッ

1. fl~1J~1LL~1L'lu::1:;1lJ'ti'l ぅ N 伽が 1L~ti1 VI~ 

2角＇ツ I ..., 1 ti"' ・ ~O'Jfl11LL~1LL~ ~U ,t¥'lり1-JL~tlU~LL 3-l'U~ 

3 . 此叫1JUL珈曲m直皿
4. 閻恥1和 13-11地立堕皿心
5. ~LL~1J.l1fl合 l'l11WU-!1t1fiLL~1f1'U L~3-lf1ULV13-iU~... も1 rnr,」1U nuvJ Oll 3-i 

l~£」

~I 

6. \l'U 曲的L~tl~切和

動詞の前に付けて，「（一つのことをしにいくので）そのまま続けて～（もう

一つのことを）する」，ということを表す助動詞となる。
• 

7. し知恥u~6t 的~\l 加細~1fl\叫匹：匹1如1皐加峰1\l屯血9
ッ

';ifl~1tl 

8. L 111廿品un1~11;-,印 1 LL~ 嘔凪逍亙柘滋碕U3-l1責1り
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9. 曲」on和ぶd釦鑓uLL~1\l:: 皿迫叫V
.., ≪'I 

A¥1 f)~lJ~f) 

文末に付けて，先行している語や文を強調する。

いう命令文の文末に L~りを付けると， 虹hご~

望を表す。また 且且ェ:_(,...,_, しなかったらよかったのに）
文末にlf4りを付けると，その非難が強調される。

10. 臼fl~叩ru~1u1 如：：：~~~ヽ 凸f1N11fl細nwo和~lJ
11. 1恥道叫伽枷訊ふり和恥り
"" .., 

12. L~nJLf4 り fl'5U
.,. 

L~nJL~lJ 
““  0ヽ ,.,

13. 00 flぅ：：：,,fl J.IO\'IVlf11tJL~lJfl"l'U 

14. 釦叫f1令'UVl1四辺
.J 

15. l3-l011U0~fl.I紐1如m~ii
16. ti 
ビッ
1 Vl¥'l'VI叫 U":i1U如恥」'llO¥'ILAぅ賃ふ直碕叫り

ti ti , 

17 OlJ廿"¥'Itfl行うう1-1L f4 lJ tJ::: 征：：： 'Vl3.J1~

18. u由恥叫~l.J tl0¥'1Lfl1 ＇沢1 希1~
I I 

19. 13-JU1L~lJ 

20. L恥1虻和：：：1這叩如」u伍
21. 叩心辿直ぅ韮J .., 

I ピ
1flf1訊tl1OlJ1 \'11..IUL~l.J 柘 m 鉗佑1~1 知：：：和 1J1f1

叫1 （～をするな）

（～をしないで）という願

という非難を表す

～ と

因果関係の文において，後節の動詞の前に付けて， 「だから」 と，結果を示

す接続詞である。

1 22. WO肴OOfltJ1L¥lO汀fl fl'fi'j'jtJ し 'l.11 し ~tlt1UtJ1~\]

23. 屈翻~1'lltl11-J1恥1111uぅ叫：：恥辺~01)-11~0珀u~
.., ツベ ·~ 令 ._, ... "'> I 

24.'Vl1L1~1f'ltlfl1J~flU1'l 屯 1::: l01LL~13-J1'Vl1 U~fltJUflL~tlf'\~11 し 'j1 tJ 
.., .., 

V V _ 1 
'l fl 1-IU 

動詞や修飾詞の後ろに付けて， 「～してしまった」， 「～なってしまった」， と

いうような意味合を持つこともある。
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II .J .., ツ

25. tl1\J1J'U'UR1tli)\Jl~tl'U::; ... tl11 門 1~L~tl
．， 

26 . .11 u:::1':i訊h::;R1tll~tl 
. 

27. 加0叫ふ1J11J 1 曲1印n 皿皿堕 l~'U訊枷恥
28. L呻m1n1,J 伽u1枷1訊~ti
29. W討1~1 局1 曲Lifv'Vl'U1100fl 1山直1¥J'UOfl rnf1J3.J叫]uwf~L~t1

《峰1》

峰1=終わる，終了する（動詞）

動詞または形容詞の後ろに付けて，「もう～した（になった）」と，完了を表

す。

1. N雌1¥'1111 J.JL~tl峠＿ー？吋lJ'101 曲：：：9 伽洲10~1 ぅ
2. ふfl~,u1 iJ也辿虹 01fl1 何l~袖 UR¥'I 

ッど3.flru1 爪 fl~vuflt)1flL"5潤り11J1RLLR1Pl¥'ILL社和urlou

接続詞として使う場合は，「そして」，「それで」という意味になる。

4. fil.JLL恥uou

5. L'tl13,J1月泄釦和fl約1呪u引 lJOfl11 月~-s:::~1u
I ツ

6., U卵u珈1.JV1~1l..11r沿叫属 1l..lf11.J 珈u召 U fll.JOL汎和 fll.J出'¥lL何ff fll.J 
1 l'll..l 

ッツ

LL~1淵fl1沿fllJ恥渇l..lOrl 局m
＂ 

ツ..,

ll~"'Jtl\l は接続詞として，「それなのに」という意味で使われ，非難的な表

現である。

7.1 血1J1 り LL~面'¥Joon1tlL~tt1i'U~fli'叫u
8. 1曲~u吐並釦叫1 L如Ufl1如叫u旧uorl1¥Jil i fl1 ¥'.I的同年lf-JOJ 1か
9 . tl"l ::;fl]1行UL弓83.Jう::;01 LL fi 1tl'¥J lUl1す'-.Jotl1 Jjr.io>.Jtlcior.J1 on1~, ~wぅ ";iflざu

1 V 

しtl13-111J引¥.11か'31ULL l1U 
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叫吐2は動詞の後ろに付けて，「絶対～する」，「どうせ～するから」と，

話者の確信を表す。
,J 
10. L"Su'-J1iJ'-J1U曲¥]¥Aliふ｛和 1枷洲w迫也む

I 
I ツ

11. l111..IOtlLL~1 1出恥0'-JVl11Uu::1ぅ術f1rut ti1 n::1出nu
,i , 

＇ 12. 1~u出ti叫吐2 肘l.J"j fl か1 刊LL~'3P10VIり1~ う 1~ぅ叫 ~1~叫和1靭,¥] 

1'-J 

I I 

盟 但'U)叶1は動詞または形容詞の後ろに付けて，「元々～する（であ
る）」と，既になっている状態や，あったことを理解させる表現。

13. UO \1~0 \11~Qtjfi O'Ull~1 W3.J1 J-i1 属 ~1 ゜：：：1 ぅ inV1tJol.l
ッ ぷッ~

14. LL 111 L lJ'Uぅ110紺O'U峰 1 WO曲 1t1if 1fm~mL 町n
―" 

15. 即U碕如匡幽韮ュ WOL~ULl.l'Utf'U L~l.JO 心1叫

此＋動詞（または形容詞） + oclLL恥 ＝「もうすぐ～する」，「～しよう

としている」，と近い未来を表す。

16. 和 I H 
I ツ

, Vlt.lOV t.l~~v'lflOmL~1 

17. W3.J~~uouoclLL恥 L'll1Ll1"5枷和1
18. 曲珈!t1flt.l却油,,~1tiし珈vu枷釉和逗雌ュ

I ツ I ,I' ッ o., I 

19. t.13.J~ 切訊omL~1 4lf1V'lf 03-11 L VIRflf1~0 ¥1 t.l~ 
．＂  

uon~ 訂＋動詞（名詞，形容詞，文） + LL伶1tJ¥J +動詞（名詞，形容詞，
文）＋ 恥属1r.J (疑問文は恥仔l¥J) =「～だけではなく，さらに．．．も

～」

20.'t叫わ¥'11l1t.J t.10fl~1fl酌 nt.11~l1'i:iLL恥恥珈1nt.11en~1;.JLL~~ 何1nt.11 

咄8哺吐迦

21. uoni>1n6t i和1l113-11 LL和叩叫,\'IL~t11l111.13-110
＆ヽ

fl~1tl 
II t 1 I I ツ し
22.':i 1 t.lt.11Jt.10fl i>1 fl ;.JO ぅ omL~1 tl¥'ILLWぃ11fl豹fl責m

23. flぅ¥'1Ll1W"1 t.10fli>1flぅn恥ふ譴加11fl恥屈1tl
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24. Uufl1'1flL枷切吐3巫甜tVIUU11,」L~tl1麟

峰柑叩＋動詞＝「（～して）それから～する」

25. L弓lJU1'1J峰泊ut.1恥ィ。¥1¥1-1 u 
26. れ uflru~1 1 

ツ I o., 

ぅ fl:::3.J1LL~1flulJfllJflU, , 
g ッ

27. 1'叶iuが 1LL~'"泊ul.lu1uu1 v1和⑬：：：81叫1LL~1fiu袖Utl11

動詞または名詞十 LL恥＋動詞または名詞＋

～も」。繰り返しの行動または状態を表す。

28. fl'¥J'-l1U如かヽ 1噸紬勧碍品囀11cs 潤t.111J1~rl叫1flU由
u枷1謹1\11~し祝ti~u't"

29. O 令 U1 り LL 各 10令 1J1訊~1 LL "tl''J 1 3J利\Aぅ ~iJ引l1111 "~ し;11't"

1廿各 II .., V .., 
.... 

30.Ltl1 L flfl1J1Uり加LL~1VI~'-lL~1 訊畑碕1U恥ni"呻

L~1 「何回～ても」， 「何

峰1~:;: +動詞＝「（そうすると）～する」。ある状況に対する対応を表す。

31.flOJ此 niu'lflfl叫 1VI弓ofl ruわniu1
II 

, , , tJLL~1tJ::Lふ叩J":;:n和恥1-.J~:;:

32. 01~1'5釦U1叫加呻譴Ofl和知ぅ吐)ii'U四肉OflLfl')同u:;:
.., .J'v {j .., ッツ“

33. 1tJtJ'j1tJ01Vl1う 仰fltJV13-J 叩 ~fl'l1tJ 皿2し叫 uiliけ 1竺l'l1 u o:;: 1'S rl"u 

≪
 

わ ≫ヽ”

,~ 
'-• 

わ＝言う，非難する

動詞＋わ＋述語（または文）＝「～と．．．」。その動詞は，

lJOf) (伝える）， 袖 （考える）， L和DU 注意する）， し弓i]f)

言う，または考えるなどの動詞であるのが普通である。

1. ~rui113-i11>-J1列皿辛13-11 tin~\1叩n恥点1~OU>-l1f1LL~:::":ifl袖

2.W咆立柘rirui113-i113-J1~1曲1\lf\l而'A 01 ¥l i,:::1~L~U噌町~Ru1 叩3-J1f)

吋廿 un~皿的

（動詞）

叩 （言う），

（呼ぶ）のよう
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3. QULfl鴫 DUL8ll1LL恥碕m」fl~\lLl'lW1u年1\lf)"j叫滋o恥門狐1叫 d
.., 

';i :::1 ¥] 

4. ~1姐皿珈吋7"約

《 L1~1 >

L1~1 =時間（名詞）

文と文をつなぐ接続詞として使われると，「～する時には（いつも）．．．」，「～す

るたびに，いつも．．．」と，必然性や習慣を表す。

1 L1~11tlか \]U"S~L~面しぅ消tl¥]珈濶tlo和和弓も

2 . 旦即炉tJ81Vl1う即1靱8!111 LL~L 1~ 潤皿叫‘碍u6t各珈炉g

3. fl'U'Ul>碍u ぃ~1恥:;,in

「～に」という意味で，時計の時間を言い表す言葉，または，たとえば， L炉

（朝）， f1~1 ¥] 1tJ (昼）， l恥 （夕方）， f1~1 ¥]恥 （夜）などのような一日の

中の時間を表す言葉の前置詞として使用されることもある。

4. 肖吋fl118Of1Vl1 f1UL 1~1 f1~1 ¥]科'ULL曲：：：'UO'Ul1~1f1~1 ¥:I 1U 

5. ~Of1L~tJtJ1UL1~1L舟1 LL~fi\Ofl命消1lJ1'Uり~1 し恥
, I t 

6 . fl1ぅ出：：：炉，，：：：L~1-1~\:ILL 趾L1~1G>o:oo'U渭f11

《1弓》

打＝置く（動詞）

動詞の後ろに付けて，「～しておく」と，維持，存在，備えを表す。

1. 恥旦tJ~j .., 1 ツL~1tltJ"~V11u~11.J11u\l'll1'3~1\l 
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2. A碕 1J1弓LflO:;'. 0譴v 恥叫OWJ11',>:;:1~L~
3.01\l1':i絹叫和Ufl':i~A1Uサ這~A~OU"
4.~ 碑1tl11孤泊弓n釦~0\]~0\]釦
5証11

ッ I.J GI 
・一引UflLL~討'uu:'. L1~11':'.L和叫勧枷d初

Vli'3fi1屈

ー 柘1iJL督曲』,'Juuti引

6 . 柘袖わ渭叫OUfl..,U"fiむ国flわ 叫'¥1釉紐v¥11l'ltt1曲Ott枷対1

《甜'ti》

し，

甜'l.1=時代（名詞）

揺lJ(恥＋文＝「～したとき」。ある特定の過去の期間を表す。それに対

細 U は過去だけでなく現在と未来のことでも使える。

I. 墜曲叫皿合叩斎tiun百fl,;訊IU'll1J1U出 ~«1 \I 月1J~Vl1~3.JV11町叩涸ti

LL~~ 和~Vl1~出 ~Ll1何tioti

2 . LL泊釦而吋ULfltl青畑枷flru LL ;Jff \I~11 , , 

3. 甜訊刑恥1iJLLwcfvi~1t1 flu1 l1tJ'lfuUW\I~ 切孔叩f1Ui.J1fl

《ci1u》

名詞，述語，

i四＝部分（名詞）
または文の前につけて， 「～場合は」， 「～について」， 「それに

対し，～は」という意味となる。

1. ゃ珈饂uR1ffU1~l1'i'i 血贔uUL!l1麟uR1ffU1fl耀
2. flU~ULL~~f-lU如紅1叫叫M砥1UL叫柘!11研u 也AU1l1tl1f u1J和
'j1"lff)1'j 

ッ .,y.. ッ
3. L01'J1tJtJflLL~1fltJ Lが1廿＇

t 
11ou~1u~::: 的訳）：：：1'j uu和0~袖術箱'¥l



1. 文法化現象が見られる表現 69 

< \-1~\l >

梱 ¥1=誤解する，迷う，（動詞）

動詞の前に付けて，「（何も知らずに）間違って～する」と，一時的な誤解や

迷いを表す。

i も1 . '2UVI~\1 1.J'j fl 1 W>-J1 fl¥l VI~1 り L 賃 OU LWう1::祠 ~i1u\1':in1w1 廿"::月Vし弓1fl11
項 Vl':iOfl和恥n叫卯わか贔tio:: 

2. iwnuuoni蒻加疇如1伽如疇unu iu匹豆~WO釦疇
加恥l 局が1 叫uni~-~ ッ.., , UflUtl>-J, 呪tlO¥lUOflLt'UflU

3. ~ 叫師」り鉗LU心」1加り局1t1fiuuut1 り9呵皿弛仇m珈暉unu
LL~ し和nj鉗 m珈翻。疏u

《Vl1 》

¥111 =捜す，捜し求める（動詞）

Vl1 +動詞または形容詞+13-i =「～ない」。否定の表現である。期待し

たこと，予測したことがその通りにならない場合の否定表現である。

1. 如1f11f'Ufl1~1 , 四国畑flFl~如碍OflL仇が1洲渾刊LLl1UW111 
l, 

L門1,源 fl1UU佑 i\1~0 ¥l fflJL和Ol'IW1flL門1oti

2 . N面Uf)11 LL t) 1ff13-JW':i 1 Ufl ¥l ¥)::; 珈Oflfl'Vl~11J3.J1fl LL枷沿ぎfll'IOfl~

3.tjlll疇的l¥lll ilL i'.lUflUL!J 0叩幽ni1L~O呵9戸廿1L1JO晶 /Itri~
LL fl i>恥,LLfi1 L'liOVl1Wl'l1紺fl和13-i
;f II -V- f~1 .J'II 

4. flu'U V1u1r.-Ju L':i1袖i1 wu,, ::fln "uu1 l11 J.J LL命叫1UULL~1 WU立吋fl

加~11-1
.J 
5 . 曲）和ぅ1対‘叫'fl町哨1fl1"5l1::し~1::fiu 四出：：打1叫付廿1\1和ぅ 11'討
ベッ 't  
6 . f) ¥l LL 3-IW':i咋V和1i.Juu~::;1」 0吋直1恥社訊~LL袖::-ir1-zru和而叩
.J L叩o1~
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註flU恥頑flfl莉孔ぅn机d7 -叩叩Ofl鉗知如fl3.J~L和ifl'1'1-11 局

《Vl1f1》

Vl1fl =-分離して（修飾詞）

接続詞として， (() 1) ¥111 fl (11) を文頭につけると，

う意味で，仮定表現の一つになる。

1. ゃ叫tl'U叫如叫1 Vl1flf'l OJtltJt.JL和t.Jfl滋7ー，

2 . 皿頑叫ぅ13J紅 fi¥1fl LL~\]由 tltl~f11ぅ出切1叩1 責llm1~1 

3 Vl1fl"丑n訂ふnう切m藷ヽooni曲1 内01""~吋叫伽麻11畑 !'.Ci¥1fl . 

LL~~~1印~1'tt.1fl1うci¥J貪u肖100fl

「もし～ならば」 とい

《し恥u≫
 

L珈＝見る，見える（動詞）

または述語の前に付けて，屯四gは文頭に，
す。

「たぶん～だろう」 と推量を表

1. cl訊 'll1呵年1JJ1 ¥111¥Jl'l Ofl吋ti'll゚円1叫如袖o
2.fJtlJ)111 屯四迅 ~4lfOtl門0ヽ V111lJ LW'l1~L'll11 血1lJ'll狐Vl11U暉l

3.L'll1年~L~U枷it11,J恥和1

し和心十述語+L~ 皿恥

れない」と，必要性を表す。
.. I II 

4. H訊Vil.I\)叫訓')~,r叩n J.J加1叫1VllJ~fl1'tJ1J.J~L t1LL~1 
ツ

ー ， 1_!__ 
・菖亀, .., 

5. 紐 LVIU',)~'10 ¥1Wfl ¥11 tJ cf m計OU叫姐皿恥柑lJ

6. ,ll.,IL引u"~肖0'1i11り廿1UL衰tlLL召1 LW'tJ1~1 属~UL環ti¥1UUi'1 L fi OlJ~fl科u
"'"  

「（何かの事情のため），たぶん～するかもし
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“ L VIU わ は文頭に付けて，「～だそうだ」，「～らしい」，「～みたい」とい

う意味になる。

7 . IB1ri1Lflい1咄1LL疇幽u囀 QflJ.11fl i)~\11 加
8 し珈郊恥1加 {vu叫邸訊訊!vvit.1111-11

9 . 麟 1恥1UL viJJu ?i 1 L吋1加

曲は文頭に付けて，「～と分かったから」と，認知と理解を示す表現で

ある。

10. 屯叩詞ni1 01釉鑓1":;1~oon"1n1'l潤li1U1~LL恥..、,
11. L'Vlt.101~1 ぅ tiuen11 w-1\1恥~DU
12. 血和f)tJ1fl1枷譴0曲恥t.11叫 1 1 >J't碕
13. 血_flt.I~如叫如9年温nu砂1fl W~L~tl~0\11如"'~1J1¥1 
14 L引uし'!11l11UL石(il1 JJ1~\lUL~l.11 iJ1 局L~W~fl． 

15. 血叫廿OU蒻悼OU3-11f1 L邸 VIU恥OUfl和1雌叫叩

1年は文頭につけて，「～思わない」，「～という雰囲気になりそうもな
い」と，期待したこと，予測したことがその通りになっていないことを表す。

16. H3-l~0\'11加~~1叫o,i~ 述屯底諏8
11. LAぅtJOflflru uoti~o ¥'I LW~\'113-iLwう 1::: ,l'U'W¥'I LL各ずt3-iし引u1JJLW':i1 ュ~ti 't舟
1属
18. flぅ3-10か 1J0f111 VI炉'VIU11吋加：：："::: 即叫'n 如~OU珈1叫L恥郎1~
L恥恥：：：;)fll~ti 

《
"9 

LV13-JO'U 》

L VI和vu=同じである（動詞），～のようだ（修飾詞）

L'VI和vu和は動詞，形容詞，副詞の後ろに付けて，「まあまあ～する（で
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ある）」，「それも～だろう」と，曖昧な言い方になる。
t 11 , I IGJ~1 1. ~ 叩) i;iu~fl'j11fluu 叫叫m 吃匹叫曲疇和鉗釦vU引
1 出わ雌1u~1 うし ~l.J

2 . fl皿丙fl111 ¥J 1 UL fl ¥J 1'Vl>.JflfU - L fl \J叫~01..1111..1吋ti

3.l'j1此血叫恥oヽ呻↓ LL恥叫匹鑓1f"l lU袖碕Utl'¥J1'-l和」
一貫LVI和vU11Ufl和

I "'..r I ..r 4. Pl13-ltlf1和ru肖o¥1111 u 1 V11 "j'l i1V13-11恥 LLPl1'UU恥 L~tl~0\1 叩001Vl1"jf1"5::
伽咋1'l~恥簡u叫 outiu

《'li1》

,~=与える（動詞）

動詞として使う場合は次のような例がある。

1 . Vl11局直11ぅ加和ni材け1VI血
2 . 如珈;fl叫J.J'U:::li1 Ofl1詠'u府n征 'UO¥1炉v貪
3. WOL i1L 1~1渇 'lRO'l和

なお， 1主むgは（普通はこっそりと）味方してやる，後だてになってやる，
けしかける，という慣用的な表現である。

4. 1 JJ~1J\1~1J1 ti o~1-s 介u ,L~tlt>U:::-1 0~11'LiflOtlL~l11 り >rui1uom-nt1u1

動詞の後ろに'i1を付けて，「～（人）に．．．（こと）をしてあげる，または，
してくれる」

人a十動詞+'i1十人b

人bは話者（～してくれる）または相手（～してあげる）と同じ人物であれ

ば，それを省略することが出来る。

5. n雌 11utl'¥l 1'31::: 日(;¥flOLL rl ふ1加1;.i1L~
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6 . 恥叩13.J和,~
＇ ... 1 . t101J't~u:: 術-,r1mflUVIU'渇o1i'l M 

8 . r-J3.JW1J~U'10U甜1J00f13.J1恥出 fl'lf叩峰1 0か 1訊011tJ'l~'l u町 Vlr..11~訊
13-Jfl約

9. 和蜘1弓g恥憂
10.'llOULOLfl'fi"i"i3.J3.J1flU:: ~1吋1J~fl'1惰ィ。 in'l狐OU

I ... 

11. ltl¥1LO£.I 1卓},1J'1"i10~0 釘L'10~柾 uu和 1伽uomno::
12. tin 1 l11'L i柑ULflO::LLJJ釦1JJ~LO\'J 
.J 
13. LWOUL01f-111血 113.J1'li11 n'l'i "i "i, ↓ 

莉~.., ~ .J ... ッツ I I 

14. ¥1 "ifl~ 和門0¥lLWOU迅切疇曲函恥
ッ

15. u1rr1~0::t1n恥LML f-1 "i L VI "i 0 
.J 
16. LWOUl1叫~1VI珈枷L011 イ'li1

17. ぅa枷u:::濱ロ：：：1辿i堕
18. 渇tl1fl~~'V11が 1,悧恥恥，，ー
19. 恥し01和雌t1101ui~LL)4 

, i1は動詞の前につけて，「（人a)は～（人b)に…（こと）をさせる」という

使役を表すこともあるし，「（人a)は～（人b) に…（こと）をしてもらう」と

いう意味もある。

人a+'ti1+人b+動詞
20. ,iouiJ1r.1ri1 uu't~1 ,J吋1l.l吋o:w1ぅヽ"jfl'VIUOl.J 

21. l~Ul'IO\'I加恥和函1些迅塑佃flUfl L紅油吋雌Ol.l
鸞ノッ ツツ

22. 3l'u利~u~1nll1~nll1Lじバ8llu¥'13l'ui¥'luu ~::1~'t i13l'u令u3l'u't舟3l'¥'Iし吼り1

じ50~

~ 23. L OU1 打1~1aJi i1u'1 i ni1'1 nri1tlf11,i13-ltln;i 
24. u1t1rJ1t!l'l~oon1曲111 属峰1

25. 直t.11匹パ遠早u
26. 謹並凶叫属1tlf1U~~1lJ和JLVI恥庫
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21.'l 伽uoij責 1iJfl韮t.lf)"l洲Jfu~0\1fl1"S

なお， U血1ill立 は文頭につけて，「（話者は）～という結果には簡単
にさせない（話者は絶対そういう結果にならないという自信がある）」という

場合に使われる慣用的な表現である。そして， ＂枡N は「貸す」 という意味

で使われる。

28. 閉生乳並J \)~L01枷1JJ叫

29.'t i,tl'ui1 tl11 tl'u~::: し 011fU~t111 属
” 

30. り惰'ULt111塑!!_f10U出

しかし，質問文の場合，「人a+

, i1 の代わりに ":::i~であれば，

9ざし材 十人b十動詞」 というように，

「～をしてほしい」 という意味になること

がある。また， " :: 1 JJi~,,..,_, であれば，「してはいけない」という強制的な意

味合いで使われることがある。 ¥1 ::;6\~ の後ろに来る人bは話者または第三者

であれば，それを言い表す言葉を省略することがある。
”ッツ U

31. >fu和~U"1flU1WflU1Lいi¥l'!lo ¥l ,1'ui ¥1 tl'u":::1 JJi廿,1'unu,1'u6¥舟Jf¥ll秀tl1Lうo::

32. Vl11屈Ll111ぅ >1'UfiJ.J1Li, け1VIJ.J~LL 各 1t1::1 J.J, i1~1~\l~1 ぅ >fULう 0も

33. t1::6¥洲1t10::1ぅ1VIJ.Jl命
II ., 

34.1 JJし弓tifl~\l J.J1 fi UU1 nuvi1 fl OU~::;" ::'t VIU¥l fl Otl O ti'l Uぅnoci1 ¥l uuu::L v1う0

35, II , II fl1 ":: VIHJ.J~~,iぅ \l i u::flうlJ... 
. 11 

i,t, が動詞と形容詞（副詞，文）との間に挟まれると，「～（の状態）に．．．

をする），または「～するように．．．をする」と，意図的，努力的な行動を表

す。

n11 tln1~11J1 i1ucl~o 討：~LL~Lじ;ifl tf 1~1 l)::: し=rr~i1L!i1 
＂ 

36. 

37. wm~Lu1L~UJ.J1L i柑u恥~u\J和雌

3 8. ¥11'U甜'¥1肖1¥1ucl o出恥ci'31伽ふu~和
3 9. ~, 龍, VI如J1 局1 加~,~加LVI恥OUflUL'tl1釦
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40. W1fil'i1Ufl和flH1fl'i flfluU'itJL~ 珈れば諏卵nnう町即直L1~1 
'II'II ヽ

41. fl':i胡釦叫3-i1屈UOflL紺碍t1Ul1flfl'Unfl机
＂｀，ー 9
ッ... I o., L 21<'9 O o., I 

42. Lln1flDtl1flnU VltJ約 1unn:::

43. L~Ul1D\1励恥111..1 D訊伽'u~笠逹皿叫'n
44. 年 1fl釦 9疇直叫枷ふVin1 ti o on J.J1 RU fl nui仇和
“ ‘―`  

如g

45. 0か!)e:::1叫：：：f応：：：i'ui 伽Oltl1LJ.ILVI恥~l.J~fl

46 ... LL恥直nft.1n~OJ.JJ.J1 L 伽t.11tl13-JJ.l1L~t.JU LW':i1::: 州fl~fffJ叫1
，，：：：1局し弓!JULi11'1J i 1 u 

47. L百 \lU~Otl01L~fl 吋u1 u1~t1u~u\1 符 u~tl'\1~1L 計 1'UL符iirivu

48. O出佑1伽叫OPl~ouluin on~::: 

49. ori1~\1L l1t-t~ni 泊ruviun1 伽u11和暉：：：
＂ー

50. 序LlAl"i 1 :;:~\1'Ut:t ぎUlll1tJLn1 rio しィ。 \lL~し貪0Ill~u 1J ,> ULL 3-i~\1 Fl"i OJ-IL 1'肖D¥1 

'ti ¥1 L':i ¥l VIJ.l 0 

51. flUOtl1 ¥1邸：：： ,, :::~,! 印1し恥函1釦両叩1~LVl':i0
52. woi~L 1n1L恥ffO¥l11.J 弛~,塑
53. ,>~}11 ゜：：：1 討：：：ni麟 nぅ恥fl"iぅ証1¥llflOt 
54. nfl術 LL~L~u\lL 紺o枷⑰nili,, 

'II - - ,. 

四はその先行詞が後続詞の原因であることを示す接続詞である。

55. fl訂符面叫flU和
56. 曲祈0\1!JOL叫碕fl翻OU 祁、四加研畑}lfl1Ul~tl
57. 恥>.J1 LL伍 fl~jj通立釦n碍8

58. 加uu't";.i1n叫 fli'iうう>.J L~ 吋直曲L1~ 耀和l'UL~tl
59. ぼ暉叫1日面u:::打::; 1 仰fl1~L枷品戸1 如WOL叫国が1wu
此珈l11~'Ull'l¥1 四而呵Vl1年 11¥11出泊両」吋1
60. 1 fli'iう訊Vl'lO~fl釉nw1叫加1 峰印如暉tf1匹曲恥

fl1~ 

61. H).ltl O L四術h6t\1L~O~ 佑OU
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62. ii'miJu~non如暉術L i1LL~1'"11 ti 
V 61 U 

63. L恥~'l II I Ill o., 1 'VllAI OLL 3.Jf!O ¥l OlJO 1りり1tl'VIU1L'lJ1 L Ut.1~ 甜

64. 曲叩：：LL flflU直m 紐1髄如麟恥flU, 

匹立は文頭につけて，「～をするように」，そして， 加 (i>'J)O出't~ で
あれば，「～にならないように」と願望を表す。

65. 叫滋tl).Jfl1討1枷わu
66. 哨1細釦恥3ヽ 叫wunu1n1訓fl , 打1~
67. tJO\l'JOcl1L~ 輝'JVI恥恥籾1W':i1 flL':i 1 ¥l1 nnu1枷呻
68. tlOO訊知叫訊~,UL~tl

、”Irua ＂＂ 
ー≪
 

1叫＝大きい（修飾詞）
動詞，形容詞，副詞の後ろに付けて，「一生懸命に～する」，「よく～する」，

「もっと～するようになっている」と，動作や状態の程度を表す。
~I ツ

1. WU町祁l¥1LL 列~1 ~Ofl 哨1fl'j!;'j1¥1L vtruLatl 
,'"'  

2. ~1 靭uvta1uw~i1L".i1切01J
11 11 '",'VlfU 

“ 
3. 1ぅ叫ti1 f11J)10 ¥1 <j'1 \1 ぅ !;1J1~ 曲伽碍tirl'u6l叫

.., JI 
4. fl1引1';j姐 iiuna叩 rn1ぅri":;LLW':i1'Vla初 LRtll11fl11畑:;01~~0\1吋'1LLa:; 

I f 
即 U1tl1W而釦'jflf1¥.J, 皿l

“ 
5. 直祠伽紅叫削LL約 1叩韻Olatln , .., .., 
6 . flvU RU UW".iぅfl".i!1J1~ 此L~1かUL叫

7. WO甜11瑾 fl1':i ".i 1J~~1 mL―~u1叩叫刹U!J旱対 13-in約1tlL>40¥1 
1研l

..rッ
8. 珈u肉討1l11¥.J打1ULL a 1 ":;a~fl11叫1u1 計 fl\.J~O り 1fl'4JO 即Latll11\.Jf1\.J
,'VlfU 
"' 



1. 文法化現象が見られる表現 77 

9. tiU祖1 ぅ ~1 l11~::: 恥 flU1UflOU函叫叫

なお， しい1tlfl..,U, 叫 は「おおげさなことになっちゃった」という意味
の慣用的な表現である。

《,i:,JJ》
61 viJJ =新しい（修飾詞）

動詞の後ろに付けて，「もう一度～する」，「新たに～する」，「～し直す」，「新

しく～する」と，再度の行動を表す。

I. 咄吐1局1Vl:1-Jfl~ ぷul•l\'I1曲u

2. 和!~11如i~11伽1 加~m~l.l 咋j年1 肴1叩吋11
3. w11叫珈i叫 1r..t'"'¥'I証討u枷叫1叫
4. L約;r~,叫ぷu1JJoii1 n'l~, fl"i ti o珈
5. tl'n 角11~1 しt11, viJJn1cf\'l~UL~l'J\'1111 ぅ o 令 U1l.J町月1 舟{,o\'I~~~

動詞の後ろに い世』を付けると，「～をした最初のころ」と，経験を表

すこともあれば，「～したばかり」，「～したて」と意味することもある。

6. ~u1叩杞刹u~コ 1 袖加Ol.Jfl 炉1年。噌u 叩1~恥和1暉 u
し ~u1-viv峰廿＇和fl11LLW\13.J1fl

＂ 
7. f!OU叫む」和如恥止叫d加」n叫叫8

,I' 
8 . 細叩叩如碕u証1叫 1 L'll1~1叩1UL~tl
9 . 漏'-.Jr.-Ju~止,flt.It.ILL~~ しilu1 細~u し知u和」叩nn
10.'llUJ.JU¥1和和1叫り滴1.JVIOJ.JU1'v11'U3.J1fl 

ぷ
11. LW~'lU,tOU吋'lLvi>J _, 罪111如 "i1印暉l
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《1v11 》

1 Vl1 =振るえる，振動する（動詞）

動詞の後ろに付けて，「（体力的，精神的，経済的に）～できる」と，可能表

現の一つである。
＋ぷ， II

1. し馴疇叫'Ut>1f1炉叫叩加和渇ti1 t.lLL f1LL~1 L 知訊Vl1

2. 1 ;J恥四疇」峰蝉違皿Vl':itlf1

3. vJ咆~'Jfl1姐tl'U皿竹如曲Lti flflj"'U 1迅皿VI'lti fl 和和弓ti'ULL1AI \1~1 fl 

なお， 1 ;J1 V¥1 は「まいった！」というような感情を表す表現である。

《⑲》

Ot'l =こらえる，自制する，我慢する（動詞）

0~ 十動詞＝「（～はずだったのに残念ながら）～できなくなった」，思

い通りにならなかったことを表現する。
ッし

1. L':i13-111J'1 fl1tl1研皿LL恥 L~tlu(llfl\L~tl
＂ I 鵞ヽ 急 ツ

2 • 和1迅即Lu11'1 Ufl1Jt'ulJ3-11 L~tl u (ll恥
ぷ'..,. t I 

3 . 和Ul.13-l';i1 tlfl 1';i しw~ 1ヽ出9 酎i1> 111> :;rnf1J3-11吋V ~o恥1叫\lfl和;fl 0~ 

伽 L甜JL;1J, l>i沢

⑲ ＋動詞+ 13-i1~ =「～せずにはいられない」。肉体，または精神の

限界を表す。

4. 11~:;~~r1113-J01U 13-inUTJU'3Vl11U LL'1~u しti1.1TJ1.1JJu1n1.1 n 。 ~nu13-i1 責

L t11 JJ"tfuTJu¥l LLF1~mt,ur11.11 u濯り1 Lt1UTJu'3~ 5. i'.1if11~ 呻面~u 13-i1 u~ 1 ,,I' 

QflL~nu心JL~E.11 u~ 釦 u¥l13-i1局
霊 ッ

6 . L 1R1し引l.lfll.ll1'3fl l.llJVI弓＂弓80J.IU1R1 tllJU1f1 l.11f1 R 1~01 u u~,: 3-JL vi13-i1属
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《 8り1ft 》

0~1n =欲する（動詞）

動詞または形容詞の前に付けて，「～したい（～になってほしい）」と，願望

を表す。

1. flUL'j1~fl叫U堕ユfl し如UflU賃

2 . fl直和1叫 UL~fl釦j翌団か叩
a. n1翌~U'j~WfJ枷ULLUtJ~'j 111~ 府1年かm訊UW'iも
4.~ 四 1o1n呻叩道辿皿1J.LLf1叫曲釦面砂n匹 4ふ
峰1 L珈1 伽R11u曲~u~L1~1 L'j1⑱ L肋flLti吋1~11~0孤ui'1

＂＂ 

≫
 

ー引
u

゜
≪
 

叫＝住む，存在する（動詞）

動詞の後ろに付けて，「～している」と，現在進行を表す。「恥 ＋動詞（形

容詞，または名詞）＋叫 」，「佑aヽ＋動詞＋叫＿」，のように，他の助

動詞と組み合わせて使われると，意味はその助動詞にあることが普通である。

また，叫 の後ろに数量容量期間，距離単位などを表す言葉が後続す

ると，叫 は動作の範囲や限度を強調する機能を果たす。

1. 4i碕uih~1u叫血伸：屈咄q和〕贔珈1知珈枷恥ご加
2 . 引弓 l1fl1fu\1n碕‘始皿0(11~(!1曲Uu~L~fl枷o註'uoti

'II 

3. 和11J"S1~fl1 和） '11加J\1恥和呻nni UL恥fl1釦叫ut~細 g
L'Vl1JLTJ13-J1吋 1tlfl1'5~1¥111J 

4. ぷu沢和1如11虹叫 Ltl1fl1姐ttuoti~u\1i'u LL約1JJ1 tlom~tt 

5 . Lfl恥 intJ1紅tJ1 tlLL紐,"1ツ 1~"'OtlO惰祝JL賃 E.11 w, 渇flLL恥
6.'j~ 畔 'l11零 1国枷rn¥1 和flEl UL負OlJl-'411tll恥袖品。'1Ltl'5"'
四~~0\1~1叫廿11JOtJ1fll11ULl恥
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ある動詞の後ろに付けて，ある行為をして，その結果を残すことができる，

またその存在が残るという意味での「できる」という可能性を表すこともある。
ッ

7. U0\'1~11i細りt.1flt.1L 柏~t.llf1\'I L和UL和1iJov

8. 伽訊弓l.llJふ1iJOV¥.1'i Ofl 
9. 11~1~ 対fuov対0 釦~t.l~~fl1l.l

＂ 
10. fl'i~~1如咆知1屯國柘1紐諏厨恥9叫皿祁1 属

《 OOfl 》

0011 =出る，出す（動詞）

動詞の後ろに付けて，動作が中心になった人や物事から外へ向かって行われ

ることを表すこともあるし，動作の可能性を表すこともある。
ッ

1 . L~1~0~LL fl~f1~~"'1~tAl1flifooflfl01.J 峰泊Otl而1曲~o~叫~~1,J
2. ぷu袖す1f'l~flf1'10U紐む佑L和咄1翌\)1flflう切出
3 . tAJ, 叫lo~恥11l和 flVl~'UVliJOOfli>1fl1 "i~-~1'Ul.J~fl LL~~ 計1~1\)

4. 出切1"ll'l.J出切1flJ貪'ULUO伍硝饂叩紬述早
5. wJ.Jufl13Joon鉗叩珈t11~1V11.JiJ1rlou 
6 . 叩叫翌D_1 VI面1RU1Vl'ULUUfl'U~f'IU1 皿珈叩1漏
7. 柘~~1f1 りやtAIO¥)咆些皿1叩他

巫旦竺は動詞，形容詞，または副詞の前に付けて，「ちょっと～」，「か

なり」と，物事の程度を主観的に判断する。

8. 帥unr1"Jo¥1し;fl翌匹心LVl~01 tl1idi叫1如 1','lij
9.1訊けu和 fl1翌匹LLW¥1曲紬」和1訊 L逼 uiu,~,,」 L青昨iu
10. ~ ⑮社lJ"jfl翌壁ピ和 11-il'l"j1吋1恥ぅ::o::1ぅわu
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< 01~ >

01'i) =勇敢な，大胆な（修飾詞）

動詞の前に付けて，「（法律，規則，慣習に反しているにも関わらず）～する

ことができる」というように大胆な行為を強調される表現になる。廿~01i',.._,,を

使うことも多い。

I. t11皿世皿YlJ叫h1れLJ.J四狐iu炉UU1tlが'j1 i) 
2 . HJ.11迎立術,i1WOLL雌i1,i) 1計
3. Ui涌fl,;苅訊RU1J¥101i) fi滋v\1ilu約1飢曲洲~vu~vu
4. iJ叫 JJv1i)面出巧桁J.l'j()N1U1局

011) (t':::)十動詞（または形容詞）＝「～する（になる）かもしれない」，

「～ということもありえる」。可能性を表す表現である。

5 . lJ1tlflぅ冷J,JlJ,i弓011>,>::; り諏fl1 1>I和 1叫恥ふ1叫n1属,..，  

6 . fl11叫t.l'llO向fllJL'l1皿雲LUt.11>~ふ3-l1釦訊1責
~I~I • 

7 . ~lJ01 t) t':::1 迅 U\11lJL~tl\1~\1fltlJ f1 1 I青url'
8 . 柘知伝~LL~\1 哭豆,~flt.I紺和1囀釦紐nぅ：：：uf 
f)'l ::: し出i1 1 かも \1t.10Ufl1~t.1:::

なお， nヽ~~ は 01~~:; に似ていますが， Fl\]~:; は「～だろう」と，

推量を表す。

9 . 謁疇UFl¥li):;~\lflOtJL 1的

10. flUUL珈fl L~O印u枷u竺？切Fifi
11. 砂釦1叫 1,. 竺t11t11雌
12. l"li¥]伽 :;"'111 l11釦 u疇 9
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2 . 慣用的表現

ここでの慣用的な表現は，たとえば， 'l~~1 (腹が黒い），伶w珈 （足
を洗う）のようにその語や句自体が単独で使われても十分意味が伝わるもの

は除き，他の言葉と一緒に，また文の中である特定の機能をもつものとして使

われるとやっとその意味が発揮される表現だけを取り上げたい。

《濱Ofl--.....L01L祝8 》

「好きなように選んで下さい」という意味合になる。

1. 珈頑町りLL1J1J L詞L肉OflL01園 j
2 . 滋疇UL~ti1 if i国 1flL紬fli1¥1L01暉 j
3. ti叫遥函tl~flu~汎 L召 8fl~11.JL01 呻,>:::し01年 1¥JIU 

《～訳月》

動詞，形容詞，名詞，または文の後ろに付けて，「～の方がまだましである」

という意味合になる。

1. 吋加~lJ113-11fl LLfl1枷j\1~1iJ細JVltJ11Ll1由
ッ

2.flWL咋Lv~fl)'vlJl11lJLVl~13-J1fl L紅遥団的u珈 rn¥1
3. 如i砂叫1tJl1flfllJゅ譴叫flL柘恥研両函
4 .'lf 1雌1¥111..I炉uiJ1\1翌月nわ1曲10~1 うし~tl

5 . ぅflfl ru油呻叫叫叫'ou符い1年 fl
6 . L f1河v 賃 ff\1 訊各 rJ3-J13-JilL~tJ
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《
.., 

~\]甜Ji):; .......,》

的曲＝疑う（動詞）

行ヽ曲("~)は動詞，形容詞，文の前に付けて，「～じゃないかしら」と，

現状から原因を推測する。

1. 砂釦如和知），翌1曲恥fl1JOzj
2 . 1 JJili fl-s l11 u呻壁迎1JJoぅ'ot1
.., ,J' 
3. 1'lJ1Jf'IOJ'lJ1L OfiLL~, 泊1V1cioR、南tJil曲， 

≫
 
～
 ｀
 

＂ぷ＂“¥
"
 

鸞』

iヽは時間の単位や場所の前に付けて，「（ずっと）～中」と，その期間や

場所の全体を表す。大げさに表現されることもある。

ツ 1亀9
11 
〇 亀ヽ

1. fl10~lJ1tJ WJ.l~~\JO\Jl1\'11\J 

2 . l責OtJ伽¥Jflf)極血陣紐1Vl¥.11 JJ1肴
3. i1如 mヽ直紐肖u和1炉函曲祠m 疇 U
4. 曇記fl~O~O柑UL員m
5 . Lfl恥叩桓叩m 両緬応u
6 . 叫'¥'I符o呈日利叫咄訊如

≫
 
～
 

a
a
 ，
 

r, .＂ ”、
動詞，形容詞，文の前に付けて，「～のようである」と，態度，様子，雰囲

気から推測する。
I 

... 亀ヽ I I 

1 . fl fl.I L03.JU¥1'Vl11 l11~::\11 ¥13"1 fl , . 
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2. L'll1l11'U桁 1r-l'~ll1t1n和 l11 此~tl1J3-11fl ，，、
, .rど ッ

3. fl皿R1叫叩tlfl¥J恥釦也竺Vl'U113-J1fl 

《1叶---(L01)咋：：：L卵》

「全く～ない」 という意味合で， 13J と '11'::::⑱ との間に，動詞， または
形容詞を入れる。思い通りにならないことを表現する。

1 . n1ft ruu11: onL 舟L~U廿1':ln~::高LLf)L'll 11 >-lL所LO1'lf::L~ti 

し這 1~釦珈1
2. ~ 迅 d曲Lv1 哨：： L邸 L~tl恥 uuo11

3. 枷釦恥杞訊恥81匹L~祁1tlv1vti

I 

flU恥叩O'U\'-1~11
＂ 

《～
.J'I 

叫1'.JlJ(し珈） ≫
 

動詞や形容詞の後ろに付けて， 「こんなに～」 と， その動作や状態の程度を

強調する。

1. LLW\10~1\lrl'TJ1ti13.JooflVl'lOfl 

2 . 釦m辿遥8 細」flflLLU , 
3. 血u叩咆坦｛恥1叫研tlfl

≪
 

I 

1 JJ"-伽 (1J1¥l) VI肋（旧切）

13-iの後ろに動詞を入れると，
る。

≫
 

「少しも～していないの」 という意味合にな

1. l1叫 h油加{。 1絲o伽vii0 
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I I t ., ッ

2 . ぅflU'l'll1flLL~'U~1'Ul1'IJ fl~1'IJ 1'Ufl~1'IJ'U U1 Uvtl~3-Jfl'U'U ＂ ， 各 13-JVl'U1flVIU1'IJ
V V 

v,~o 

3 • 和心1U 13JvtJ1flVlt1~1叩加珈Vl'lv 

≫
 

,4"“ ～
 

w
n
 

“¥＂ 

「だって～ですもの」という意味合で使われ，言ったことを強調したり，感
.J 

情を表したりする。 円は文頭， U は文末に付ける。口語である。

I. flflJ1Jvfl11fl1M11叩 Ufl l1113-lf'I ru如麟：ー枷戒呻

2 • 恥晶LtJO::が1叫閻細9紅歴叫世
3. fJ ru訊 m諏 1L!l1卵叫如ー如1砂 ¥lrl 

I 

《動詞十 LLPI +名詞》

「～ばかり．．．する」という意味合がある。行動の範囲を強調する。

I . 1""uV1~ 釘り11曲1o:::1'l 
I cl 

， ~LL呻1
一＂

2 . VI恥~1J11LL 0』 1 曲：：：1 ぅ ~Vl'lOft 細伽：：：
3. 叫伽如¥11.JOfl訊叫釦哨加Vl'lO fl砕」

《 l珈出~~1 》

動詞の後ろに付けて，「いつも～」，「常に～」と，．習慣を表す。

1. L珈和'IJLL約 L"l1J.11l11'Uf11LL淵珈渾珈出吋1

2 . HJ.10 Of1fl碕‘ヽ ~1訊ilu出か}lflふ

3. f-J ru~1~~1 l1"j1如曲uし珈h:;阿 n恥 lU81耀
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《
t .., 

-- 3-1¥'I (fl';j~3,l\'I) >

文末に付けて，「～だろう」，「～じゃないかしら」と，推量を表す。

＇ 1. ij叫ヽ ilo1祁 .., I L I 

t 
3.J1fl'UL'll11J~R"S 一 LL3-1 L'll 1 3-1 ¥l 

1 
ッ

2 . R ruw~n1~1 lltl し 'll1L~ti13Jしが6t"伽
＂` , 1 1 

ッ
9ツ亀 1 

3.RnJl11 ぅ 3-J"S3-1¥l 11滋0¥l珈和消
＂ 

《 1Vl¥1 (術13-1) 》

「（～する（なる）のは当然なのに，）なぜ～か分からない」と，納得できな

いことを表現する。

1. nu"tl'¥1f 1 Vl\1rJO~ 

2 . L tl11JOfl作」1tl\佑卯珈1叫 ~11JL恥1 局
3. ~ruu1訊 fl::炉 ~~fltilJ':ifl lJOfl耀 Ufl';i1tl1 Vl\11珈逍~m厨ofl 所斤

《 n 、門1J1~rl' 》

形容詞や動詞の後ろに付けて，「こんなに～」，「ここまで～」，物事の程度を

強調する表現である。

1. ぷu1>-i恥 RtJ11う1fl1 i>~'1fl0 ¥l t1U1 "'if 
2. WJ.Jl'l"S1咋 LUfl和町恥哨加nflLL心1如 1咋珈吋迫逗
3. fl OJW釦fl1M11l'ltJ1計Lf1 ¥l召¥ltlU1"'五滋11 >-i肖O¥lJ.J1L弓r1uii1局fl.

~\I 
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＇ 《～仔w科（ふボ）》

命令。願望。「たまには～しなさい」，「少しでも～しなさい」という意味合

いで使われる。動詞の後ろに付ける。
ッ

I . fl OJ~~LL釦江刹u 加研fl1M11加1¥]貪
2.~ 叫-\]~。翌 'lfl知u1JLL恥

.., 
3.~ 訊t.l\'ll 和 u~~\1 貪

, a 

叩 fl11t.1¥'I滋碕uu:::，， 

《,VlruLL恥
“ 
》

動詞や形容詞の後ろに付けて，「よく～をするようになった」，「もっと～な

るようになった」，と状態の変化を表す。

1. 印~1-s令濱ti1if: 和g屯叫中 1 袖加utt3.J1 し ~tlUL~tl
2. L~tl1, 面峰1 ¥11U1曲1

3 . 北贔后函屯池む肖狐1如畑

“≪ヽ (L fl~. ~1U, Lfi 卵）~:::------叫ふ ≫
 

「もう少しだけ～になる（する）」という現状を表す。~~の後ろは動詞，ま

たは形容詞である。

1. \l'叶1i)11J此L~~i)叫U約 1戒1J 暉j肖0\1術1V13-J VI血L~tl
2. 叫 tli)1u碕由1¥11 UOQLL恥し紅ntfu1属わ恥訊f紐 u
3 . 訂nlrnw恥LW¥1J.J1 即ou1ボn恥：：：luo~LL恥

＂ 
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《,.._,, n ,.._,》

“ 質問詞の反復語+flは「（何，どこ，だれ，いつ）～でも」と，不特定を表す。

1. 麟 1玉1砂 v
2 . 国 ,_n1曲n't,,
3. 也嬰,_n1如 nn1tl
4.'l fl~ 1而面1紐 1..111請,,,~ 

≫
 

伽

｀
 

ッぷ＂～
 

”≪" 

「すべて」，不特定，包括的な表現である。
畠亀9

I • L 1~1船的Ul1\1UU1 出1L和閲OVl11U
2 . 伽和何叩FIU1肪0¥1佑 LO\1和 1曲FIUFIOtlWt11Ui~

亀亀9

3. ~LL~ 伽初l1¥1UU 13-l甜叫\1L~雌'flFIU

《月呵叩～》

動詞の前に付けて「～できる」と，経済的，努力的な可能を表す。

1.L枷曲峰恥1加 LLW¥13.J1fl釦述血四1.f0V1'5 on 
2 . 胆~.ru.J1雌匝恥uon1 責佑1心血暉1釦姐崎L曲
3 . LLがn,;1i姐 fJfU間些血釦国」M弓o

《 W~tlり～》

動詞の前に付けて，「（～に連られて），．．．も～するようになった」という意
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味合になる。

1 . woilo11\1L~uり紅n呻匹土如わり
2 . tl1社油1LL~f1, Uf1'J』1 し約恥~t!W~O皿伽1u計m
ッ ツッツ...ッ ↓ 3. L"1U1tll11UL\.1~1"UL"lf1 ~f1UO\lf1~0\lW~OtlU\ll11U1 U局初

＂ 

《命恥," --》

動詞の前に付けて，「～するように決めた」と，決心を表す表現。

1. f-J flJ述饂心Jo詞0¥11l'lEJ 祈~, ~fl'j'jEJ1叫1t.l
2. ¥lt.l饂叶l¥11t.l紬訊珈面疇1

ど
3. Lt11otjLilul叩 n酎 t.11U l酋咆麟u和1U賛叫曲)1~紬 fl11
伽店り

《釘1>.J~"-'>

動詞または文の前に付けて，「～の通り．．．する」という意味合になる。
亀ツ 亀

I .':i~u1~,r゜ \1\lfi\~う1¥1 L ... ~OU!D_却う切1叩L弓 tJfl{0ヽ
， 一J,,ッツ2. u~ ざl1L う 1~1l1fl0tl1\1肝l3-J~flfl1細 \1fl1ぅ

~ 3. L':i1~1,r13,J 11¥1LLHUf1U1弓l1fl v rj 1 ¥1 LL~1 曲1L和

《LW徊～》

文頭に付けて，「たまたま」というように，偶然性を表す。

I . t11 flci'U嗅叩滋碕ui吋曲L~tiuvu1 柘l1i-l~U1tl
ッ

2. LHO 
.., 亀ヽ ツ

ru 1 uuuw1 mり1 L う 1L~tl\l~fl1':i し和 Ul11¥l ~, 
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I~ 

し面祈uo卵~\1t.lU 
QI V 

.......、
3 . ~l.lL v11.IL v1flfl1うflJ,,~。日， 

《伽炉tl'n 和~...》

「～」には名詞，「．．．」には動詞。 「．．．する～はごくまれ（少ない）であ

る」という意味合がある。

1. ~ 叫¥11叩恥ふ¥11ULL恥n
叫1\1L~t11

伽~rllJUi洲此OOf1~1f1\11lJ3-J1し恥曲1lJ

2. uvEJRUW曲：：：合~11 \11漏1両fl仇~u
I q I I .,rッ
3. ~1畑屯薗fl枷1uE..11\11..1 t.1ut11J対叫fl和：：：靖叫ヽしい1¥111..IJ.J1fl , 
4. わUL袖!11~叫叩副匹如叩~1\1 り＂ぢ,: ~fl り ut1i詞 fl恥
叫哨如

< ~1VlfU ～》

ct1 VI和＝～のため， ～専用

名詞の前に付けて， 「～にとって」，「～の場合は」という意味合で使われる。
亀ヽ a』 .., 

1 . L 1~1l1fll11t..lfl'U':i~fl 
＂ 

ッ

~1討l.Jfll.11 l1tl~Or.J恥約知fl1沼1叩

2 tt1wru曲 和血叫1..1111~l11¥:111..IL汀u紅訊‘判柘1加叩叩氾
0£.11 fl佑fl'51J

3 tt1V1'51J伍OULL加 tfuo~rr』1uVl1'lJO\'l\'11'1.J
4り叫n枷叫flわ貪;T.111J祈O¥'I珈 flfl'lO ¥l叫 m• • , . V 
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‘“
 r, 11 ≪

 

わ＝言う，非難する（動詞）

意見や感想を言う時に使うこともある。 罪吋1 と合~11 とは同じ意味

になる。口語である。
I "'"'。 4 し

1 . t,.J>-J11'll11 llしう1し和1tJ LL叩1fl~UL':i1U\1LL l1fl 叩fl~Ut>~街fl11

2 . 釦立栂如 fJ~'l1J1釦I1 \1四J~a" fl ru州叩, , 

3. ぷu立ぷu釦g叫 1 LL如 1紅直、咋髯n

<~ Ll'l11ぅ府 》

動詞の後ろに付けて，「いくら～しても」と，きりのない，終わりのないこ

とを表す。

1. fl ru恥1LO~和~u3-11n't他国立1督1 血3-1~
.., ..r I 

2 . ,l'lJv.ltl1り13-1-zrしし¥)¥1Ll111う しT.11fl1加Iヽ
I 

3. fl'U~1年丙叩fl が 1\)オ、 fl1叫孔ぅ杞;\11 曲'u

《 ni1(わ）此～》

動詞，形容詞，または文の前に付けて，「～じゃないかなと心配している」

と，不安を表す。

1. 細VM恥n叫量1詞 n枷咄1wvni11'::;1日訊

2. ~ru1 vu1囀 1加 EJl11'Uv1 V1111加釦1JJn約が枷釦恥't~r11u 唖？

しり1些甘0¥]曲
.,f I I ッ

3. LL01U紺h N).lfl~ 巧す廿l1NU,tflVIUfl U1 "~l'l 1>-1 
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《旧u~,..,_,》

動詞の前に付けて，「～される」という受身の表現の一つである。

I L珈引恥肉uf1UJ.11flわ ~LLfl心. 

2 . fl訂 'Ru曲呵碕噸u枷呻叩flL呵鑓fl疇加
I 

3 . fl11畑W訂n加叫l叫ju引 f1~119ll詞 f1UJ.11flL UVI血fl'i'i';i恥

I ,J' 
《""'ll'U廿l'U'U》

「こんなに遅くなったのに（まだ～しないの，または，～するの）」と，不

適当な時においての行動を表す。
I 

1. が叫
, 4 ッ• I o, 

':iOE..I ff1E..11'叫1UULL~1 L計E..I11皿 u磁疇匹
2 . 1':'.uun陣恥曲和和四国山細四Jl1t.11和 g

3. LiJU1't.1~1U血恥恥1,J1 tl,i~1血⑪

≫
 
"“
 宍dLW ～

 
≪
 

LW恥＝楽しむ（動詞）

動詞の後ろに付けて，「夢中で～する」，「～ほうける」という意味合で使わ

れる。
.., ... t 
l . l1flUl.1111 WLL fl 1UU~1l.l >.J1 fl ぷUL~U(i\LW恥 1

, 4 
1-JL lJ tl 

2 . 佑奇咋術"'o:;1'";iL咄Uv~ 珈UJ.11釦LL門U 町n'l1'l1血

3. l;flfi1 cf ¥1LciULW貪u tl~11 Ufl1U ucicWL~L'll1Lciu1 u 
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、”～
 

r, 
1
1
 n
 

t"” ≪
 

疇

Ufl =思う（動詞）

珈11は，「～と思ったが」と，思っていたことが違っていたことを表す。

I. 即tlULL~fl iUUfl11fl OJ恥n1-o::: しUUflU和
2. 即ouv~L~vゞl l1~ ふ凡1111tJviru¥'lnf由UL祈n1tJ1 unul1n tu 

" " "'"', , 
3. flU1量叫叫fl¥')麟所1叩：：：d刹UU1U和1

《～吋晶OU 》

副詞や形容詞の後ろに付けて，「誰よりも～」，「一番～」と，程度を強調す

る表現である。

1 . LL~U和1 Vl1f-1ぷ珈約 LflLlJL~U叫f1fl1晶vu
2. Jヽぅ()1 \tJ1 曲~~1flfl1孤O'U 1品O¥'lfl<f1ぅn枷
3 . "~\'I ifL l'Lin 1孤OU~加曲um恥ふiぅ
,,I'I  I 4 

4. f-l'U'UW~W\'l\'11tlfl11LWOU 

《
I 4 o., 

,,.._ (Otl)じV13.JOlJfllJ
V 

》

動詞や形容詞の後ろに付けて，「まあまあ～」，「少し～」，物事の状態の程度

を曖昧に表現する。
“ツ呵 I 

1 . f'IOULL':if1 , 位f111tl1f10~LVI細 EJUf1U 細EJUVlcf¥I L械 u
＂＂  I 爾ヽ V I I I 

2 . 曲既J1tl1 iJVl1 f1Ut'1tl EJ訊加ounu LLf'l1叩flOtlilLfl吋1¥1

3 . L rlo叫 ourl'u L 1紅噂心柑
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《,.._.lJfl 》

副詞として使われるが，「あまりにも～」と，過度を表す。 1~........ un は
「それほど～ない」という意味合で使用される。

Iツ.., di 

l. Ht-111'01J01f11fol'VIU11 LL町l1VIU11け1f1Ufl fll1U1~1 Vl1 

2. orj礼巾雌
., 

訊tl11」Ot!Ufl L 門 1\l~わfl1ru

3 . O恥紐1他皿む仰＂譴 OU1¥J
~ 

I I <I o, ., ., 
4. LL fl1U d'Jflul.13-1り'¥13-11fl Ufl fl O ti ti'l 11'1'VIU O ti 

一'
5. u1fl1fol13J~ouun 佑 i'l しriu~1J1t1
1'o, GIii ッ

6. flOtl 3-IU1UUfl fl1i;¥ぃn

《～討l¥1 Vl1 fl, 祈~Vl1fl》

「（～ではなくて）～ですよ」と，誤解された点を訂正する表現である。

1. ~1LVI和＂゜｀紐叫~fl1'j1~叩叫恥01吃直匹 1~,年 1切 1U
LL,ttl0¥JVl11U 

2 . fJ叱立皿fJ~LtJ11心
ッ

3. W屯立皿n枷\JLUU~1四o1四仰 1 叶1叩雌0\J3-J1加1四曲

≫
 

a
a
 n
 ｀
 

寸

g≪
 

「～のように．．．」，「～みたい．．．」と，比喩の表現で，口語である。文語は

う訂和を使う。
ッ 心ヽ

1. ぅOUり¥'IfltOtJL Ul1tL~l1 "!i 1 tJ 

2.'l~~1i」r\'ln~豹n
.., 

3. L'll1WPlEJ\lfl切Am~o~1nou
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《
I 

fl11 t>~,.._,>

動詞の前に付けて，「～する（できる）まで．．．（努力をして，時間を掛けて，

金を掛けて）した」または，「．．．（努力して，時間を掛けて，金を掛けて）し

たから，やっと～した（できた）」という意味合で使われる。
I.I .,/' 

1. w訓汎1Uし和」し~u恥恥i1fl11i)~~t) ぅ n1 属
ッ..,

2. flu¥1-SflM1 uEiRo\1直 0Ufl11i)~Vl1tl

3. ぷu祈u\lu和1tltl~Vl~1t1Flf\1 fl11Ltl1i>切 t)3-J和
4. Fl潤か~!J旱如
ッ-.,"'~I 

5 .'10\1 哨flfl\lRO\lFI ぅ \lfl11i>~R~u1A

6 . w叫加i泊'n恥1曲1fl3-J初fl11"~朽1Ltl1u洲1VIU 
" " 

、
/
贔＂＂ー,＂＂ ～

 
≪
 

動詞形容詞または副詞の後ろに付けて，「すごく」，「非常に」というよ

うに，話者の感情を表す。
も＇

1 . LL fl 11.JU HU田〇：：：U1,t l1U13J1Vt1 加 r..16t~11-ioon，， 
I t ・ツ

2 .')fl貪AU1,t'1¥1LL烈111
" ,, 
I I “ 3. fJ訊fl¥11.11,i 1血訊VIU1A'l fJ両遥渾加」，， 

《 L'Vl'U, .....__LL~1 >

「どうせ～になってしまったから，（…）」。もともと意図していたものでは

ない状態や結果になったことを表す。

I. 旱り 1曲l1t.l'iflL紐叫1ml恥ゅ⑱狐知~EJ1Lt.l和珈¥'I LL~~Wf) 
I I 

曲和ru豹f11各u
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2. 旱り祈O¥l1曲1Vl>-JO吐_r叩峠1u,伽>-IOPl':11\lL~VI訊呻貪

3. 旱り
,I' 
枷¥]'110い地止．

... ,I' 
曲 f10tl1f1哨O'llO¥l肴 1

《
I .. ヽ

l.1111~1\)~,.._,>

「～じゃないかしら」と，起こったことの原因を推測する表現で，動詞の前

に付ける。

1 . L tl1~~fl1 M11叫曲8戒-~ 也述匹しUt.!Rt.1~11
I "'.J .J' 
2. U1fl~1"~Ltlu\11t.lt.13-J1fl L~ り ~1uufl

3 . RU~3-J1~\lLt11~~u13-Jt1URutru l11l11¥1L "責 u1fl奇1"~し門uwf~fl1 ぅ tJ~il1
L'11 

《韮（桁1-1)......._,Lil'UO'U'll1~ >

「絶対～しない」，「絶対～するな」と，意志や禁止の表現である。「～」は

動詞である。
ッツ1.'Vl1皿11JL'Vl~1LL~:;:~1J1J'VI紐u釦UTJ1A 1加h¥1 Ju fol ru t>:::1如 8

＂` 2. Lt。あ｛桁叶f1滋 0¥1LUtJO..,tJTJ1(jl 
.,,f'.., ..,、

3. \Altl11J1~L ":i\1\Altl11J1~UAtl\1fl:::tJfl訓fl flt.I ぷu~:::1JJ1憫m珈釦TJ1"'

《 ,,~rr、い袖恥LL~,....,》

「いずれにせよ」，「とりあえず」，「とにかく」という意味で用いられる。

1. "~ りヽ1'Jn LL~1 LL fl ぷu肖v'JL弓tJuL~"url vu しィ。'JLL~'J'J 1'UEJ'J 1 >JutJ1 flfl~ 

2. ":;tl''J1、和滋1LLflU~ 曲Lぅ甘)t)'Jむ釦LLl'lU冗 1fl'U 
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亀ノ
• 11 I II "'Ill ツ

3 . ,, 叫J¥l1\lf1LL~1LLPI Vl1).JU¥lf11叩L11 \l り 1~ULり 11tli 
.., 
1J1(;lWぅ：：LL 111 

《,.....,fl訊n111》

「どこでもある（いる）」と，多数であることを強調する。

1.f1U01t.J60fl訊n1tJ~ 釦佑 .,r "'I  

\l1U'Vl1L~ り¥lfl'l v1Jfl'l 1 v t.J 

｀ ＂  ッ.., cl 

2. "S1U紐曲3-lfl3-1Lfl11J1 
Iツ "'II .,y.,.1ツ

3-l~u ¥l 3-11~~ ぅ 1UUfl~

3.L"S¥lLLぅ3-lfltlfl3-1Ln1tJ n1il し ~U"lf:::ucl1'3 1~ 肖u¥]f1cf1i1 ,:,:::1~ 月~w'fl

ツ 1

《～ 招tm弓狐 》

アドバイスまたは自分のことを非難する表現である。「～すれば，それでケ

リがつくと思う（またはケリがついてよかったのに」，「～すれば問題がなく

なるだろう（または，問題がなくなってよかったのに）」という意味合がある。

1. rl叫品0'3~100flVl'lufl fl1LVl~O叫fl~汎碕1112"-301 &I I 釉茄恥ふv
↓ - .J t I 
2 . U¥JLL l1fl'lf'1'3 LL 烈げ n甜UL~0'31u峰1

...... 3.LL~~:;FJUl11U叫血1tlou11u 1伽flFIUUういRLO¥Jfl如ィ。V

《～釉恥和》

まとまらない話し合い，または交渉を締めくくる言い方であり，「とりあえ

ず～しましょう」，「。。さえ～すれば，．．．」，「～したら，それでいい」などの

意味合を持つ。

1. fltu1'0¥l祈1'll1fl和1牙rlou袖恥和い叫珈国 1血恥恥ヽし町
｀ ど、"'l ... ッ~2.~1Vl!l~10和13-i1 局沼班I和柘 \]\..101妬!JU\l mL~1n uu::A和
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3 . L ¥)函紐濶碕峰和l属加)'U釉恥和 1曲肖oヽ 碕和1和）：：：1 ,J1如

a
a
 ，
 

r, 
,
1
 
≪
 

～》

「～するつもり」または「～するつもりだったが」と，計画を表すこともあ

るし，思い通りにならなかったことを表すこともある。動詞の前に付ける。

1. L弓l..l'U¥l'UL滋1 曲也翌1姐 l..l'U細珈¥luu n 

2 . 叫'¥lL 1 u ¥l枷'Ufl1'Vli-1 Wi-111 ¥l!: 同註f1叫ul..l, ,, 

3 . ¥l'ui1 ¥l叫訓,u湛 1 L 貪 fl~'U'4VI弓
q .., t ッ

L~fll~'Ufl1":iW'U'U ,i ヽ V1~1 り Vl'ULL~1

《～
I ツ

omL~1 
＂ 
≫
 

動詞の後ろに付けて，

とを理解させる表現。

1. 崎叫雌1叫嘘] ,>~t)tlfl1'1fl砂加\'lfi1~砕 l
I t 

2 . 曲此H11.J叩 \'11.JUO~LL約 111 局 1~fll.J閉知和
一＂

3 . Rt.l~t.lflURU咽UL応L伽j旦咄釦1曲均V11

「元々 ～している」 と， 以前から習慣となっているこ

≪
 

L~u (1J1 ¥l引）～伯v ”ヽ”

「ひょっとしたら，少しでも～かもしれない」，

LL命flt.11l'lilfl蟻11J1flVIUOil

と話者の期待を表す。「～」

は述語，または文である。
4 ッ

1 . ~0 ¥] vtf) (~1 fl1)帷鯰屯直直
ッ

し，，1'lJu¥]<j1t.1,:,::::n(;lL悧h¥] 

2. H叫恥'VIJ.I0咆国01fl1<j,):;私恥
3 . ぷtrno叫~rl'U~1'U(;l 滋OU1\J 引 i1o\Jit此討1¥] ツもU1¥l
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4 ッ

4. W>-l~u\l~c;\fl1~11'flti~LWDU1\I紅1~::姐
＇ッ

u¥lU1 ¥I 
,,J ... ..,., 

5. L"i1~E)\j[)c.)f11 U~fl1\jlJ[)f1 曲〕 ~::3-lu\lLVIU1fc;¥U1 ¥I 

《恥～叫（属1tl)
＂ 

》

「．．．， 恥～叫 」は「元々は～である（している）から，余計．．．」とい

う意味合で用いられる。「～」は状態，癖，習慣を言い表す述語，「．．．」は行

動を言い表す文である。

1. 叫加~1'Utl0\'IVl11叩fl , L~l..l 却hu'1°1i叫
＇料 if~if2. Ot.11L \100fl~1fl ヽ 11.J L~l..l 、 '101.J ¥'11UVl1t.11fl0tl 

,,J 
3 . 柘伽叫畑nfli 紐VIU叩恥fl'U1~ti1 JJ1f 01JL貪 uo~肴1l.l

≫
 
ー
ッぷ
u

ぷ
哨
～
 
≪
 

「いい加減に～する」，「何も配慮せずに～する」，「注意せずに～する」。動

詞の後ろに付ける。口語である。
.., .J'~ 

1 .'1 unぅヽ L叩 lj'!JtJぅfl'1i哨11JJ1局Vl'lOfl 和'l11'し恥1曲血

2. 1訓恥1l1£J nぅ叫11'迂1幽 1JJ1恥 ufl 匹 1i1tii

3 . 滋疇曲m':i1幽ふ111'1叩碕il1 L~tl囀\'l~fl1如1叫1

《雌伽.....__L珈．．．》

「～を…に変える」という意味で使われる表現である。

淵'..,、/ ピ、
1. Lう1L tit.Ill.JOぅLVl':i躙vi~1muo う 123-4567L珈LUO ぅ 987-6543fl'1Llfl

L賃Ot.l珈恥冠u
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2.f-JfU而 lJOfl'l11'::直伍fl'lf1研1'111"1臼迎:・fllJ"
3. しい1l1叫血匹ヽ'lf1知 n這 1ヽ LWOfl画ti'11'1':i-:i "tll6l u呻 I和i'lffl1曲

＇ 《 し和～峠1 》

予定，予測されたことが実現されていることを表す。「～」は動詞である。
~.., II t 1,J ッ 4

1. flぅぅ).!flうし ).!Viti~\'11 UflULL~1~\'I LL~L3.JOL~1 U 

2.L~3.J~ 叫'¥'I紬1枷恥叫廿11LL祁 u
＂ C:,. QJ I I 

3. 血11l1tl1~卵 1¥'I , し知珈肋UfiULL恥

《1¥1U ,..,_,》

「～，じゃ今度（次）は．．．（同じ様な状態または行動をしているかどうか

を確かめたり，調べたりする）」と言う意味合で使われる接続詞である。

1. ~o\1tfR":;01fllLL約 1 VIU~0\11 Uflli10¥1伽面ov
2 . VI卸枷雌~tl1f13.J1f1曲和 1皿~0\1砂曲勾
3. 出:;~vi炉茄 ~1u加巧Vli\lVIUOti=ir 01~\)叫1fll 

4.fJOJ切1J0f1わ1出1¥11皿Jun13.JfJ ruuovり:n-11灼 1叩

<~ ~1'VIU (L ti 1) ...》

<~ ~1'VIU11U ...》

「～は．．．するのはありえない」，「～は．．．するわけではない」，と不自然な

ものごとを指摘，否定するような言い方である。「～」は不特定の人または物

事を表す名詞」であり，「．．．」はその先行の名詞が言い表す人や物事の不自然
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な事を表す文である。

弓 ~1 n 
菖』

1 . l'IL t.JU ¥JIU旧1 Uf1Ul1¥lL1」和Ofl
~' 

2. LR'lMi 1 VIU和1曲L~'U
3 . L fl召洲1VIU11U訊恥

I ヽ
4.'lflL畑引1Vl'Uf1U珈1叫lO

5. 哨1渾1VIULtl1HO血'u
" ―  II "'"'GI 
6 . 1f1 \l也,i1L~flfl畑9

< LL~~吋1--》

Lぽ (;l¥l=演技する（動詞）

文a+ LLR~\l11 十文b=「aはbを証明する」，「aはbという意味がある」。因

果関係を表現す際の接続詞である。

1 . flUULfltifl~ 止 L紅UNUflfl
2.flru訊品、VIJ.11ふ恥釦 LLR~\11甘1flVIJ.111-11 fl 
＂` 3. LLiJLL~fl OJ1J11J1tl'¥ltifl13-i1 Vl1 LL ff~ 吋1VllJfl3.J1 fl 
II 

4. fl1fl哨加」Ofl11 日 0 角~~flOU~竺立L!11遁L昨

《,.._,(》

重点がおかれて言及される人や物事を言い表す名詞の後ろに付けて，その人

や物事を強調するような話者の感情を表す。

I . 01fl1 咋~Ot.lJ.J1fl L 1~11.JO\J 皿幽:LUtlfl滋池呻
2 . ふゎH ぅflf'11 tlf1¥JL U¥JLL fl 1 
3. tl1曲叫1¥lL肴ti¥1 J.J1 fl~ む訊釉」加9佑

4. け1fo,i~1~貫,\l~L'll1~vlJ1 tJ団 tit.I計m~v\11.Jufl1 局
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., ..,, 
5 . 曲ヽ珈ぃ叫 u~:::しL1fl伽 11'11砂 fni1rl'u~uuou13J呻

《～ ＂̂" 
「＇,＂" ≫
 

「すごく」，「とても」

口語的な表現である。

1 .'llO\'I曲ULLW\'I出 ~13-ifl約{。
"', ¥I 

ッ cl 
ッ

0』.., .., 

2. U1UL'll1ぅ1l..lU1(;)).J ぅ fl'llU~\'l'VI~1ti flU 
¥I 

3. 恥叩3-JU1c;¥ ilUfl fl f1冷和1
, , ¥I 

¥I u和杓

という意味合があり，動詞や修飾詞の後ろに付ける。

《～ L和謡 》

「すごく～」，「とても～」という度合の高い状態を表し，その状態に対する

話者の限界を示す修飾語であり，形容詞，または副詞の後ろに付ける。

0』 0ヽ

1 .'U1'U'Vl~\'l'U'ULf11 し和訊 oti1~1 ふ 'Vl'!i t) fl 伽¥'lfo応

2 . 粒並性り 'rltJ1>J1 V11枷叫j(;¥曲1叶1¥ltJOU

3. tl1ぅ14ll'fl1ぅ1'rltiU1¥1 AU術 ¥11tJ召油汎伽枷

《～ 曲i、”

修飾詞として，動詞の後ろに付けて，「めいっぱい～する」と，その人やも

のの最高の能力，可能性，努力を表す［「～和~~ (一番）」は比較表現として

使うことができる］。

1 . l111 ぅ \41~1 り 1>.J~1 ヽ 1Uvii1 ¥'I l~>.J~LL~1 LL~nEJ\'I L fi'UL~u13,j\41£1 哨,ti 合'1Lfl~ 。 \'1

和u
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2. w'flwuuL叩孤
, .,r I ti 

W';i ¥J lJLぅ甘luヽし和'.J11.JfilJLL郎炉

3. ふ滋u\J南汎LL~1 fi而叫訓u
4.R叩雌 1恥h1ぅ

5 . 皿綽1 属au'l~1u

《
.,_ I ど
,..__, f1Ll11UU ≫

 

「～しても一緒だ」，「～しても変わらない」

文の後ろに付ける。思い通りにならないときの表現である。

1. 祈~nuり1~沿加」1 恥i咄~01fl1'l13-i討UL~EJ
.J 

2. LU~LIUU1LlfljL 
1• I ピ ,-加m~1uu 1 

q <I 皿Ulflぅ匹n 卵：：：~tu園l
~ “ 

3.L砂叫惰旦辿 1机訊釉疇恥恥ふ和叫砂

という意味合で使われ， 動詞や

≪
 

.., 
訊Lfl ～》

名詞，文，述語の前に付けて，「～ばかりだ」

または行動を示す。
Cf I ッツ

1. J.JLL,iAULtl13-J1~LLa1uuf1 
,l' 

1,J 1曲LA'i叩〕
Cf I II 

2 . J.JLL烈Wa¥l"lf1 1'W ッ
亀ヽ

¥lLL ,n~::vinu 
~ 

ッ
.... 亀, Cf I lef 

3 . Wufl \1~fl1 U'UU 3-JLL ,iAun ¥1 1 >-J>-JA'U和aり

4. うu, 13Jt11 o::1うしnti月Ll~flUL l社わ nm~u1 叶

と，片寄った状態 人や物事，

≪
 

I 
I q ,cl 

utl1LW¥1-----cn (L⑲） ≫
 

叫1L恥---:aは「まだ～しないでよ」， 「～してはいけない」 と，相手がし
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ている行動を非難的に言う。 OV1L恥.......,(L~ り） は「まだ～しないで」と相

手がしようとしている行動を止めるような願望を表す言い方である。「～」は

動詞である。

1. 0恥和加す1LflO動：：和和
2 . Oti1L和L3-IL'VliL~L恥 り
3. 面叫1堕心1加：：fl:: 如o叫 1tl
4. 0恥恥釦叫邸加叩l'1tl''1'lf1 局渇tl~1tl し~u

≫
 

,8" ゜
'z 
ーー

゜
n
 ≪
 

「それ以上止めることができない」．「打つ手がない」と，能力や努力の限界

を表す。

1. L;fl1J1¥'lflU13Jt.10訊弓tlUVIU¥I衰0 L01LLP1濯り 1~OLL3JL011JJoti 
2. R1和iJUflUL~廿rnぅうt11w113Joti 1JJ和:;~1tl'¥'11 ¥'I 

V V V 

3. ti1班11ffl叩即1fl令, , 1'l11>w11 JJoci 
＂ 

《 flur..i......., 引碕V 》

「（とりあえず～して，）それから．．．する」という意味合で用いられる。

曲8は動詞の前に付ける。

1 . flvu如tit.I,柄面vuふ、¥11U曲呻n引甑'¥'I'
2. 1曲叫111伽 iuuLnv::: ~ 叫 h L~v\'l\l::: 狐紐釦u~ 濱l.11咆碑
和術v,~、

3. ~v'Jfl1 叩りriouわ恥直flU 虹~:;1蜘函緬渭n仰ru引v,~、
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ツ止 亀ヽ ッ

《,....., ~1l.lf1Ul1'いわ》

「誰でも」という意味で使われ，一般の常識を表す。

I . L 1~11 曲：：：L~Ltl111L 年町叫情叩ru和fu 13-i和1叫釦¥'ILfl ¥'I恥{
ッツ

2 . , flう i nvt11fl1面1!rrn,im~v\lUvfl 局 1tlf1Ul1'叫u
3. L 1~1l~(;lLL HU和1V11 i fl~i n,ifl6l 

ッツ亀ヽ ツ .., .., .., 

\'LL~~fl~1~1tlflUl1 ¥1 UU 

《1晶～》

「何（人，頁，日，など）もなく～している内に，．．．する（なる）」と，行

っている行動が思った以上に早く終わったり，限界になったりすることを表す。

I. 紐叩紬1訊享:i vi~"'~ 雌1

2. l11ut1111 A~ 辛 UOf1鑓叫1a遥 J1畑 J1tl

3.LLN~L淵‘咋j孔亜埜四J 1曲0¥1Lt!UVl"l011 
4. L;f1tl'\1L~'3M、'直 1J L 祠 u1 局13-i~行11na1.J

《～此LLti(,i初）叫峰1 》

「すごく」，「非常に」と，状態の程度を強調する。形容詞や副詞の後ろに付

ける。

1 . l11 ¥'11UU科'l10Lflo~::v11t.1oti峰1
2. 局O\'l~ULL 吐督1 1 iJl11 ¥'11Ul1f11U 1 JJ1 属WflHOtJL~t.l L \り not.1~:: しLtiotiLL~1
3.'l1t.J~:;LLlJOtiLL~1 ... 1 I 

,I' 
ti ¥'I 3-1 ti O 3-1哨O'lfltlU
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《～ 0~1 ぅ 11\JlJflVll.11

「そんなに～かな」

、”

と， あることに対する話者の納得できない感情を表す。

文末に付ける。

1. ふ面1'-lVI珈lJ1l11如和 9晶叫渾UflVlt.11

2 . ~o::1 ぅ 11""uuf1叩1 fl和紅111WOLL恥,. 

3. t.101..10!: い11'UUflVIU1 rlti1t1~0'-lL 卵 LL恥 枷1属峰1

≪
 

Uufl渇tl¥)1fl11 ～》

「～すれば（なれば）別ですが」 という意味合があり，仮定条件の接続を表

現する。

1. 1';j叫仇血1tit11~uom符tl1'1吋7 紅↓ 1'~l.JO叫涌-~
A\'113J記'uti訓~nu叫恥on uom府l.J\)1fl11tl~!Jfl百 o知00 .., .., 

2 . ~1 Vl":ilJ¥lU 

ォ

3. u甜情にわ証1Ufl詞 fl

｀ 

UOfl曲~1吋1flOJi):;flJ,l引，, i1~\]む
, " 

≪
 

I 

ov1----LRV ≫
 

「～しないで」と，願望やアドバイスを表す。
, " 'o.,  ... I 

1. DEJ1"JU"J14Zff1訂 L~EJ l11 ヽ 1UU~1'tl'l~f111
I I 

2 . 型詞呼幽n如濱EJ1恥filU:;
, ~、、

3. DEJ1t!U>-lvlf'lv"J1'll'f'IL~EJ 
↓ .ヽ.. I 

lJ\] う flL).j~ ~1111 

「～」は動詞である。
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《,~f)'i-,UOtl ,.._,》

「もう少ししたら，～」という近い将来を表す表現である。文頭に付ける。

1 . flO¥J趾 'U1flVIUOtJ 8flVIUOtJ~fl L 茄~'U1tJ
＂り.,l'I 

2 • ぷu局0¥1和姉龍ULLfl泊ツ o , .,l' 、ツ
1 flVlt.lOtl~:::LL W\1~U叩o1 』 n

I I 

3. 和1JJ責恥叫叩flt.11l1tl01~~::: 祈0¥1ふれu叫U咽噴fl柘u府1局u:::

4. fl01-!~1L,tO{W判 u11 廿丙 13-11fl 弓flVIUOtlflU1JJ局0¥100flLじ:i¥1111 o:::1':i 

《（和ぅO¥l)肖El¥l"'LLUり 》

「きっと～」，「必ず～」という話者の確信を表す表現である。「～」は動詞

または形容詞である。 f11う狐 は主語の後ろまたは文頭に付ける。

1. 柘炉u~ru otj~1-1nuu ぅi1J'ju ¥l枷ヽ 1..101..11寧直1
II ,l' ッ

2. 0\1~ 炉“` 責 fl1'lr0四 l如暉訊叩山
3. 柘釘碍n辛恥u1恥 n也包炉連山

4. f115 u¥l fl1碕如訊2-11行11¥lLv和J1~rl"!i 1』 n此和」1~祈u\l~1
oon vi弓o1JJ制諏fl1

《 WO....._,1局》

血十動詞+1屈 ＝「何とか～できる」，「少し～できる」，「まあまあ～で

きる」。許容できる範囲の可能性であることを表す。
ぷ

1 . u1n1 何VIU11'llU1~1.J~叫
II "' 

2 . UllJWflり訊3.JVl111曲ioti'l訳u¥;i11'i LL枷uorl1~
“，，  

3. fl101fl1うL弓tiu1,JSJP-J1 SJLL~Vli\l fl1 WOfilJLL~ ~f1UHU1 責

4. t:-JJ.Ji1L'll1WO~v\llv.J~ ゞ l 局 LL~13-iLfi \1 打 \]'lJ1.J7~,>:;しUUUfl{u ゞl 属 f11'i~L'll1

1 局 Lilutl'n~o¥101,, ,>:;L ilmw'i 1::1tl11 ¥1 VIU7 v11 L'll7責n1属
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5 . ぷu郊ィ。'11fft.1~i-J ru 11釦渇tlt.lWO年 1属LL心1叫灼）：：：賃¥Jt.11恥 mヽ
和

< W1LL~ ～》

動詞の前に付けて，「～ばかりする」，「すぐ～する」と，同じ動作ばかりす

る状態，またはすぐにそしてしよっちゅうその動作を繰り返しする癖を表す。

1. 1>J詞零1 う Lu1LL~~u\11応囀1
2.u出旦辿~1>.J 1 VI fi u tJ , 咄n1肴
3.1昴洲1゚：：1~ 暉l 旦辿~'LJ'U
も
4 .'1¥1 LL洲Arnu>.J iu i 1屯""1111.J'lfl1 

《
.J 
.._,. l1 ...》

LO叫 ,i'vf\lLW~ヽ

「．．．ということに対して～する（感情や感覚）」という意味合がある。「．．．」

はある特定の行動を言い表す文や述語であり，「～」はその感情や感覚を言い

表す動詞や文である。

1.'llOL 咋柑~歴nn1t1
2. 印01JfJru和」担oni厨 f11和）¥ll'S1 
3.H叫ti,屯叫呻j記m-s113-i1属
4. ~, 屯叫ばOU伽加
3-1 l'1 L'll 1 3-1'S 1J曲節1J~Ol~。 v引而机5• ~1.11 1~1 I .., ... 

6. 叫~o~伽叫'¥lぅn11Jna1J討洲吋'1L 3-1¥l 
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《町f)~\'I ,.._,》

文頭に付けて，「結局～」という意味になり，交渉や話合いの結果を表す表

現である。
.., .., ツ

I. 皿印烈1~l..103-Ji)1的l118ll1叫町m"51 叫u~珂j¥1 LL叫 t..lU
2 .'1t1~\1fl OJ 1叫憎1Jf1t.ll"ll't.l'VI~0滋0\1枷

I I 

3 • 町n~\1u
.,,. 

'!i~Ti 1 t.11和和l..l~万lJi)切 1ru血1皿
QI , 

《......, (VI曲）L桁1潤n 》

動詞，形容詞，または副詞の後ろに付けて，ある特定の悪い状態がもともと

より更に悪い展開になったことを表す。

1 . U'UU~01Jltl1 Ltl1fli1J紅叫伽珈が1潤n

2. L!l1fl0叫 OflOOfl L~ 成)¥'1¥111£1炉ふ111恥
I 

3. 細OU伍砂¥'Ifl恥疇肴m 囀伽漏直flLが1憫n
4. i1ifLf-l~~~ 研n討1~\'lfl11iり珈恥 ¥'11 Ul~£J~\'I ¥111£11 fllが1潤n

＂ 

《～曲（哨::)し~o1-s 》

「（ある基準に達していないから）～できるわけがない」という意味で，動

詞の後ろに付ける。不満や非難の感情を表す否定表現である。

1 . fJ tlJU1l.141fOlJ~~flい耀碕」炉訊0加J LLぷ1叩和恥紬恥ぅ
2 . 心 1WLLf9~1叫如J.JO叫~U'b'~l~O1':i 

• .,,f 
3 • L 責 l.11U即~u丘LLffUffO¥'ILL au~。炉u1 如如珈1 ぅ
4 . L i1L 1~1LL 和 ffO\'IL 和 OU l11 l1..,U'lf: し珈1ぅ
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《,...,ET~ >

名詞や述語の後ろに付けて，「～でさえ」，「～しても」という意味合がある。

1. Ltl1L 舟L~l.JLf1\] L~l.J直 OU直 ou~~VIU\lLLei'UlJ1l'l tl'¥l 1 ;Jv.io6t舟

2 . VIU113-J1 fl L如fuG>o和恥Vll..111叫

3. ぅn枷,i3--11n inぅt11'U釦1UO¥lf10UL猷 l

、”"～
 

r, 
,
1
 ゜

タ＂ぃ≪
 

釉わ～は「～と見なす」，「～と考える」と，主語になった人が，理念，

信仰，習慣，規則などのような特定の基準に基づいて，物事を見たり，考えた

り，判断したりすることを表す。

1. L'!l700')1fl ruLilUし和nni1 fl ru枷ヽ tiO L l1'l-1Lり吋OU

2 . W派e1
I ツ I~I .., "f &I I I 

1 L tl1 i-11 fl11fl1 m u \'I~1UV11tl u ¥'I Wi-1 Wi-1 ¥J ¥'I Viv ¥'I Viv 11 L tl1 

3. 和1咆土旧'U\.1的和咄':i~11'111'囀0\'11flQ皿lEJ ¥):'1」Oflわ1叩 d

1属
ッ 1I ヽ＇
4.fl1flfU J.J 討1~OlJ~1J\):::fl011fl ru~OlJvtfl 

- , 

5. 6l fl':i 
... ,!J I 

りflfl011 ltl1l珈命ぅtlu¥'lfl7':i和 U1

≫
 ．
 
．
 
．
 ｀
 

「＇In ～
 
≪
 

「Bvt1'l, A」は「Aの代わりにB」(Aはいないまたはないから，その代わりにB

を～する）という意味合で使われる。[「BLL l1U A」「Aの代わりにB」)（この LLl1U 

の場合はAはいてもいなくても，あってもなくても使えるし，そして， Aは複数

の場合でも使える。また， Aを省略することも可能である。）］

1. 炉 1U1L悧h
ッ

1L t:11り0'l1.11 vl1'l f¥1 L'lf1 
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心ツ 1

2 . しtl1Wt..lf1'Vl'U1fl1¥l和WA

3. 和 Lu加」l1~1'11 fl~A11叩阿 ~A両」vl1\'llfi\'I AflJ1':;"v1u1~ 和

＇ 4. WJ.l~\'I仰加1tlLL l1 Uf'I t1J 1 fi 
, V , 

5. W1年 1恥 1..1un 1如u恥如炉咄惰~1f)f1評加1皿 (W1f1L'51)

‘“~ 

｀
 

ーI”
 on ～
 
“、

～ 和国 （十名詞，代名詞）は動詞の後ろに付けて，「～しても構わない」

という意味合で使われる。袖恥LLfl ,..,_,, 而nJ.J1 t> ,..,_,, 利令。¥l'lJO¥l ,..,_, (,..,_, は

名詞である）と同じ意味である。

1 . L fl°i~:;• 恥函匝ユ四） HtJ~:; 和flL叫紬1加厨釦~:;
2 . しTJ113-Joi11n佑fl1f1¥l(L'll1) L°i1術 f1ULO¥l訊計

3 . fJ flJ 1 3-11 弓L~HJ.Jf1'lf1¥] (fl ru) LL fiHJ.J 1~L flり合li¥t>::Lfl¥]fl flJL~tl - , 
4.'l fl°i oi11n~~1 ,Jrlou研1¥l HtJ~:; う O~Uf111L門 1~::tJ1

《 1 出1---V1~u ,...__,》

「～」は動詞，形容詞，副詞，文である。「～しても～しても」，「～であっ

ても～であっても」，「～であろうと，～であろうと」という意味合があり，言

及する物事を強調する表現である。
もも

なお，「 l1'l------l1'l(LL~:) ,.,_, (,..__, も～も）」という表現に似ているが， r1 紺1~

___, v1~v ,..__,」は言及される物事はそれだけとは限らず，それ以外のものも含ま
~ ~ 

れている場合が多いが，「 l'1¥]....__, l'1 ¥] (LL~~) ,..,_,」は言及される物事のみ意味して

いる。

1.1>.J1布1RU布麻伽~0Fr1RU1Wl'1 ti'11 ¥] nn O 11 fl 1う仰'iJuu叫
2 . ~LL年u贔恥面叫憂叩麟直1ぅ五叫ili~~
flOU 
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3.~u1u~ 曲叫'\l~0l1 fl出 ~Lfll'l 1 出1珈1皿~tl~1"jfl~

《....., LilU直OU 》

動詞の後ろに付けて，「つき合って～する」，「相手にして～する」という意

味合がある。

1. 叫~fl約1如n叩h叫知炉恥狐望OU
4 ど

2. ぷu町恥直珈¥AIOlJl'lflfl':i¥'IL 1~1枷叫lJl'\1\11如 v釣而,I~
,,J 

3 . ¥11'Ufl'U直t.11VI弓o 釦1加 'ULiJUL ¥Alu'U 1加

4. 叶OuF_jfl'UL阿和n¥'IL Vl¥'11 ,i'uす1¥'IL珈崎UL伽uu加o曲疇砥

《 R~L恥わ～》

「（仕方がないから）～と思った方がいい（と思って下さい）」という意味合

があり，文頭に付ける。起こった望ましくないことについて，相手または自分

を慰めるような言い方である。

1. LA':i~!'.'. 刈紺'¥11¥1fil1UL01'1-1UOtl'LJ:'. 恥恥耀漏直fl~'ll1"1LL A~'LJW1fl曲
... ッ..,

flLL~1flU 

2. 弛画知恥品闇咋Ltluo~11).11nni1rl'
3. 皿a速叫皿ュ Pl1詞'I.JO~汎 rl'n枷岬uocl吋 rl'1畑訊碕'LJ(,)1¥11責

《1か～祈f) ...》

討＋動詞＋約＋単位または類別詞＝「．．．でも～しない」。最低の単

位まで否定する，わずかな可能性も否定する表現である。



＾ 
ぃ[¥817. 咄1,1,~屈uw::tun且’し~o紐しばしし11,• 9 

炉Ujばしい叫11JUfil. ~ 虹厄抑鴎し：：峠：：し咄1呼糾罪い叩,,

呵戸叩鴎ft~C\~OJI:¥ S.U 11氾111-fしL叫,,n. , .,. I tl ll1し了百面社四~n,..u
⑲悧：：ru 17. ¥.4 11 M訊しr-.nゃ1し絆1嗅1n.し(\ftぃしり屁iし咄[\~f1.~C¥01'£1,1, しが~,

咄叫RししU呼,,彬叫1し了万厨和料1-411ししり辟し印日が卸じ押w1ししじし~,

此し叫隅訊い囁薗瑾j~虹咽しし叩11tln.111点可~iしし"tl. g 
しltftjfl.1U 1噂1釦n炉咄叫

咄印囁h叩匹匹叩叫叫匹炉攣噌咋iu1ししル・ヤ
し唱如叫叩しし仰叫叫喝叩呼噂応1,1,. & 

叩辿ばしU8~呪,~し％叫1t£i咋日的戸噴―旧呵叫1. Z 
しの

Uしf'tttt!:..tlt~O屑m~w暉しし咄：：~1m1暉叫rlfl,し~o~~l叩Jllr1~.I 

゜を't'./.:1号湘募~<;t. り

マ「を安ふ四蒻舘~t.仁？～」‘「2~込~JtJ_洋r<; t. りマ～」、J..+1.P.}つ帷ij(J)郵亜

~ ~ 恥9

~~114し1-f~~ 

＾ 

《～し~o桝fl》

µしnu卵~1UMWttt t l'1し[¥l,t[¥(1• g "'"'II I "'"'I 
II 

し一

tlJ~ 足り叫りしtftN:M;! 即°がりu・ヤ
rt~Uij ru S. しU ,,.' 

~ 

C\017.~ しりUし9屯ドlしl.4U~しk{tlし[¥[¥ s. 1~1.1いり、w~mnししON:1. f: 
~F 

叫U郡咋’国しRU怜U,[1呼t日しlj[¥し：いしtl.4rttnmnt・ ,,. u~,., z 
咄UJしttut~tttC¥ttl峡Rし恥l.48t . I 

~ 

£TT ID: 浮随柑狐・・i
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《～沼雌》

動詞の後ろに付けて，

い）」と，予測，予定，望みがやっと実現したこと，

いことを表したりある特定の行動にふさわしい時期であることを示したりす

るような表現である。口語は哨：：引になることが多い。

1 
I I 

1. 属fl和ru,Ju濱g引叫直0¥11l1tl>-11'U1'ULL恥 L~Ofl1tJ"Jfl1'か1EJOtJLL記.., , ,.. ,.. 
<I <I .., t 

2 . 加叩皿 ';jflft1)-11叩暉責utJLL恥
ツ ォツ <I <I ... <I 

3. Vl1).1~1J1JVI v'l1).l':i1tJ01Vl1':i し ~tll1fl~,.. , 

4. 油uutl1flLl柑tJLL恥¥11碍雌
5. L'l10tl1flL伽1叩：：1J1'UL *ti l1 

f1~ 渾珈¥11附JLPl卵J¥11血暉tJPlufl用1fl':i::暉 I

「やっと～になった」， 「早く～するように （してほし

または早く実現してほし

し、ッ｀‘
~lJLL WA1'¥J訓弓町l..lL汎加1u£..1uufl， 

t ..., ツ

う 0~~1Vl\1'Vl~1tl1'ULL~1

＂ 

V I IJ 

n~111~::vio-J 

6.fl'UL恥棘

7 . l11し街雌 t)::':! uu叫 ':iu 出~~

8 . L 珈 n加訊吋1"L~v"咆Lflu~
9. uouし細縣和flLL恥

10. 曲!fl和1廿渇g引釦叫肴仰n譴吐丑吋¥1ift)::Nu1J 

｀ 11. 和':I1t)fUfl'U名1t11,Ju恥 1a¥1on "::1 屈 'Uut.lfl1Vl~U渇雌
,J u 

1 12. 曲） ':It)::LL vl¥1 ¥11'Ufi'U曲紺こ叫'un'Ui.J1ふ桁珈恥

＂け叫恥心討 UVl"Jt)f) 

《～ ""'""' し ~tion

、”

述語または名詞の後ろに付けて，予測や期待がその通りにならなかったこと，

反対に，予測していなかった，または期待していなかったことが起こることを

表す。
べ 1

1. W3-JUfl11flOJ1'~13-i1唄麟
"':f I .., 

2. L 11'Ufl11 ぅ ~1J1~"lf~,,,~13-i1 fl¥1fi叫婦n
い 9
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3. ぷuun11叫如~1LL紐o吋'113-l叫婦n

4. Al.11 VI咆丑—加叩叩iW釦面暉叫u1弓叫出1行11~1\'1~1 合
13-ifl fl Vl'l Ofl 

5 . 釦 tl1U枷也辿11'j1fl1LL面伽珈E.JUL釦紅1u恥恥知加8

6. ぷu画蝕 o蒋加nふ翡澗恥和11¥11叫
7. 引引fl~O\'IJu rl竹ol¥l iu直v 哨り J.J1L~O打引fu ぷ 1 cl'¥'IL V12-IO~ 1 JJ,11し環り しし叶

4 々
't f1叩闊曲峰1 Lfl恥匂丑g恥面珈記 ~O'U"liO'1iO'll O ¥'Iしか

N情1tl 贔ぶ如礼如叫如~ti

《～沼面OU 》

動詞の後ろに付けて，「とにかく～する」，「まず～する」，「とりあえず～す

る」という意味で使われる。

1. L 珈 tlUL恥画鯉ふ蜘恥~D叩)\J\J1'U
2. l11Uか遜迎迩~LL恥foiottfl研nu引砥'¥1
3 . 曲合が1¥)五0咄1UL如和麟臼1J

《釉～》

名詞や述語の前に付けて，「～により都合が悪い」と，主節の主語になった

人物の不都合を表す。

l.L~1U1り知出切討討1わd'J\11 u1~1 肴,_ 

2 
,J cl' 
. Ld'JO 科uu枷 wuo~餅l11¥11U fl~ 咄hu1~1 屈
... cl' ッ.., .., L I べ＇

3. Wd-JP!i;l\11UL~tl\1PIOU ぅ UlNUfl\11U Vld'J~Ufl\1~14-Jl'ld'J fl\]~:; 討1~1VIUOtlfl う u

4. 1U伽和1tJ恥知恥碕UL~両 1属。加如'll1
ッ-., I I cl'ci I cl' 
5. W~(;lfl1':i'Uufl11 lN':i¥lU翻 11 13J枷ゃご心1':i 恥珈和u 証1tJ如旧n

加 V廿!il'l
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紅は名詞の前に付けて，中毒症状のようにどうしても止められないこと

を表したり，好きになって離れられないことを表したりすることもある。

6. iun恥't~3--11n 1 紺~~術伽1¥I 訊可 ・- 4 祠叩3-luuucl1暉り 1曲酋

M沢 UりrlomL~~介10LL枷1fl 珈1iJ~1罰枷Uり約あ~f11 ぅ WUUl'lfl~泊ぅ：：
“旧量而詞呼叫flU心恥j'tU 1 ¥I fl 1':i~':i知知nu 卵

.,J - I I I 

炉~flULfl 哨\'.lfluUL~fl , 恥叩W03-11f1内訊 ' 
V o; ,S q I 

t11lflぅ ~Ufl~1LVl~OLflU11 

此fllJ年1漏 W1f1'U遭立匹心恥疇u\'.I枷~fl枷'11':i1 ¥I 

枷は述語の前に付けて，癖や習慣を表すこともある。

7. u1¥l1叫咆四託企哨0¥l" 

8. W3-l~l;\\11U~111 U~1UVIU\l 責o1 u n113-iijviu¥l貧。¥l!:¥11¥J名1113Ju-fot1

9. ぷu血 310l11ut1111血DUL柘可伽」n弓雌03-J
10. U1\lflt.l~ 迎~枷 1£1 fl~1\l恥出1\l LL~fl~1吋uも v

《質問詞＋ 曲 (ii) +質問詞》

たとえば， 叫ぅ曲(~) u:::11, ~1 VltJ枷飢VIU.Lfl和 6tfl1 の様な表
現は「いろんなもの（こと）」，「いろんなところ」，「いろんな人」と，複数で

不特定の物事，場所，人を表す。

I . ifl1tl-s切nl1rl'Lil..l¥1i1£.1 1 JJflo訊肉Ofl01fl1R LL~::01Vl1':i 廿~o り1 イtl1¥1 
祁1UfiLAU¥1110山伽出恥且枷」 1枷 ¥1fl0l..lf1¥11町 v1Vl1ぅ
""'""'L V~.., 、へ

'lfU~V,ILf可t; VIL lりa.10t.lfffl1111\1'lft.1~ 

2 . 即vU曲呻悼UflU加」し和Ul11¥1直 1VIU匂o如 u匹1a.11 fl四 ni!nvicrn

吸LU哨1url'
,,i'I 

3 . L萬り1utjvtju1u1 JJ1ぷuon1tll111ぅ:i-.JLLPirlouuPl1JJ1肴OtjL1ll..l , l11 Ot 

1油叫両叩晶酬心fo由山恥釦伽
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4. 訊flWflLL 印如 w~1~'l 距1笠羞細13-11fl 
Lu\1U~fl⑱ 

噂叫坤叫局令u恥紐

5 . o:::1 "S~oo:::1 ぅ L UL~fl[間1ULL間Uu恥 ~\1

I 

《
ツ..,

LL 3-J fl'l ::: l1'3 ......,》

名詞または述語の前に付けて，「～でさえも」となり，「 1:J.J ,.,_,, LLIJLLPi」は

「でさえ～しない」となる。

t. tit珈 fl11 "'L nf ti ¥1 l1n otl1 ¥1 1 JJuり邸。：：：1ぅ1弓1仇炉tl0¥1廿1ULaりしLIJfl"S:::
却 1flfl1~flgU<a 1 t-11属1).la:::'.R訊 'l.11l1紬 11直1tl
’’ ＂ ” 2. 1r11'l.11tJLLa::: が1~1r1t111"uoOfl ,i1 >-1V11 !I l J.1t1 l1fl万0fl l1 fl J-13-1 LL lJnう:::i¥1'¥u , , 

恥柘3.JR11i1'Sru::: 叩面LL11!.IO¥ltlL J-ltl暉 JLLijLL如叫h
3 . t-1uf 

ツし
U1f 01Jl11 U'VI曲 1ftl11Ul1fl0tl1 ¥1 LLJ-lflぅ：：：l1 ¥1 l扉 J-ILLa :::!I 1加しL,i t-ltJ 

＂ ＂，＂ 
~Ra1雌tJflfiJ.Jff1曲fl1rtJ 1 J.itiO>Jl11tJ'Vl>J l1U J.J ~ V 1 '1属ししい)fl肉u

． 

4. fltJLLilfl'5::: 約flぅ：：：(l¥fl1rl'VIUOU 

5. ~ 叫1l1tl0tl1 ¥lLLilflぅ：：：i¥1LL 1U,t1 
I ッし

6 . tl1lJl1fltltl1¥1LLJ-lfl<a:::l1¥1 '¥ ut~ 印lJ1貪u桁

7 . 珈佑~no!i1 ヽ LLlJfl ぅ：：：f遠w柘J-1 LL Piu O ti 1訓⑲：：：1 "SLatl LLlJLL'1L弓"'1$1J.j 

in'¥ u 

8. ,i11血OU叶mat1 11-iLL lJu命：：：3-10¥ll面

9 . 細釦珈証lflせt10>-1'¥i1o:::1'lL t-1う呻辿旦滋g呼vid¥1LtlU面 1
枷沢tlfl!
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< ,;i11~....__,恥（恥）．．．》

「なぜ～は．．．ですか」というように単純な質問を表すこともあるし，「い

ったいなぜ～は．．．かな」（この場合，文末に， 属初，~:::,u::: を付けて使う

ことが多い）という納得できないことを表すこともある。

1 . l111 J.IL 門 1n\1~o\11fl ¥Jlfl叩 o局m

2 . 佑1泣flru>祁、1JJLL~\1 ¥11 url'u紐が碕：：：flt 

3.1叩叫1曇 111品訊O¥'IUOfl遠些
4. 麟砧O¥'IL,i研L弓t.lU丘u:::
5.1血OU直OUわJ.l¥'11U LL a和1叫0\1~100fl和1\11U丘

《1叫fo,...__,》

接続詞として用いられ，「～だから（になったから），（仕方なく）．．．する」

という，ある条件や状態に行動を強いられることを強調する表現である。

1 . d'u1>::L月 n 即uULL~1 6t UL細．曲6tfl'5 au6t叫 u
2. L UL珈AruutJ1fl叫雌l.11 fJOJ稿⑪恥~u1恥fl , 
3. 6t u曲Plum枷ふ瓜1flR紐咋1 口 1暉Jli)1 し~u1 諏\]}'llJ 
4. ¥):;L弓t1ni1ll1t11on1N1局gぺJ1¥] LUし叶。ぷu成、うこ召fl'lf1ぁ1属

《
4 ツど

～ （し曲） ~1tl~1 》

述語の後ろに付けて，「それより更に～」という意味合があり，ある特定の

現状を強調する表現である。

1. 叫如tJfltl f)lJL t11 Vl;i O fl 1~ 料'n属mふ鉗臼OLfl;i
, " 

2.rJru1曲枷直和叫曲紺m 引恥恥f1J.11tl~叫恥~1~咆丘
ふ
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ぷ
3. 和m贔 flJVl":iufl 1 JJ叫遠丑ふ、LLlJlJ'U 

《 '11.J,.,.._,1 a-J1 Vl1 》

「加 ＋動詞+ 1~1 V11 」（もう～できない）はある行動または状態を

それ以上続けることができないことを表す。
ッ 4ッ
1 . VIOヽ uぅO'UJ-11f) げ1l1'U'U'¥I vl O 1 ,J1~1 VI'〕

：：： 
2 . ij叫勺 9 惰ぺ吋゜'¥I fl tJ'UL f;¥ i-11 1.J vlぅ：：： f)~v-J 1''\ll1'U'\lfl1~f;\VIEJ1l.Jfl1 り 'llu'¥14111 EJ fl'UU'U 

＂＂＂  
13-l1 VI'"〕
.., .J' 

3. lJ和叩l1'U'¥11叫'¥I L~ 叫8'U~f) L紐 utJ紐~'\11U1訊曲l1'U和n1訊渭 1曲
叫ぅ和 iu蘇紅'U.111~1 VI 1 恥~1uun

《 1 卵 (~)1JJ "-'》

「～せずに．．．する」という意味のある接続詞である。

1 . fJ ru1如ぅ1昨 L'lJ1L卵和1雌 U11L'lJ祠 'IJFIUが

2 . 飢呵lRU的 J.11 叫,~叫lJ~1fl'liU和'l1~和 n疇、 1叫 h晶叫i
viin,Jぅ~«u
.., .,f ..j' 

3. 伽 t>U'U'U 'lf11'U1~13-11'lfl~ 勺 u11 訊 ~ti1 曲枷 \1L-zrfl11t1珈 1fltl'U

《此～゜~1 ぅ》

「,>:;: +動詞または形容詞十〇：：11 」は「～ない」という否定形の一つ

である。
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....、 ,:j I 1 o., ッ ツ
I. \11':i 間」 ~>-lu~" :; 畑 10:.'. ぅflUWJ.l01 W期10'3~QJL

¥I "' 

符!Jfo!Uむ111,J
2 . 如叫1'\l,r~い四呻UD迅ぅ心1碕~1'\l 恥：
ッ 4

3. W1加叫WU直tl1竺QU叫ぅ VIU1100fl0tl1咋
.J' 

《,.,_,v v f1 》

動詞，形容詞，または副詞の後ろに付けて，「（～ではなくて，）結構～する

（である）」と，予測されたり，言われたり，または知られている通りにならな

くて，むしろ反対であることが分かったり，見つかったりすることを表す。

1.1曲叫邸 1ぅw詞¥]i) i) fl 
t 

2 . 砂1tlfl'U叫 fl~UDfl"'U ぅ 1tluDfl":::臼 J1ti 
.., .., , 

3. U1UVl~\JUU fl~UOflLfl1 R'1t100fl 

4. 和疇硝flUUむ旱!)13-l蜘記flLLfiu 

5.~ruvJo~n」1辛 ,tOULL~fl麟n況曲恥

＇ 
《し1゚ ¥1u:::1'j -,:,::: ~>

述語の前に付けて，「わざわざ～する必要がない」という意味合の否定の表

現の一つである。話者の意識や意図を表す。

1. 1 訊け叫J面演n青u~:::昴揺Ufli1ll1l1 L1。¥]tl::: _ .. 1~1i>:::1瀾fl
2. L~ 。｀゜：：：1 泣'u竺同 1'1 ツ しVl1 L tl1 3.J~Otl1flL "i)tJL tl1~flVl'UOtl 

,,I 
3 . L t111 JJL 4lfVIJ-IO L~ 。｀゜：：：1 う":::し叩0
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‘“
 ーu

 
,a 
↓
 ～
 
“、

動詞の後ろに付けて，「暇つぶしで～する」，「（特に真剣な目的なく）～する」

という意味合で用いられる。
_, I I 

1. \lU~O\lLLV1mti1~L~u , iln11Lti1"~1JJ1n11i 
"' 

2. L'l1~0\1l1101\Jl1'i1 叩飢fiu , 13Jiln11\'l~oiot1り u1~rr
3. HJ.IRO¥ll弓tiUfl1 "j f "11 Ofl 1~ 飢~u L~1Juwfl」 1~1 局討\l, \)\)~ し弓tiul廿— u-, 
出~flOUO惰~Vlioo~1 ぅ \Jl'lOfl吋1J~o和OU曲碕~11\1

《,...,_, sir::: (し恥） ~111-u 》

動詞の後ろに付けて，「とてもそんなことが出来るような状況，または人で

はない」という意味合の否定の表現の一つである。

1. fJOJ~Ci\ふ叫譴~L'll1叫ふ、臼1VIU 
2.L'll1血ふ1圧釦u Sl中国1細 9
3. 恥m匂直恥哨吋~1 VIU 伽叶l\'111.J~f)和

ど II t 
《 釘ヽ 'Vll..11(fl¥1 fl1) ""'》

動詞の前に付けて，「一緒懸命～する」，「辛抱強く～する」と，努力を表す。

1. 釦u::1-1~咄,a呻」枷LL'WU, ふ叫1ふ□叫呵j'UL1~1VI~呵 1
2 .'lJOL 伽flt-It.I討~VI恥弓 l.lU叫''J 府0~Oi'1JLL~1i'叫枷l1R13-l".i:1廿1釘ju出：：
1r.1叫μ絲‘` 印
....、ビッ t ....、 o; t I II 

3 . fl O'J L 4lf tiぅlfl'JVIU1 fl'J'11 L'lftlぅflUfl'J LL flL'lf1 
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《
.., ti 

～即c;lVIU1 》

動詞の後ろに付けて，「（相手が何かしようとするときにその人の存在を気に

せず，気を使わずに）その直前に～した」という意味合があり，無礼で素早い

行為を表す。
&I 

1. lJ~ ざl'lUU出：：3-J~':i 1fl1雨m曲11J~ざl'lL':i1l'lfl
＂ 

，引

2.u~ti1~ ぺl~:::':i1 tJ ¥'I 1'U~~fl1':i 町 ~1り ~0~1viu1 u~uoり ':i1tl ヽ 1UPlc;\VIU1Uc;\1u 
<I ツ

L~~fluULL~1 

3. ぷun1和ヽ釦 1和1叫加託叫l\13-J1~1n1叫哨
叫洞'u LL恥{u1如 8

"'l di I "' 

討1fl ¥1 f1fl0'S 1 fl1 fl~ 

≫
 ゜

wn5 
”
¥
 

「失礼だと思う」，「タブーだと考える」という意味で，動詞として使われる。

ある習慣信仰に基づいて，物事や人の言動を判断する表現である。

1 . LL~LL~fl1行 tl'\]v1tJV1u1 um弓t11..11;J1属fll..11l'ltl名o
ど剥2 . l'l¥lflU ULL~ 切 u1l'lt1no3,11n 柘6tfl':iL 袷ふ社：：1 ぅ ~o雌1.., , 

3. 佃罰叫国：： 1加叫i,,fl';i fl flし伽枷如
4. fJ卵済叫加」1雌‘曲1府か和11..1恥 nn
5 . 1 JJし珈1';ifi::: a., 1 l.,S I I a., .,S I a., I 

,l'U 討flu LL酬皿:J.J,l'Uflu'U切：：叩nJLL:1.J,lUl11'U":::1:I.J'Uu'U伽

和此h」
... 

l11 \1 釘:::1u,im~,旧 1~fl:::

6. 呼＂ふ恥 1¥1i11却 1叫冠 fl'U1鴫 ou:::鯰

《和）L01-----L珈．．．》

「～を．．．として考える（持つ）」という意味があり，ある人の信仰，また
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は習慣的な考え方を表す。「～」と「．．．」は名詞または文である。

1. W':i':iflU1和疇叫o翡旱Jlfl~0叫1tl~譴n呵血~v叫1tl如わ
wぅぅn

2 . ~ 骨1~"\lfl':i 心'Vl1加涸ii細01 局lJl)叩紐uiruruin直'lJO叩贔m
, QI QI 

曲叩1:(;l0fll)1叩応3.J~o直u恥か和知1':i年fl1~紐
出：：：病合

'II 

3. f-lU1 l1晶OL01¥-.Jl1i'ifl1~'l.11 L引UR1~U叫tふT沿
ど ,t
4.fl叩叫J.J1'IJ和 1Lぅ情OL01餌佃u和加和〕碩如屑

≪
 

亀, "'I  

UU1ULLvl ～》

述語の前に付けて，「益々～になる」と，変化を表す表現の一つである。

ッぷ.., .., """"' ツ

1. U1'll11Llfl1UU1J1U此枷fl~\'I L'll1>.J1LL l1U~>.J1ntf u~U>.Jtl\'IL昴Ufl11 討
＂り

面研炉ULfl ,; vl'j~ 枷1LL刹知
＂ I L Iツ "'"'I ツ

2. flUVIU>.J~11 UVl>.JlJ1UUlJ1ULLvl~~Uu り ~\'I
＂ 

L UL和u¥'lf1UVI血

＇ 
II 

町l¥1 v.11 f1'U恥叫炉'UL炉
＂ 
1 ti叫

.., .., 
3. 01fl1ぅtiv ¥l fl ru P11 lれJ1ULL Pl~ ~LL l.J~\l ¥1U'VIJ-lv1血1J-11ぅn-s"'u-su ヽ1 希 11\1~

'Vl1tl 

≪
 

曲 (1~) 11 ～》

「～と考えられる」，「～と言えよう」という意味合があり，文頭に付けて，

人や物事の行動，状態，を話者の常識で判断する表現である。

1 . u":i~'n1囀曲咋1ci-.:1"':i1叫1鴫討1-1fil'j贔麟曲和加1
り 1詞flfl~泊恥'll0¥1L'll1LUfl碍!]fl~0\1和叫恥~1fl'izf110面和LU
111 ぅ且~on討~11 ぅ ~'n1U1 令 u高~n1~ベlt>~ 月iu'tuon 13-irlL~ou廿1\1i-1u1
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2 . fl訂 ~~flL炉 ~LL~WOLL aJ ti 1 J-Jしlu1ti uui1Li1Ufl11J-Jfl祈ru印flflL1引oci1¥'IV1恥
〇''U

3.fl1 ぅ ~LT.11叩和和ilu如和 LL~:;n祠獨fl1"i\11U~1tl和叩和
1 aJfl~L fl ¥'I uui1 L T.11 L U'UUflfl1 "i し~0\1 祈10ci 1 ¥1 flU'Vlii、T.I0¥'11l1t1:i¥1旧utlぅご
Ll1 何\4ll1'i'i 何1~U1

a』
4. LL~U和1'Vl1fl':i11flOU 1J1U':i01Jりw¥11,J 

.., ツ.., I .., 

'Vl~1tl'Vl~\'I lJ1UHJ-J'UlJ11tl'3 

1 dlffl責 渇ti'Vl1ti 13JJ-J1 flL l-i 11 うし~D渭 ti1Jf11J'U1 U~W'ゞh」

《....._, Vl1 t1 》

動詞または形容詞の後ろに付けて，「すごく～だろう」という意味合となる

推量や想像の表現である。

I. 恥ti~,inor.i国｛珈訊れ叫心l 四~呻
t al 

2 . L Ul1切~l1'j1 ti O 1 f11 f-TLL伽LL'U'UUt.lぷu1;-ln約1UVl'j uf1 恥U甘nv
ッ 4

3. 柘叫鰍伽UL~tJ り 1 曲枷』し恥 ~f1 1曲祈0'3l11'31UlJ1U L'U0'11tJ 

《""13-l'l泊曲 》

「本当に」，「すごく」という意味があり，形容詞または副詞の後ろに付けて，

修飾語として使われる。以外性を表す。 1~LU1 と 1Jj'VltJOflと同じである。

しかし， 1JJviりOfl は少し皮肉をこめて用いられることが多い。

1. 炉t.lVIR..,¥'lilL~UVltf\'ILLflil LLvlLLWゞ tJJ6t 泊~uu~ し~W1~fl1L~↓o鈴し,>o{0~1\'I 

渇£.11訊01.JR0\'1~1t.11.J'1l1
_. I .J'I  ., u• ,J'I  I I I 

2 • しVIULL,i¥'ILUOLL'1¥'l,i1 OU 1 Otl1¥'IU Ott沿吐 ,,uu~ う1叫 1加しRt.lVl":iOfl 
ぷ

~\'11-lUU 

3. LflVlfl げiゞは1 吋L~uu:: ぅ：：杓柘ぷu?u1 靭fl~U1't1~OOfl

4. 昨和叫ヽ虹峰叫1加 Jufl WO如 h1n13,1恥晶虹耀ti¥'I 
即 Ufl和1潤贔 _,J ., I ピ1 Iツ I I O G.I u¥'IVIU¥'I Ufl'll訂暉l¥'l¥'ll'lflt-l";i¥'I 3-1111l11Ufl1R¥'l,iou恥

o:;1ぅ叫
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《,..,_,1~ 賢oヽ》

形容詞または副詞の後ろに付けて，「すごく」，「非常に」という，話者が感

心していることやその印象を表す。

1 . WOVllJ~1」われ恥庫如j 四享恒四呻
2.'llO¥lLL命：：：orl1\1'5和堕吐卦釦加i~ りし~t11~fl~1VI恥緬：：：1ぅ

,,r 
L~tlfl~ 巧11VI珈釦峰1"::: 肖0¥1哨〇

3. 炉曲如fl1和~OU森叫)0~紐品 v.io和叩~1J'UVl'U1訊盟凹
L~ り

4. 1加峰1uo{L 1 VIU1訊閲壁~EJ

＇ 《U¥l""》

動詞の前に付けて，「一緒懸命～する」と，忍耐を表す。

1. LL知加譴OL血孤恥:1ぅ紅)0ヽ m蝕幽
2 . 佑1J.Jlto ¥1 J.J1卸品、afl'l如n責1砥ご

＂一
3. 机釉叫-\1~1fl11血切頂
4. 油枷ゅ造~11'lr1'l"叫1 "~00fl L 1a1L~ 

≫
 
～
 
、M_̂ 
ーベ"

＂ 
0
,
 
，
 

≪
 

動詞の前に付けて，「わざわざ～する」，「せっかく～する」と，努力を表す。
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1 、
1. 仰 fl1JOP!'N'1間 1紐げ111

"',:j  

()¥'1Lfltl1Li;"l 
ー9

2 . fJ譴叩曲如1叩n6t~flruunt10恥-, 
，ヽ＇

3 . L門10郎 1VILl'l'lJ.J14lf1tJ即-, 同し術n

4. 加血岬和術紺洲滋叫Ofl'N'1訊 1fl ;:r, i1血
•一 9

5. 1uLnu::u:: 吋lJ 0点1~~1\'11tJ1 弓峰1
6. ~Pl恥~L~tlU111M11l'1血 1峰 1 OLJ1fl叫祖仇珈如1LJ4lf~ 和」

，ヽ,I'~4 ツツ

7 . O 即 ff1叩OP11Lc;\u'U11LL~1 fl和1由細叫訊柑し恥c;¥1血 1fl

―̀ 8. _Q疇~l1~LUfl1'l,L府Ofl和恥訊m臼訊印n皿紐1::

《,.,_, 13-l滋ufl雌1 》

動詞の後ろに付けて，「誰彼の区別無しに～する」と，対象になる人が不特

定多数で無差別であることを表現する。
も

1 . flflJDOtlL舟13-iし各onV1u1 1 J-i11ftuuu~~1~nvi~o 1 J-inv11>-J 

2 • 峠>-J1晶mか1叫Ofl両和椅fl'Vl~1t.11,J疇叩釦fl f1Ul11 
~11.1 

3. flU鉛伽lJVI和Lu~~11:i11 ru::: 和 ';i1t>f1」1叫 011咄1 v譴心加珈

L Vlfk!'峰1 t>:::1 JJ1~u釦

《討伽 (fl~) ,..__,》

動詞や形容詞の前に付けて，「当然～なはずであったのに」という意味合で，

予測，予定通りにならないことを表す。

1. l11lL~\'11'U L府uu~L~u 13-it103-11 UL~ti 11 VIU u~13-itl'nn~ う1り

2 .1 ,J冨¥'IVIU1 ¥11 t'りflL~L~\'I t-11 ll vi13-irf fl fl~ ~1 り

3. L ciw~n1 晶面」0~1訓'nn叫曲
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4. wu]立也~ 咄1曲LL~,
5. l11UD ぅ ~151t.11言u裏 13Jlff1W1fl':i うり 1 討1 肴 1 り t.l~ l111 "'府13J~

《緬～（曲）釦t.l (またはぼu1'l)》

「（～するのが当然なのに，～すればいいのに）それほど～しない」と，予

測や期待通りにならないことを皮肉っぽく表現する。「～」は動詞である。
,¥ 
1. 哨Of)ぅ叫13-11,諏：：ふ ~1雌晶UU1l1 L油1ot1L紅洲1viu

~ f • .J'-:i ツ
2 . L3-IOflOUUOf111 引u1u1~孔廿0¥1 U1 L~tl 1~flOtl 01UU1 し裏り 1U3-ILL~1 LL1叶flOtl

u1u咋：直o1ぅ
ど， 1 I I 1 I I 1 111 u1 .,f <I I 3. PluUUUtlufl11 3-111 \'IL~tl 叩flutl ~ 'VIU 印uUU討し1~111¥'I flut11 u 
.J 

1'VIU哨::LJ.Ju 1ぅ

I..., 、~"'.J ..r1 
4. Otlfltlu11'1'jtJ frflH1L"au¥'l'U p)tJp}";j¥'J LL~'U 1'::fl13-IL i 恥加1mu::~LLPI
＂ 
和Otlfl13-峰雌1'Vlu

《～月. • . 1 >-i1属》

「～」は動詞，形容詞，または副詞である。「．．．」は名詞である。「．．．の

方がより～」，「…には敵わない」という意味の比較表現である。

1. ~ 年 "l.10ヽ LLW¥1 LL陥釦噸剥叩
"',,y ッ

2.LW~\1~ 珈'LJLW'j1~mw~\'Ia>ft.irlou1)J1局
-v 

3 . 四：：：nぅ和恥1叩囀印：：：m和帥韮H
4. 和叫‘渇和url''[:叫§ゎ函1a.i1肴LW芦応如恥曲＼岡n沿

＂ 
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《～旧u出祠1 》

動詞の後に付けて，「常に～する」，「いつも～する」と，慣習や性格を表す。

1 . wun吋trn~~fJruu11祁叫曲~u\]1;-, 試lui.Jぅ：：i1 
2 . L貪f1¥l 1 ULL恥 L<j11如 u桁か函可迎竿
3 . ぷu和fillがかuiliilu出か
4.flt'U~ 祁u口初LiJU如ふ匹四flゃ恥詞u如和恥1叩匹

~1tl 

≫
 
～
 

‘‘‘, 

ー
引（
 
枷r, ゜

≪
 

文や述語の前に付けて，「。。。が，～だから．．．」「（．．．したのは。。。ではな

<.) ,..._だからである」，「～に依り」，「～に基づき」と，真の原因を示す因果
関係の表現である。

II I I 

1. ゃ印血〕血恥叫叫f,rfl皿迦珈叫Jfl11畑 J1匹呻佑1訊

2.L'11佑 ¥11U1紺0叩Lfl¥1Vl"!i0fl 0消訓ぅ ~,)1JLfl ¥1 ふ U1り暉jしeuり
ッ

3. しり叫fH~\1 V11しィ。匹叩碕」t'111J1UL珈 l沼 1皿配詞Uf'IU利
炉廿J1ULfl1"5W111廿hm紅訊fl"5\'IL~13-ln~1LL~\'lfl11叫1"51~

4. 加u細flfl~囁ふ…~urlu呻」皿誓L~U叫UL弓 l.JU1'1叩知iu L~l.J 
ッ

Ol.1"50~3-111~ 

《 1 曲",11\J(約～，または 1 曲和(~) ""'》

動詞，形容詞，述語，または文の前に付けて，「ぜったい～ない」という意

味の可能表現の一つになる。 1 J-i------L和 ~'ll1~ と同じ意味である。
1. 炉u恥趾追加1f1 し叫J1~1dlff11~髯珈Jl11¥11U贔証j-.J1¥1序
1JJ珈汎ィ。炉u1肴
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2. 叫,\]科O'HU1YJU1~0L}1L 1~1011.J'H~ ふ1J.1 ¥] 13-i恥叩
3 . 枷1>JW1f10 13-1肖O¥Jfl1ぅJ1J.11n 柘,cfふJ.11n 1 廿 Lfti\J釦1'31113-i~和1~
4. L百団四o1>J珈1¥JL cf1屈
5. L~U渇 DULL 甜rl'1>J珈吋WOL舟

《 L~v1 ぅ~,....,》

述語，または文の前に付けて，「～したら，いつも．．．」と，慣習，規則，＜せ

を表す。
41 .J.,..., ツ
1 . L3.Ju':il'lL~flP11':i OU 虹佑月叫如-;;u111ふ1碍 fl
2.L~u1':i釦o訊 i)OAULL ,J~fl l+U1 L'5 0 i)::: 肉叫JJt.1f) 3.J訊 i)1

3. 曲直恥釦qj'Vl1 砂1,J~ni;1 Ltl1l'~1 l1':i3.J1昨 ru

4. 麟 l何内釦Plfl凶1 11~ 如 U1叫 fl Lぼ：：：11~1'-l~::: 出：：：皿!ru'Vl13.J1n 
"' 

吋111~il'l't 叫り

なお， , fl';}が（～する人はその人が．．．）， 匹土速ー （～ものはそのも
のを．．．）， 也皿世（～するところはそこが．．．）という表現もある。

4 もッ ツ

5 Lfl':il'l0t.1111~:::~1Vll.JI';\ flUUl.J即t)¥]し術i.1u't11~1~1t.1v1ULu'-l ． 
4 ッ"'I~I~

6. 〇：：：1':il'l苅fl11~::: しUUUvlfl~'llu\ll叡）1')fl 枷⑪叫叩o渇面uU
~1~clツし “ッツ
7 . 'VIU 血叩flU01叩叫nn i):;'.LVIU'J1UA1ゅim、i!ULLfl 1 

＂＂  

《"" 1~(L紅）し珈1-s (または ~1 VIU )》

動詞の後ろに付けて，「～できるわけではない」と，不可能を表す。

1. 恥j~o\'lioti叫 w11u恥出1料1Vl'U Uufl~1fl知n叫
,J',,J  

2 . 1 l'J1l 1 tin'j~lJ u flu't机属渇訊訳）1ぅ 1出街hu
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3.1恥ふ心疇u1叫
4.81\)訂 ~1JuflL 仇恥u町l1tl1珈u紐Ufl1'1-t11 加し枷u1 属し恥

《珈1¥1 (~ 此）～》

述語の前に付けて，「～できる」，「～する可能性がある」という意味の可能

表現の一つである。

ツ弓 し .cl I~.cl 

1. fl') 1J'lflri1LnmLvlllJlJ .. ~3-Jl11'.JVl1tlfl11 80% 

2. n11uinぅo引lnn1u1n1刊":::月l'l1'.J wrn'ti 13-J1 n n i 11 uV11 甘~l11'.J1lJ
3 . 柘1廿... .cl .cl 

LL l'lfl'li 01砂：：：3-Jl11'.J1廿
"'2』

l'll.11J1'.J 

4.n1紐~U3-J1n1訊国」伽fl1lJ7i珈1洲ふl.11tit)::: 加 fll.lLVl)l3-J1 LL l'l Ufl ru 

《
~I I 

釘nLLi;) (11) ,..,__,》

述語または文の前に付けて，「ただ～だけ」，「（十分配慮せずにいい加減に）

～するだけ」という意味合の非難の表現である。

1. 亘呪 13J袖恥佑uflflUl'f¥l炉ヽ
2. ~')1\)~~,, i11 ぷ Lt.Iv~1 LL! 叶1~1-11u\l 名 v し 1u¥lfl run1w廿1\IL~tl

3. 蝕紐1枷」 u和1哨しい
"'I  I 

4 RftLL¥JliJU 13JLflり ~\I珈面 lu\l

5 . RftLLが1\)~tim~u1 廿濱り 1 1 紺1tl\11U栢u炉 \IL~tl

≫
 
～
 

3
3
 ，
 

ー
引em t, 

≪
 

動詞の前に付けて，「～しきれぬ」という意味合で，言動の限界を表す表現
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である。文語である。 1出ntJ1ぅn~1局n訊 と同じ意味である。

1. Fl1叫如1和」油恥nn四」ーゼ圧叩n恥ふ的伽↓9
” 2. un府flH11l'品f)1 ぅ fl')~が加¥]tJ1う1行fl1ぅ出こも1弓3.J1fltJ1t.J 訊応叫1ー，

d.J' 
t-11L~11 属m討~,Ul'lU 

3.fl即 ~Ltll.J1Jかvー
.., I t 

飼面1UULLVl¥1UU3-.J1fl四阻む這嗚1叫枷)lflt)E)

｀ 

《～ し汀u頃u≫
 

動詞の後ろに付けて，「ふざけているみたいに～する」，

と，相手の不真面目な言動を非難する表現である。

1. 咄血直―u叫L枷。8 叫~UL'll11 靭mi111 曲和u~
2 . orl1和 iluし付源 L~。占命。tl1~1J1籾1tJU~
3. 刈面IUL~U~flLL恥

4. l1碍lm~u1粕 VIU

「遊び半分で～する」

vtfl~\1~::::Lu祖'\l1 ¥111弓lJり1JuflJ.J1u::::
~,J' I ッツ~ Cl 

L O ¥1 Ul11J 1 \11~\l L~1 VllJ1 J.J1 fl 11Jfl1.Jlu ¥1 L~m~ti 1~:::: 

《 1 局L1~1 ～》

動詞， または述語の前に付けて， 「～してもいい時間です」， 「～する時間に

なった」と，適切な時期を示したり，習慣を表したりする表現である。
1ツ~ツ ,・V I q I 

1. ~L1a1fl~1JLL~1 LLf花1¥1 ot11 fl~flu uflVl'Uuり

2.1丘訊11..1~1 \1LL恥吋~11flヽ1~恥。：：1ぅu::

3. 恥釣L邸 1属L1~1~11..1が 1Vl弓斑J¥1

4. 01fl1ffl~3-1Vl'U11LL恥吐国］肖0\1Lu1L!。 Vl'U1100fl叫 ~LL恥
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《
I I 

11 LL i;) ,.._,,》

名詞，または文の前に付けて，「（会話していることはさておき）ところで，

～は」という意味合で，話の途中で急に話題を変えたり，思い出した別の件を

持ち出したりするときに用いられる。

1. 註叫0¥1恥 1雌和釉叫1 ti叫伽1局峰滋叩
2 . 虹曲叫~OU~叫：： 1属¥'11U1J和咽UVI釉歯

｀ 3.11LL~ ツ珈 U1Lflu::1J1ざnけ1¥'l五うi1JRUL叫沢oし曲1府1逍

4. 匡杷n贔'u::曲紐ぅ " 

5. ~110111恥11il'Lt10; : 叩臼和1亨囁

《,..._, WO~ 
＂ 
》

形容詞または副詞の後ろに付けて，「相当～」，「かなり～」と，物事の状態

の程度を示す表現である。

1. \'111.JLL,i\'l\'111.J~flt111 門 O\'IL'll1L 皿iwoA 珈flfl絲消叩JO\]出 ~Ll1fl1出13.J6',.  , 

¥l 1 UVI~1 tJ fl 1.J 

2. ~1flt11.J13-l珈1,J恥L'S¥lL⑬ ヒ皿り
3. 祈u1~祈u占,JLVlfUWOA fl¥'I奇i;¥11J1 属 ~1l.J--6'ー -u , 

4. 派'\'1~1叫うか布00fll11¥'I引茄恥珈u1l1'S3-l1U~~ 訊~u~旦q
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3 . 反復語の表現

タイ語には，様々な機能をもつ言葉の反復語がある。それぞれの機能をもつ

言葉は反復されるにつれて，機能や意味の変化が生じない，あるいはほとんど

ない場合もあるが，たとえば，動詞は修飾詞になるような機能の変化が起こる

場合もあるし，また意味においての変化が起こる場合も多くある。ここでは，

反復語に見られる意味の変化をまとめ，例文を示しながら説明をしていきたい。

《I.意味が軽くなる》

形容詞の反復語と一部の副詞の反復語は元の形容詞や副詞の持つ意味より軽

くなる。たとえば， LLP!¥1 (赤い）は LL Pl ¥1 り （赤っぽい）になる。など。

I. 和1血Au~'l 晶5恥紬\'I , flU如恥u咽u和
2 . 炉u'l面りば1 VI和 rmuu柘瀾f1'll0¥'I砂 ":i11ff11'j知 1A—• —, I II 

3. 伽ruII ツー0ヽ1tJ , fltJ枷JLAflO皿uu Liluo::1 
しッ ,,J .., ↓ 
":ifl1Jr-J"lf1tlr-J03-J AUl1り1J'SflUU" _, 

汎o

ツ 'l 1 ... ... 
4 • ()1 和血」o::丸旱,VltJOtl flu1研叫」1~L吋u'llu\'Iw'l fu ":i ¥'I ¥111.J 
転~1\'11和咄~u 直廿f1'll0\'I腿旦和1i)i):;し応叫紐伽円狐
.J .J' 加nm~omo1 J.11術1和：：釦渇tl1fl..,UULLl1U 

4 . • ..., 亀

5. J.JO'VltJ¥'li)UA1J.J,i::flぅOLLfl 1 ¥1しぅ1 り1叫1し乳OP!

6. ~1年LL t.l\'I~\'I~1曲恥m釦詞血.1..1._j trtJAufl1恥硯
“ッ qq

I n o., I 1 I 7. tJtl>.JO¥'IL'VIUぽuu::加 tJ3-J, L'VlfW ¥'IO'j 1梱 1fl討10tl1¥'I 1~\'ltJ1, uo爪- " tJtJ1 
u'l ・ニ

I 亀／
ッ亀<

哨 行ししi>1血岬'Vl'IJ"lftJ'Vl'IJ1, 丘」曲流」評fl和uu~訓珈曲」~n1,i i 
I 

呵3-JO剌1fl"lf13-J曲 ¥13-Jln"'un1 ¥1 Of1血,n1uりfl10Uりonn1::1,1枷
• 'VIU¥'I 
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《2.意味が強くなる》

ここは，感情を表す時に使用されることが多い。形容詞，副詞，名詞そして，

接続詞の一部の反復語にはこの意味の変化が見られる。 'll11 り（肖11り11

khaao-khaaoと発音する）または， ij'Vlr加り （刺糸かm伽 phuuyiリー

phuuy1リと発音する）のように声調が高くなるという変化と共に意味も強く

なる場合もある。その場合は口語である。

1 . 01 iUN ¥l tJO肖ULO¥l し滋1L ~ 0 11L fl') 汀'¥l吋OUL011弓N!;:fiflfl角
4' 
L 1.10'!11~LL'U , 

2 . 柄ツ.., .J 1LL 
¥I ¥I ti 青む也ut1111~1'!10\lt.ltltl\lR'\l1JLN\lt13-JOtl U 011l1A"JL UOり1¥1

1 ツ I 1uツ.., ッ
~'!10\lt.ltlN討しLUU ~1tlfn13-JA1JLLAU 

3 . 訊恥硫UVIN1tlU袖恥~1fl 1 ⑱ 

4. ~ 叫砥11~卓 1
I~I«!I 

5 . ~1'U fl";i OU印碍Vl'UOL ぅ \101Vl1函叫恥叫細:::~Nmm 1uり
6 . l呪巳~(phuut-phuut)~叩袖滋ヽり

ツ I I 

7. ~o叫1卵u 堕皿.!!_1 (sa冶at-sa9aat)
... ,JI'.., 
8. L~flAUU四エロ< naarak-naarak) 

9. 叫U叫加直疇1 1 (reo-reo) 
.J'も，

10. し;flAUUPl\lLL祠□1雌1和uu_~~皿Ll(phuuchaa i-phuuchaa i.= 

男っぽい）

11. l'11l11¥] 11~tl1~1 ぅ t..11 而1咄叫l.Ll < phuuy i u-phuuu =女っぽい）

《3. 催促の意味になる》

動詞の反復語はある特定の動作を早く始めるように催促する。

}.(,¥,, ... 1 
＂ 

叩加 ~'J'-lflL flvu 
2 . 匝

ふ しツ

し卵巧 f1).J1':iULL~1 1曲L1~ 情uu~

3.1祖!ti1 LL恥 色
4 .1uりし恥卵恥vU1U
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「反復語の動詞十し門1」は行われている行動を早く終らせるように催促する

表現である。

5. LAUりしf11 じj1肖O¥'I弓u1tl't 甘 C1\'lffn1ilriou~"'

6 . 旱 1止Jt>U峰1t>日勧1¥'11U佑吋1EJ曲utJ
7 01U , ふ珈U~001Ufl祁 flVl~1E.Jfl'U

《4. 継続的な意味になる》

「動詞の反復語+ 0け (1 u , または 3-J1)」はある特定の行動が継続

的に行われる状態を表す。

1. 細O'U揺四寧fl恥flft11恥滋疇1";i皿瑣加叫峰旦1

珀碕直OtJ加 zr1u1暉 u1fl~L~ 諏狐1Ul11~ 

2. 曲国」し弓t1un1廿11l'l卵和屯上り旱1L~Ot.lWOが加伽碕

両

3. 疇疇叫ULL";i fl細む伽,u曲疇凸祠叫OU
LL~1f 0L叫直叫碕立1成1閻fl11叫疇叫fl砕」

4. 疇紐tJtl瑾囀如01'Vl1".i戸り皿1枷恥ふ恥H
J-111'1 flt! 囀~w叫匹~o如紐fl~\1341哨渾1 ヽ
5. 皿和這'U ,':i0':ifl1疇曲叫叫u~\11u

ッ
〇ツこ、S ツ

6. t.lfl".iO\'lfltJtJtJtJU':i0\1LW~\10cl両n引 ~o\1 ocl 応叫~flVI釦flt.Iー,-¥I 
叫v柘1寸訊伽tJL1引叶113-JLA':iL'W1.J341佑 l111':::~u\1LW~叫りLO¥1 
7 . \11年u計§紐加」和u虹仁直rm詞1 凸叫蜘~100fl
直渾直u祖責

8. L恥弓~flnu1 局1~u1u1iJ'l吋n弓o-~-, __mfuJrlou tl'\11 叫0\1 弓 u~utJLL Pl¥1 
.., ""1ツ4\11Uflt.lfl~tJt.11 
.J' 

9. VI伽~1flt.l 閻土1且芦f1 ,) ::: ずUL¥11戸18
10. L':i1皿 1直凹1知祠り｛和吋11':::叩匹fl望雌 WO街TJ11肴

叫姐l.JU細恥tJOfll符研OU 和~ti枷晶01.J枷饂fl
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,/',J II ,/' 

11. 企ごlユュ1知恥4lf1討恥朽1LlJ狐nu如珈LlJ訊
V V 

12. 屯口直和W~\'ILL恥恥訊珈恥訊1 Vil.I叩 1吋fHW~\'I

擬態語，擬声語，擬情語にも意味の変化が見られる。

13. ~uuuu叫扇fl , ll'Uflぅ：：：l¥1切呻」叫lluci1¥1 L Vl~utJrl uu 
ッ., ... ... r "'ツ

14.'l.lvll11f1Lfl~~':i:t'. 血 '1r1tJ ¥1ぅuu11uり

15. !111AIL~1L'U~1'U:t'.UflL~tJ'U祈1t1~\1 1~u~flu~1P111l弓U,.. り
16. 臼油碕瑾」fl~1 \1f1U紐譴~tJu\1 , 閂叫U哨 1¥1Vl11JL鑓＇討

ッ"'... ッ ヽ、17. か':i1¥lLl'呵 ll'U1tJ'U'Ufl_fl 11¥Al':i 1紐 ¥1¥l 1 fl >-l f)Li;')f)';i 1 屯叫ulJ451~ りふ
討1

18. 造油叩鑓n釦1如呻伽':i1::しiuu,':i"'un1面如伽紅l'l'U
I ツ

ッ

19. fl肉叫1tl1L~J-1Vlu狐訊'l.11J-11LL fl:t'.¥lJ-lfl':i 1tl 
一＂りt Iツ

20. ~'Ufi涸1\li;°)fl\lfl , f)t.Jtl1¥1'Uf)fl 

21. L'l.11旧Ufl'UU1"~\1 り L'l.11flilJ¥布L':i1:t'.~ り uci1'111~Sl引 l11i1 ll:t'.L flぅ行し名0¥1

“‘り

《5.望む，注意する，警告するような意味になる》

「反復語の動詞十 VIUOtl 」は行われている行動に対して注意を払うように

望んでいることを表す。
.J'oc1 l 冗：1 ¥1 I • 一り VIUvtl Llfl1U>-1~3.J11l 

I q 

2 • ~, Vl'L.lvtl 11呻訟\1v~1 ぅ恥か1曲釉面1
＂ 
3. 疇旱1 仰叫如Jn砕 u和1tl□161 晶涌袖心知ht.1tJ1L~LL恥
和 ;i1~U::

命令文においての副詞の反復語は「～の状態になるように．．．する」という

意味がある。「動詞+'ti1 +副詞」と同じような表現である。
4. iumf \1~1uoii , 諏〕~PluUf1~1'J1U1'U釉恥1曲6tri':i叫Vl':iun
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.., 亀I o., .., 

5 . tll」名1 , t.1~ ~Ufl~1 

6. 些旦l_, お
7. 1 ci~~fl).11fl り此
,．  
8. 屯iり曲1~f1
9. l11oiot1 i u~ 

《6. 繰り返しの動作や状態》

複数の反復語の動詞が並んで使用される場合は「～したり～したりする」と，

動作の繰り返しを表す。

1. 1囀甜U~U1t..l~か 1tJ1曲由叫ぅ血1旱り i¥l1U
2. 立1 且咆」曲1':i~年丙母
3 . Vl1~U切~o 如珈, Vl1t..l l1噴1- , 
4. 曲丸咆血り血り i紅 1直｛扉1囀釦n姐年1ti肴1tJ

., .., 莉ツL tJ ¥1ぅ0¥1'll O ¥1 VIJ.J1 ,t1 UU 

複数の形容詞や副詞の反復語が並んでいる場合は「～もあれば，～もある」

と，多種多様な人や物事が混ざりあっていることを表す。複数の状態が混ざっ

ている人や物事を表すこともある。

5. 佑腿旦りユユ1 珈u伽1年 u:::1う
~ 6. 釦'111ti恥u―_, ,'!111 flU如珈o令f11'l1J和Vl11l1l..11cft.JL'J1

7 . LL fl¥11叫伽叫釦 1立!L,立立り廿~LYJ1 丙年：：：1'l u::: 
.... I』8.fl1 ぅ 1J1UL~訊fl和1洲1l11J1U伽而血1'l如,flfl__j LL加 l'lflVIU

ー V

9. 伽1 属恥~,旱 1 属1t.Jfl17>.J出：：：叫1

擬態語，擬声語，擬情語にもこのような意味の変化が多く見られる。
II I 

a、ッ "'"'Cl I G こヽし、ッ ツ < 10. r1113.Jn~"'n~3.Jv"'vu師3.Jl'l":i1\'lvtl f1LL~f1記~n o.u":iv\'l1Vln":i~cn-n ＂り
00fl3-J1 
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11. fl"i11匈和1うし贔叫かユり工勁珈匹咤
12. 合fi 01fl1ぅ1叫 1和和n証 1珈 1百n りぼ祠h峰 J18ll11W叫

韮り塁1
13. ぼo1靭UL臼呻両1¥1woon両し，， 6t,, 皿綽戸釦↓ りふ臼

《7. 状態の変化》

「形容詞の反復語+.( 1u,tfu.~\l) 」はある状態の変化を表す。
- 1 ,J 1.1恥ぅ叫¥J1加 1皿釉歯が社u恥 1

＂ o., I o., ... o., ... Iツ

2. ,ltJ1101f11叩叫i~\lti'11'-l n 1 d-J':i u~ 
, S 

3. し恥恥1UffO¥l叶l1Ll111JU
.., "" 
哨n皿り

《8.仮定的な意味》

形容詞（または修飾詞）の反復語は「～になったら．．．」と，仮定的な意味

もある。
I I 

1. 旱 1 しし1』lJflti翻1UU吋 u:::

｀ 
． 

2 . 渇l.J1R1l.Jり6.J1UDU閉属

3. 旦~, AOり1l1') 1 u6t叫

《9. ほとんど意味の変化が見られない》

副詞の反復語の意味はその副詞の本来の意味と変わらないことがある。

1 . L 1~ 而 AU紐ill_, l!i~ 釦：：：l:f¥11如
2. し;flAU如渾‘社廿11, i.J1 ¥11 m 11 i'ul1u L恥fl~可！呵両1fl::'. 和
ッ<

3. ぅ1Ul1"ll1l.lflfl
ツ ~q q ―V一り 111.J'UU L~flfli>fl1ぅ狐ふ
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《10.複数の意味になる》

名詞の反復語は，複数の意味になることがある。

I. 11.lflOt.l恥1mift.J¥lcft.11枷）0直OU ~ 枷0曲Vl11叩涸~Vl~1t.Jflt.l U1¥l 
ーり " 

flt.ltl'¥11 iJt.J O :J-JLL~\l ¥11 t.1 UOfl i 10詞UL~~如叔LL恥
2 .J皿j .J ""1 ツ 1,J弓 I q .._, q .., ti O ¥1 LWOt.lU1 ¥l flt.I fl'1~UL ti 1 L t.Jt.10 t.J:J-JVl11l1 り 1~m~t.J1flU

＂ 
珈N

旧訊t.JU叫LL恥
3 . 血り曲j恥恥叩~fl約LL~c+1\lfl1面如両峰u 1晶 1t.J叫 OU

GI o., I 

L~fl~~t.lfl ti U 

4.W1咽~,Jt口 'l1ti ¥'IL'11 W1111.J暉 JW1U和nVI惰u叫~m和1VI皿
峰1

5. L'11し珈1.JU1枷1諏 v珈岬1うしiJu旱 1

6. J濱叫11 ¥'l'l11卵 1出'1u約1ULilU'/11~ — i 
7 . 枷叫u1uLilu堕立り南」1VI弓o

《11.特定的，指示的な意味になる》

単位を表す名詞の反復語に多く見られる。

1. 叫訓161洲f)flt.lVl"5ufl ¥l叫 ufl佑1詞 Uf¥Uり同
2. 肖u¥lt11Liluor.i1¥l t11 引渇り 1W~u1-111UVl1-I(;\1~1 肴り
3. 細 J, u紐 milt.IL恥,1廿
4.0r.i叫j(;\llnn~u\l 令 UL~Vl#'l訊un~u\l, 1廿

《12.意味の範囲が狭くなる》

この場合の意味変化は，今のところ， "' 叫り という言葉にしか見られない。
,J 

l . fll.lO'l.l 叫恥r\'J1 ヽ t:)1叫皿訊~flOJR1叫ばl.11l.lり，，,.., 1叫知
..J 

2 . 伽 dlfu叫狐約1l.l'VIR¥l'Vll.l¥l'91';i¥lU和叫1ucirot1和昨即1tlflわり1l.l'VIR¥lSl.l，， 9 

~L l.lR:LL 1叫如nu
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＇ 3 . VIJ.J1釦恥 り加uouorj't闊伽1剛 fl和直諏h¥'IW細 LW珈和

《13.意味が一般化する》

と「いいえ」を求める，

反復語は複数で，一般化する。

1. LAうり n1如 1JL1~1 叫'Uvlfl 叩 1か1知証

2 . o:;1 うり n1~nn'l 叫屑叫血訊
冨ヽ ""i I 

3 . 1U'VIE.J~ 引1Vil.I i n討Llv!At.l

4. 麟り＿府 1砂 v
5 . 希1E.J町11曲恥lう咋1し;fl術恥巴叫国,1弓1噸
6. "j叫釦隼り引恥四

7 . ,r-嗚fl 肖u1~1叫限fl極ーり茄1皿血
8 . 術郎1\l り直f1AUUun1~E.J03.JJ.J1 nm 11 

「はい」 そして理由を求める質問詞以外の質問詞の

しツと

flN1J1J1U~fl り u
 

4
9
 
り

《14.意味が広くなる》

場所の前置詞の反復語にはこの傾向が見られる。
"'I .., <:, I I dl .. a, dl .., 

1. flう虹1111紅 1t11?111u,,叩陀皿ーり 1lDU和:::L'Vl'Ul?'lfl1?111l'J::; (;11~1?11 L~111?11 
... 

伽EJ11 ¥1 LL U'VI~1 DEJU'U L紅れID咄細:::AU

2 . 直u~i~血り ¥11uu::; 
,,i .., ..f 

3. flぅtJ(;l 1?)1 ti'U 1''Ul?'lぅv

し弓EJ'U

,J 
WR1¥'.IL in1t1肝rnIi\ 和国tllJ8ll1 翻m訊廿~c)lJ_, u

 

ッぶ
u

1゚ツ 1 ツ,._, :; I 

4. Lftf.Jl'1 li¥11 U1'U'Vl~\lUUOf.JLLfl1~1 討W':i1'U

ッ 4'1廿～ツツ
・, ,,_, 

1 I I :; ーツ ,._, I 

5. L~ 卵狐加 'U¥ltl1¥1Vl'U1 1 3-JDtl1¥l'U'UflVI狐枷L1'U~1 り v116\ 叫

6. t)U11\11 弓 vi':i\lfl~汎り 1和叫uf.1叫訊如fl
,:j ,._, Iツ

7 . ft1Jl1'U切四内り n叫~'lFt1廿＂
＂｀ 
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《15.慣用的な意味になる》

\l~\1 (真の，嘘ではない，本物）→→→'\)~ヽり（本当に，やっぱり）

vl1 ¥'I (違う）→→→ '11¥'I り（いろいろ）

lo c頑固な）→→→f。り（平気な顔で）
L邸（あるもの，こと，人に対してなんの反応，感情，関心を示さない）→→→

L ,ltJ り（平気で，じっと，ただそれだけ）

1叫（新しい）→→→ 't V13-iり （～したて，～した最初の頃）

血（十分である）→→→ WO り （同じぐらい）

など。

1. 叱迦ーり Wf\'llAl'l~1'l fl1lAI和囀n如国」μ枷1和LAぅ恥0叩 n
" " 

2 . ii'uo 1 >-J如 Ofl叫□如1fl~~ir:叫m
.JIッ

3.1曲和1ぅ碕伽1如1Jfl'U1如雌u吐ど］

"~ 4.nou珈枷UL和flLL和a曲：：：1.111 0~1JUc;l1\'lc;l11c;l1\'I 和113-10\'IL和ULL命 c;\~1.J
＂ 

01 ¥>叫nwo , 和1~rn111 局

5.Ltl1VI叫 n紐 UL炉tl0¥'13:t'U曲丘1
6. L'll1匹叫OOflJ.11ti碍1ULVI約fl~1\'IA113-11fl1~ ~ 紬暉‘頸：：：ゅふ
, fl~1\1 
—----~, 
7 . I叩内‘かu1tl~,旱り 1nnii~年 ~1 属

~ 
8. ~tio り nう \1 LL~~fl\)~V4~tlU~Otlり渇t1'1i'1 Lvt~ou1~1 屈 ll\lL ¥)L仇廿1VIL flぅ

す1... 
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4 . 文未詞と強調詞

< 1~, 1~, L和，＂り という文末詞》

A~. 命，吋和という文末詞は上品な表現であり，敬語的表現となるのに対

し， 1~. 1~. し知，＂りはざっくばらんな言い回しになったり，話者と相手に
対する親近感を表すのに用いられる。そのため目上の人に対しては使用しない。

＂りは，話者と相手とが距離的に離れている場合，またはその両者が離れ

ていく場合に用いられることが多い。

1 . o:;:1吋u:i;:
2. L fl碍Ufl'U和~13J1 ふ恥⑱
3. flcf1Ja.J1LL~1L10~Jー;;1 D'fl'j'ja.J 

4.'UOUL揺 u1曲曲吋こ

5 . 恥1出五吋'uif{1u茄
ッツ

6. ~1LL~1旦

7 .10炉 ¥11弓り }11゚：：：1ぅ1弓g

《 打：：， rl::,和，む， ~1 という文末詞》

関係の近い者同士，あるいは非公式的な場所では fl:::,fi:::, 4tl1, flflJ の代

わりに 打：：：，北，和，転， ~1 を使うことも多くある。 i:::, ~:::. ~1 は普通，

親と子供，あるいは甘える人と甘えられる人同士，可愛がる人は可愛がられる

人に対する言い方でもあるし，女性の間では非公式の場所であれば誰に対して

も使われることがある。通常， 和：：： は質問文， ~::: は肯定文， う1 は呼び

掛け文において，というように使い分けられる。
.., ,J' .., ... 
I . 1'U'Ufl'5 \le;\~u'U\l~LL1• l~tlf1~lJけ 1



． , . 
2 . LL3-1~1 LL出'lf1tl記属1ti u::: 和：：：
lll .J'4 I ... 
3. H1'U H'IJLl111 ぅ~:::
I .. .J..,.J' ッツ
4. A1LL l1fl'lf1t.1t.1 ao¥J-s ul.lVI情詞：：：
,J .J'.., 
5. L3-lu11'1J'U即fl'U3-11肉ufl'lJ ri::: 

6. 1曲0師 lJ1皿弓o打：：：旧u゚：：：1孔曲：：：

《文末詞お》
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おはだいたい日本語の「よ」，「ね」と同じように懇願，強制，妥結とい

った意味合を持つ時に使われる。

1.1U麻u~::n~囁~ni-,uot11..1::
"" I 

2. fl n.!fl1'l \l~WflWut.l'lft廿汎u~

`―  3 . 和ぅ1'1>和1知：：：'l1¥lt.lt
I "" • ' 

4. utl1W(;l(;\ ヽ u~ し賃tl1flt.l恥1靭u

5 . しがLl>LL恥u:::

《文末詞わ》

il::: はu:::の先行詞または文を強調する。
1. ¥ll叫;Wtll'lU LL釦叫汎 ~Otlfl;j百 l1U1~1Vl1 
.., 
2 . J.JULLlり¥1U::: L~l..l J.J tl l..11 fl llJ tl 

3 • ,,, 譴贔函：：：［国叫~li:如珈1叫1疇か直臼~1u::;
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＇ 《文末詞 'U1》

出は話者がその行動，状態，または意見において自信があり，相手を強

く勧誘したり，または従わせようとする意図が示される。

「 ~LflO!:'.出」や「 1>J----vt':i on u1 」という形で使うことも多い。
ツ 1

1.':iU1 
'II C 

I I + 

2 . fltJVIUDtltJ1 直m恥u:::

3. L:trOLflD叫1 Lu11 UlflOUfl~1'J 青u賃吋1
4.1曲LA';i{Vl';i DflU吋1曲Li1t.1At.1佑

《文末詞舟》

用は命令形の文末に付け，その命令の受ける印象を柔らかくする。

1. L和m」ぅ ~i,i'l 伽曲成
亀ヽ < 
2. 1f'.J~ 哨 Ll111~ 
← 

3. fl1i-JL'lJ1令汎珈1ぅ11'.J

《文末詞舟》

府は勧誘，アドバイス，を表したり，「もちろん」，「間違いなく」という

“ 確実性を強調したりする。「 fl-----'U汎 」は「そんなことをしたら，こういう

事になるよ，またはこういうことをするよ」，または「そんなことをしたのはこう

いう理由があるのよ」という理由を強調する意味合で使われる。「~-----しf11i 」

は「よく～できるわね」と非難したり，皮肉ったりする表現である。
.., II 、:』

1 . Vl1L 1~1f-1tlf1U~flU1 ¥J_2!:1:: 
1 V 

2. Lu1 和1 翻~1'l 和1憫直uu'ti11 fl'l'i'l'l:J-J 
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... "'" ,.,f~ 々 4
3 . L 門 J.Jf11Jti\1tJ~::'b'OJ.J1VI 0叫 1/叩叫n哨
, 4 

4. w・ バU'1>:;1iJ1加 /1潤， 
5 . ~:;1111 Vlt.lJ.J1召LLvi'l祈1'b'均 1囀 ii1/n,,,:;1lln:;1 n'n<a<aJ.Jt.1屯
6 . J.J1 召恥a 屈1曲~1~属1叫吋'uu:;:fr

ti .,. 

7. ~W~Ltl1'lf 
＂＂ 1 喜 I .:,j 

8 . Vl~OT.11'-llJOU:;'lf 

9. 1~~, 
← 

10. 玩＇ふifJ.JVl1加n~"'mt11恥吐
.. I ,.; 1 I ツ.,./ .,. 
11. un11,i1'1>:: J.JJ.J1 所:;LL~1 哨 J.J1 哨

《文末詞 LflO~ 》

Lno:; またはしVIO:; は「～させてください」，「～しましょう」，と願望や

勧誘を表すこともあれば，「どうぞ，そのまま続けて下さい」というように許

可を表すことある。

なお直t.l1L fl o:; の LflO::: は不満な思いで注意する場合に使う。 l01lflO:; 

（いいとも）， ~1\'ILflO:; (ほっておけ） ｀ L~nJLflO::: （どうぞ）という形で

も使われる。
も

i.6t佃lJ~O\'I術吋flfol郊 no:;
亀 u .. 電ツ

2. f1~Uf1UL()O:; ~f1LL~1 

3. uou1虹皿麟叫肴

4. 1請10i(.13.J1 fi O UL fl O:; 
． 

5 . 渇t.11LOO:; 直t.11~:;uonLLJJ
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.J 
《文末詞／強調詞 u》

,J 
りまたは Ll.JtJ は先行の名詞，または文を強調する。文末に付けて，「だ

って～ですもの」というような意味合を出す。先行の名詞を強調する場合は，
,J 

単純に先行の名詞を強調する u::と違い， U は話者の非難的，差別的な感情

を表す場合がある。 d⑰邸 （～だよ，これぞ～，これが～というもんだ），
珈L0¥1(,...._, だったのか，～だったのさ）というようにも用いられる。

I I I 

I.flruu しiio~1t1 ず~L~~3.J1が \11U~rl1 訊 JJLl111':i \):,'.LU~tJU\l1U弓 f1LL~1Vl~O, -
2 . ぷu1如 lJ¥l 1 ULL lJlJ甜

｀ 3.L111JJ~1叩恥L'tiorl 
.., ,,J 
4. ¥l.UULL VI~:,'. 
4 、
5 . ULL VI~:.'.tJU'l+tJ . , 
6. L'ISO珈m細UflU1'UlJOf1ふ U1り

《文末強調詞 'Vl'lO fl 》

Vl':iOflは「～ですよ」というような意味合で，自分自信の考えや意見を強

調する。

1.1曲0\l 甘 1迎謳し~O\l叶紺u釦11Li,1屈
2 . 和晶u恥和恥1釦 n1如声fl
3. 叫恥,io{\Al~O研u印渇m即畑弓0¥1 直t111曲1.JVl':iOfl

《文末強調詞内Ll1 》

濁m は「実に」，「全く」という人や物事の状態を強調することもあるし，
「～（ある行動）までする必要もないのに～（その行動を）した」というよう
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に皮肉や非難として用いられることもある。「丑ヒ旦旦1 」は「～少しも～な

い」，「全然～ない」ということをさらに強調する。「 1
I ツ.., .., 

3-1.-.......u1 ¥l 3--1 ¥l L'lfり1」,<.) 

または「 1I 
.., 

3-1---... L~ 訊叩」1 」という形で使うことが多い。

1.1曲~1~LL甜‘祈o¥l ti'u 1 n 1 ti南J1VI~0
,.J' ッ

2 . ""皿l~LLRU 団 O":iv¥11
ツ<

VIL行tl1LVIう0

1'1  6t 
ツ.., .., 

3 . fl ru ":::: 3-ltl u 3-1りf) )1甘 VIL 4!113--1¥lし哨ti1L VIぅ8

↓ 
《強調詞 uu》

伽は先行の名詞を強調する。非難的，差別的な感情を表す場合がある。

話者と言及する人物または物事は同一人物，または（物理的あるいは心理的な）

距離の離れていない人物の場合に使われる dと違い， Ju は話者と言及す
る人物または物事には（物理的あるいは心理的な）距離があることを示す。

.., .., 
1 . 1,)~L011 ,J1 VIUflUUU 

2. 面担釦E.JtJ L VI恥伽
.., 引' .., 

3 . ふ~fl4lf1 E.J ¥l U O E.J fl'i ¥1 Ll1記 uu13JNUL姐 0¥1'll訊 RU5UVl'i0fl，，，， 9 

《強調詞 LLVI~~ >

ッツ.J 亀, .., 

LL VI~:; は 'ULLVI~:;, UULL VI~:;, l1¥l1.JULL VI~:;, LO¥lLL VI~:; という形で使うこ

とが多い。先行の指示的な名詞を強調する。また LO¥lLL VI~:; という形では「当

然」，「自動的に～になる，～する」ということを強調することになる。

1. fl囀蓮匹 13J枷¥l1 u1 VIU 
.J' 

2 • ~f11.JLL VI~~ ~ ... 期U町fl~\l 討訂)1fl'lf'UL fl 1 LL 計1 此珈u~1 うし邸
I ッツ

3. vJ沢和地享 LU¥l1U紐ご
4. 柘1JJ和~u 利恥~tl1LD\lll VI~:; 
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＇ど
5. Ll11UULL VI~:;: 加叫叫1

《強調詞 叶こ》

LL U::: は「～ほど」，「それほど」，と，感嘆的な意味合をもつ。
1. 砂 1fl~ 枷叫h1 う潤tl11J1~cl1叫DU叫：

.., I t t I c::. ~ ~ 2. Ut11m u¥1UclUfl>-11fl疇 1'.Uu1Uvl¥1cl1>-lflぅ¥1ll u::: 
ッ

.., 0 I "" 

3. vJuviflVIUfl U1l11>-lfl\1~u1 し』：：

4. しt11ot11n1属nぅ:::LJ1 \'Ju し tl1 祈u\11 廿吋1DL~n 、廿1 弓行しlu::: 

《強調詞 1¥1》

1ヽは先行の名詞や文を強調する。「～ですよ」，「例の～」，「～じゃないの」
という意味合で，相手が知っている，または知っているはずの人や物事につい

て言及したり，皮肉ったりするときに使う。 1 \1~::: という形で使うことが多

い。

～ッ

1 . fll.J~1がり fll.JUU L fl'j fl和/fl n.!lu~1'3征,'  
2. 1t1u~'31uon 科 3l'u,,~1 紺'\]ふ, 1 ¥] 

3. 袖皿Df111叫加」u晶ふ1¥] , V , 

《強調詞企ご》

~::; (由）は疑問，命令，懇願文末に用いる強調詞。 Wわ という質問詞

以外の質問詞の後ろに付けて「いったい～」と，その質問詞を強調し，また
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「 吐工主 （そして～の場合はどうですか）」と，「旦也二主こ」という
形で命令の文を強調する。

ッツ

そして， LL恥， 1'-l,局1tl,南J1,~ 汎 Vl1fl,Ll11'1.JU, LO¥l, W叶UU,L計t.11, Latl 

などの先行詞を強調する意味合を持つ文末詞の後ろに付けて，それらの言葉が

表す意味合をより一層強調することになる。

1 . "L fl':i虹 1uLL加 flru1絲：：

2. 011 iltJu廿1¥l Vl~""\l "~3-1 O ヽし引'U'VI~OL 1」~1~~

3. H叩 iu':i叫 J111述？和竺
Gl t I ,d ッ，

4. L'll1~1 ぼ ':i¥l'1¥l LL烈J.1011ULLa1a:;征ご

5. 硝枷Ofl芦：： 11叫 1甜
6. 叫妬主斡UL叩」Ofl11 し 'll1 刈 (;lfl1~11叩細1fl
7 . 出依恥0~01Vl1 ぅ 1',1雌1t1a:;
s. flru~1~~111 

ぷ
a~fl11J.101U'-11'10 UUHOJ.IL~ti 1a:; 

9. flt.I紐Uflt.lUOflL 砕如UVl~~\11U 釉f-Jru~1 ¥l'Vl1 na:; 
も1I I q I~II I 

10. LL01UU J.lflOtlJ.lflUOり u1uoii~o \1~1 J.1V1a ¥1 rn 1 uu~:; 
IV~V 1 ぷ

11.':i1U'll1tl01Vl1ぅ＂り omLo 1uw ¥1 a:: ，，．  
ッツ

12. し T.11 しUUflU叫"u が l1'叶 uu~::fi:; 1面1'-l1 uv, un'VI弓0¥l 1 UL 1J1 

13. LUtl':iL'VI和0Otl'lJ 1引翻諏ご

14. 1曲"Lfl':i臼oヽ Latifi:;

《強調詞貪》

~(~)は強制，催促，注意を促すということを表す。 4 と強く発音する
と，不満の感情が強調される。「 J源 （それはそうです）」，「 ,l~科 （～だか
ら，～からこそ）」，「 L01科 （いいとも，どうぞ）」という形もよく使われる。

t.'t如吋1年遠叫枷汚姐1り

2. ~o-.:i't-li吐曲況砧訊如」LLUり
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3.1 廿~~1':i 1 ¥1 L 1~1 ぅ n1曲1rloul_

4. uu貪召113-i 乳 "~\1 府 Fl¥1 0 ti1 >J1属
＂ 

5 . flL¥Al'j 1~f-1 ru U~ 貪ぷUL~tJ祈u'.:lfl 奇uu1u計n

6. Lu情柘ut11n1計和u11tJL邸

《 咋（し恥） 》

哨も（し恥）は「～をしてしまう」， 1 か～（し01) し府肌~ti は「まった＜～な

い」という意味合で使われる強調詞である。また，動詞と副詞との間に哨：：（し恥）

を入れると「意図的に，努力的に～の状態になったほど～をした」という意味

になる。 ~ti は文末に付けて，「更に」，「それに」という意味合で使われ
ツ

る。 "lf!:'.1J1ヽ，哨!:'.VIUOり は「少しでも」という意味で使われる。

＇ ッ・
1. 1期 o'31uw1 omo16t "~UUflVl":i om~ 直m枷利派v咋!:'.VI-Sufi

2 . L rlりしi]u四甘醗'31如 J1fl"::; し釉DU
"9 .., I 亀、 I Ill GJ I II 

3. ~ ぅ叩叫叫噂皿~\LL~1fl1J-11
4. J-1'31 出和m枷L01 哨:;L~tl

5 . "::; 刊1VIU J-11科LLvi而‘迎名 ~1tl南」 1

"' 6. Ufl11祈1ll!:'.1出11'lf""LL伶渭

一
ツ

7. tl0\1i"l'U~1tl 可tA1tl

8. 0~1し恥伽屈11.J対＇沿1訊ti1L~tl

油和't"血和紅つ所ご肴1tl
濱g冠v¥114U"::同和LVI血：： LL記1o 

"' 

9 . 811 LL知曲恥 i1 ,J1 Vl'U 可:;:~:;:
.., I ツ

10. tW'UWflWuULu1Ll <j \1 哨~1J1\1Lno::~n

1 I -., -., 

11. 討fl~'LJ,-J1tJOUWfllu 1 LLぅヽ'lr::'.Vl'UumVl<j o 
I ↓ 

12. LW~1 , fl1諏U笠皿no~1~ し ~Ul1u'l1~LiV11-i1t1 , 

咋（曲）W碍は文末に付けて，「～してしまえばいいです」，「～してし
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まったからよかった」という意味合で使用される。

13. ~1叫匝四9日知爪 9曲
14. 滋110惰品恥胚恥ご
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5 . 呼称詞の表現

タイ人の呼称詞の使い方は両者の関係に関わる年齢，性，社会的地位，立場，

属する社会，職業個人の感情，好み，癖などにによって複雑である。ここで

は，その特徴を簡単にまとめておきたい。

l》人称代名詞

烈世は恋人同士，または夫婦以外の個人的関係では殆ど使われない。この

言葉は，普通，正式的な付き合い，仕事上の付き合いのような一歩距離をおい

た関係において使用される。初対面でさえ， fJOJ を使わない人も多い。

知と凹丑せも同じような傾向にある。世は親友の関係においては

使わないのが普通である。また，友達同士では 消1,釦• Lう1,U1rl,L訳0 も，

個人の好み，環境，習慣にょって使われることもある。 illは対等以下の人
に対して用いられる。 を~1J.~ は近しい人同士，対等以下の人に対
して使う。

なお，酎旦四は坊ちゃん，お嬢ちゃんという意味で使われる。

1. 直廿訊孤叫";i:;~1 l'lLL血 ti L~OふL01知曲1肴初 L~ふ吋1国
討L~O

［女性の友人同士］

2 . fil恥1佃函
［女性の友人同士］

ふ "'6t" .J'  3 . LC, 旧 1a-J\l\)[)~ぅfl Vlfl~\l ",1 vi~1~VIU tlfJ u::: 

［男性の友人同士］
4 ツ

4. La-JD11UA fU珈廿 \la-J1flL~t..l-, 一
［バスの運転手から客に］

d ,cj 
5 . d'~L VI~ 祐ru叩〕 'Ii~1fl:::

［面識のない女性同士の電話］
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ッ"11 ,!I ... 

6 . W討苅叫t-lDU⑱ L'VIUA OJ飢VllJtJlfiO'tJ
＂ 
［初対面の20代の男性から20代の女性に］
ッ

7 . 貪u府ツ <I "'ツL I 

ッ

flLL~1 wti::ti~W Vlru 討 1~'llvL"D1
¥I "'¥I  

[20代の男性から20代の女性に］

8 . _f-J虹 1-sll緬 1細がLU恥袖釦
［恋人同士］

0 tiッ弓9 じ51¥'.11L1..lflfJ¥JDDfl¥'.11fll OlJJ.J1W1::Vl101Vl1'5fl1り． 6t ull1 

[20代の女性から20代の男性に］

10. LA<a13-l和ずf1l11U府L呪lし和頂峰1fl和

[20代の男性から60代の知り合いの男性に］

11. 滋叫u炉,u::~ 直'lfOU
[20代の男性から知り合いの20代の男性に］

12. 恥和珈叫峰吋せ~~1'l1U叩 ).Ji'l叩叫1 Vl11 恥h1ぅ如恥1'l~
L "a 1 \11.J~LL~1~ ~1 JJ'l 雌ー:1~'3~1':i~UL':iu~

[60代の女性から妹に］

13. 皿~fll1flL u~u引弓恥1 JJwuDfl\1~uu召

［男性の知り合い同士］

2》親族代名詞

自分の家族や親戚以外の人に対しても親族代名詞で呼び合うことがある。正

式的な付き合いなどにおいても年齢の差がはっきり分かればこの種類の呼称詞

を一般に使う。 ~f) (子供）， Vl~1U (孫，おい，姪）という言葉も，血縁

関係があってもなくてもよく使う言葉である。「おじいさん」と「おばあさん」

の場合は iか （父方のおじいさん，おばあさん）より v¥1 V1V (母方の
おじいさん，おばあさん）を使う傾向にある。また，親族代名詞の前に， ~ru

を付けて使うと，より丁寧になる。たとえば， n皿~O~OJLL~ ~OJv\1~OJ 

りT」 AOJ01など。
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1.1心'j~Lflu~Vl~1U 伽か1f1R1¥'I 1UJ.J1L切切渾珈
[70代の女性から孫に］

2.1咋AJ'j~LflO切R1U Luu如 flU枷叫8和」紐u虹叫門uし;fl,.. 
釦f1~L珈no出召M漏1

＂ 
[70代の女性から知り合いの息子に］

ッ,._1 I 0 cl .. 、とツ .., I 

3 . Lu1t」¥J i.JUD'U f1L'Vl'5 u Nfl恥 Ui.JU~f1i.J1 mL N 111!'.~f) Uu'UlAlf) WOULD 1しし1¥J _,, —•• 

屯ご廿1皿咲~.f} u由が出切9出吋'u't伽m8ll111.J1加）10f1LN嗅1l_lWU 
J 

叩切flo::u:: し叩叫訊flu!'.J租〕

［母から娘に］

3》ニックネーム

個人の付き合いにおいて，対等以下の関係の人を呼ぶとき，目上，年上の人

に対して自分のことを呼ぶとき子供の間だけでなく，年齢や年代と関係なく，

ニックネームを使うことも多い。

1. 血n研'1w噸fl~u~L 1~1蝕釦fl>-J1v1 flfl科加畑1術1J.J ll他
恥晶り i呵知1紅叫h釦細J¥11叫直江J, 幽叫
J.111 u~1u::'llu\1Am弓 l.l'UVIU\1 費 ou::A::'4lu訴~'1 vu~111'4Juv::1 訊~l.lUu::

囚

1』rlt11f11Jfl血て'U1り

［恋人同士］
I I I o., .J' ッ

2 . LL叩Uflti¥11訊'lfflU~3-Jtl UU::: し ~1fl:::,,_ 

［恋人同士］ ・

3 叫曲LOfl1曲叫枷UUfltl\l恥~tl'VI 弓 o
• - ¥jp一

［恋人同士］
... .., I• 

4. i)U11U::: 柘L';i11 UPl1血う切1ぅ社13-IU訊曲1fl吋~OOfl1 tl~~u~ し同m
珈茄1討Wう:::u1tt1澗枷1l'1':i伽Ofl VI 汎~~"'._, I I ッ

ツ

~U11 L':i1Lf!UPIU1l'1沿utl'u

祈¥l'lf:: l邸茄叩ィ。V
［知り合い同士］
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ニックネームの前に， fl ru 叫 を付けて使うのはより丁寧になる。

4》職業地位

職場においては，たとえば， か，，)~fl1":i 佑咄1 を目下の人が目上の人に

向かって使うのが普通であるが，一般の人の場合は，年齢と関係なく，相手を
... .,/ッ

加 0 LL l1fl en' 屈01tJ1tlfl1':i などのようにその職業を表す言葉またはその位

で呼ぶことがある。場合によっては人称代名詞や親族代名詞の後ろにつけてた

ニックネームや名前の前に付けたりして使用することもある。たとえば，
弓'I II fl':i ff ti O 1 flJ.I VI J.11~ff Ti'l'l討―,, , ―,  - , など。

1. LL枷軋而1.JLfl'fi':i':i3-JLO¥'I L門113-i1恥硝uV1uu均：：：Vl3-J 1 p) 

[10代の女性から警察官に］

2 . 函和荘也立~u::: 恥1¥'ln1局叫LL恥
［男性の友人に知り合いの男性を］

3 紐叩Ofl':iU~3-JOtl1flLi1fl OJVl3-JOUOfl~ 期". , -, 

［患者から医者に］

4.~ 森計転

旦i1曲:::u:::
［先生から生徒に］

り，

し 01~:u:
.., "' 
UflRfl'l!1 

和rl'wou叫

り計吋1i1w祠 uo:;1ぅ

I I 

¥'111..1術fl¥'I柘W〕出叫沼両¥'ILi1ぼ和u:::和：：：
'II 

5》名前やニックネーム，人称代名詞，親族代名詞の前に 15o 
いう言葉を付けたり，名前やニックネームの前に u3J叶u tJ1tJ~1 という親

族代名詞を付けたりして，対等以下の関係の人を呼ぶことがある。たとえば，

1恥 13-l 0叫伽ふふ~flt'7tJ 叫 ufl1R 叫flR11 LL 3J釦り1t.J

両 ~1Lu fl 1 f5 L 11 1詞u(釦） t.J1叫 1?'11曲など．
1.we1en1~ 即flWu1ufl1~ 叫r1ふ叫1バ訓恥叫叩うし~tiu::::
[70代の女性から友人の夫に］

2. 0~ 芦毯函出疇¥1LVI叫恥

［姉から弟に］

.., I』

'U¥1 L ¥)1 と
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＇ 1由渭1Vil.I碍)0'J1r11.lrj1
＂ 

H詞U
.... も I ... 

3 . LL 3出 1L!l1~uUc;\VIUfl ぅ :;uD fl 3.J1'1 ¥l LL'1L c;¥ fl 
'I  V , 

"9 

LWDU 

［友人の息子にその人の母のことを話す70代の女性］
,S .., I "'I  

4. VI'!! OU\JLL~J-13.JU~O哨切訊u恥府1出
¥I 

［息子に妹のことを］
ッ.., I 

5. Li)1~fl'lf1tl 討 U'lf1U1収ぅご恥ヽ
［知り合いの息子のことを］

6》人称代名詞，親族代名詞， または立場を表す言葉の後ろに性別の言葉を付

たとえば，印吋叫\1~叫炉りり消けて，近しい関係にない人を呼ぶ。

"lr1£J靱叫¥l U1£J日 ¥1 u叫i五など。
1. 一国吟碕叩立U~fl和一聾に国1叫む
［店員から客に］

2. iu的吐1如卸如阻Dfl~
［知り合いの男性にその人の妻のことを］

7》外来語の人称代名詞や親族代名詞を使う場合もある。これは，相手がタイ

人ではないことが分かった場合，または，たとえば，中国系のような外国人の

間においてよく使用される。たとえば， L;Lfl VliJ-l1tl和渇tJ LL u::: しln
立` 。Youという言葉は中流社会以上のタイ人の間で使うのこともしばしばあ

る。その親族代名詞とニックネームや名前を一緒に使うこともある。たとえば，

渇tl'l'i'j江 1111,jなど。
... • ... .., .J ... 
1 . L v v1L v 'UUJ.J1Wり訊9

［姉の友人に］
"I .,J'I ... ッ

2. wuurn111v~ しfl1LL ft 

［客から店員に］

8》王室，僧侶などの特殊な人には，特別な呼称詞がある。たとえば，僧侶を
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'Vl~1\1WO'Vl~1\1~ という言葉で呼んで，僧侶は自分のことを凹竺:!_1と呼

ぶ。王室の人に対しては
I I 

l'1~fl う ::VI討 v:1-1 Vl:1-103-l 
V 

などと呼ぶ

9》目に見えない神秘的なものに対して特殊な言葉で呼ぶ。たとえば，凶ュ凶

ふ叶u W':i切~LL~W':i:;名ぅ乱 LL~W':i切 \Jfl1など。自分のことは一租世旦v

一秤などを使う。
ッ., ツ II IV ツ I I ツ

1 . OE..11 0 り 1~11t'1 ヽ 11~1LL~1~11"11'1\'111~1LL~1 OlJ1"1~114lf1\'IL~l.J 
V -U 

＂ ッ ッ

~f1dlf1 \llflu~ 即o1 u~ndlf1 ¥11'1 ~3-l"iUfl1UL炉 LL3-10 f1ll恥
"'"  

OL涌

10》親族代名詞を使って，一般の人を相手にして，包括的に呼ぶことがある。

1. 消1~0~1f)釦 t!OL叩叫如ふM咋JOOfltJ1叫1和訊恥i

11》也挫む（私）という言葉がある。この言葉は正式的な場面において，年

齢，性別，社会的地位等関係なく誰でも自分の事を呼ぶ時に使える。

12》複数の種類の呼称詞を重ねて使う場合がある。

1. lQ~~~1-1恥dlfutJ恥'll1'i1 叩

［男性の友人同士］

＇ヽ2. flflJ~OHUl11U哨OiJ卵：：fl cs 11-s:: 箱面祁l'S術flru LL~~\l 
＂ 

［知り合いに父のことを］

13》感情によって，同じ人物に対する呼称詞の使い方が変わる。たとえば，怒

るときまたは不満を表すときに，普通のときより下品な言葉で相手を呼ぶな

ど。

1. 迎屈出nA
［父から娘に］

I し 1

2 U¥'I LL R 3.J3.JUR 0哨~\113.J~LL恥引出． 

［息子に妹のことを］



付録



159 

ここでは，タイ語表現の学習の参考に映画の台詞や小説などから興味深い表

現を紹介しておきたい。

参考資料：

l1J.J'li1fl碍[U1 J.JLL伽 I 1995. 訓fl1WtiU!iL~砂'l~OU即汀'Cherdchai

｀｀｀  Productions/NHK. 

ヽ
和叫呻[U13-JLL伽 1• 1Jllfl1WVU;;L~ 訊 "A'~W1UぅiflA'1';i貪u".
細釦[1.J13-JLL応 11996. 伽叫~u邸［う 13-IL~0¥1贔，科 .., <:.' 1 UfllAl3-IWflt-.J1. 
" '"  

ッぷッ

1 L恥 l111 由fou府LL~碕uu:::: しdlf1Ufl~0\11 出‘曲：：：：対11
.'.  11 

2 . [母と息子］
.., ッ

: f1RUJ.11LLR1L"a〇：：：：1::::1 on':i'iJ↓ f1Utl11LRt11加
.., I j ッ弓 1,J IV ツ

: l.l ¥1 W.i O flLL J.I L ti 1~O ¥1 U':i UJ.1::::Wぅ11Ltl1fl。u
細。：：：：1 う哨：：：：n曲和：：：： ~fl~1LLtiVl'lOfl 
：直l.111面u龍1ぅ而1料：：：：LL 3-i 

: • . • iuniu~:::n奇u言nvithmu::: ;iouu1t1n1 uuL i11 ti吋1tl'1fOa.J 1'5 ¥1'5 fl 
VIUOtl L恥~::: し~tit 廿和U1叶1L~tl

:1畑 u't'l¥11':i tlf1LL 3-i 釦鴫L1R1'UOU~知 n血炉011
.,,: 

: ~~L01L~1JLW而f11 Vl3-IR~ ~ 叫枷祁Uf1R1¥I 1U 

: 13-i¥ ~LL 3-i 濱tl1ぷunt 属 ~111N1~tJ~1 うしし ~1 LL3-iLn'U1 弓LVIO~，， 

3. [50代の女性と姉］

: t;J肖゚¥'11廿w1omo1't~>ruil'nVI ぅ onし＄濱り 1>1't.1flll滋 \'l'll':Vl'lOfl L~U 

l10 ¥'lflL Vl~01Jf1t.10~1L~>1'1.IL 1fL~J-11 nun渇ti1 >ru i) :~ia-Wo v 
ッツ ッツ

: >ru利~U~1fl U1 Wn U1 LL う＼り 0\'1>1'Ul1\'IUU~:1iJ't 材>ru~u>1'tJ'l 舟>1'\'IL吼tl1

l'°i o:: 
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あとがき

ここで，タイの言語表現研究を 5章に分けてまとめました。たくさんの資料

が手元にあり，以前から研究し続けてきていることもあるので，本にまとめる

段階になると，少し安心しすぎていたせいなのか，結局時間が足りなくなりま

した。その結果， 5章にしかまとめることができなくなってしまいました。そ

れに，文法化現象が見られる表現と慣用的表現の境をどこにおくかで迷いが非

常に多く，反復語や呼称詞についてもまだ整理できないものもあります。これ

らの問題は，残された研究課題となり，より勉強し，研究し続けて，今後のよ

りよい研究成果にしたいと思います。そのため，ご意見やご助言をいただけれ

ば幸いです。

最後に，いつも論文作成に用いるパソコンについてお世話になっている高橋

俊行さん，そして本の形にまとめる機会を与えていただいた大阪外国語大学に

謝意を表したいと思います。

宮本マラシー

1996年10月
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